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表
紙

県
立
青
島
亜
熱
帯
植
物
園

3２０２２-

（
宮
崎
県
宮
崎
市
）

県
立
青
島
亜
熱
帯
植
物
園
は
宮
崎
県
中
央
部
、
青
島

に
位
置
し
、
昭
和
40
年
に
開
設
さ
れ
た
植
物
園
で
す
。

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
、
女
王
ヤ
シ
、
ナ
ツ
メ
ヤ
シ
な
ど
29
種

類
に
も
及
ぶ
ヤ
シ
科
の
植
物
、
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
、
パ
ラ

ボ
ラ
チ
ョ
等
の
亜
熱
帯
花
木
を
植
栽
し
て
い
ま
す
。
熱

帯
果
樹
温
室
で
は
マ
ン
ゴ
ー
や
パ
パ
イ
ヤ
等
の
実
、
大

温
室
で
は
カ
エ
ン
ボ
ク
、
ヒ
ス
イ
カ
ズ
ラ
等
世
界
各
地

の
熱
帯
花
木
が
鑑
賞
で
き
ま
す
。

昭
和
40
年
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
植
物
園
と
国
内
初
の
姉

妹
植
物
園
を
締
結
し
、
植
物
の
交
換
や
職
員
の
派
遣
な

ど
交
友
を
深
め
て
き
ま
し
た
。
大
温
室
内
に
は
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
政
府
公
認
の
マ
ー
ラ
イ
オ
ン
像
が
あ
り
、
現
地

と
同
じ
東
88
度
と
い
う
縁
起
の
良
い
と
さ
れ
る
方
向
を

向
い
て
お
り
、
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
４
〜
５
月
は
〝
ブ
ー
ゲ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〞
を

開
催
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
植
物
園
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
品

種
を
は
じ
め
、
赤
桃
紫
黄
白
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ブ
ー
ゲ

ン
ビ
リ
ア
で
園
内
全
体
を
彩
り
ま
す
。
特
に
、
ブ
ー
ゲ

ン
ビ
リ
ア
で
飾
ら
れ
た
フ
ラ
ワ
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
の
姿
は

圧
巻
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
県
立
青
島
亜
熱
帯
植
物
園

（
０
９
８
５
‐
６
５
‐
１
０
４
２
）

（
写
真
提
供
＝
県
立
青
島
亜
熱
帯
植
物
園
）
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移住・定住・交流推進支援事業　北海道倶知安町
ニセコが目指す唯一無二のワーケーション
 ラミレズ麻衣

地域づくりは人づくり
地域の人々が幸せ感じられる仕組みを作る
 山田 芳雅

地方創生実践塾①　神奈川県真鶴町
ローカルから未来をつくる
 卜部直也

地方創生実践塾②　島根県海士町
失敗を原動力に！ 海士町的挑戦と風土づくり
 濱中香理
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2021年度地方創生フォーラム in 山口
コミュニティ・スクールを核とした地方創生
首長の思い
「ターントクルこども館」から広がるまちづくり
 中野弘道（静岡県焼津市長）

シンガポール政府公認のマーライオン像

グラビア

26都道府県漫遊 【静岡県】
27都道府県漫遊 【熊本県】
手前みそですが… 【石川県七尾市】
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1 巻頭エッセー／新しい時代に向けて進化する中山間地域 濵田省司（高知県知事）

令和３年度 ふるさとづくり大賞
令和３年度　ふるさとづくり大賞 ２
　　　　　  最優秀賞に徳島県上勝町　―24の団体と個人の功績をたたえる―
最優秀賞〈１団体〉 ●徳島県上勝町【徳島県上勝町】　4

優秀賞〈１団体、１名〉 ●桝田 隆一郎【富山県富山市】　6　　●株式会社あわえ【徳島県美波町】　8

奨励賞〈１名〉 ●樋口 純子【山梨県身延町】　10

  団体表彰 ●認定NPO法人遠野山・里・暮らしネットワーク【岩手県遠野市】　11
●幸町１丁目コミュニティ委員会【千葉県千葉市】　12
●株式会社山のくじら舎【高知県安芸市】　13

地方自治体表彰 ●山形県上山市・上山市温泉クアオルト協議会【山形県上山市】　14
●鳥取県日南町【鳥取県日南町】　15

【特集編のみに掲載される表彰は以下の通り】
●  団体表彰：株式会社キャッセン大船渡【岩手県大船渡市】、ふるさとむら宝谷運営管理組合【山形県鶴岡市】、特定非営
利活動法人入間市文化創造ネットワーク【埼玉県入間市】、一般社団法人竹田文化共栄会【福井県坂井市】、岐阜県地歌
舞伎保存振興協議会【岐阜県】、五個荘地区まちづくり協議会【滋賀県東近江市】、特定非営利活動法人むきばんだ応援
団【鳥取県米子市】、特定非営利活動法人江の川鐵道【島根県邑南町】、エーゼロ株式会社【岡山県西粟倉村】、クシノテ
ラス【広島県福山市】、地域協同組合無茶々園【愛媛県西予市】、一般財団法人こゆ地域づくり推進機構【宮崎県新富町】
●  個人表彰：大和田 順子【宮城県大崎市】、前川 穎司【高知県香美市】

七尾市

石
川
県

277

七尾市は、石川県の北部、能登半島の中央
に位置し、天然の良港である七尾港が海

の玄関口となり、古代から能登の政治・経済・
文化の中心地として発展してきました。
市内では年間を通して数多くの祭礼が催され

ています。例年５月３日から５日にかけて開催
される「青

せい

柏
はく

祭
さい

」は、平成28年度に「山・鉾・
屋台行事」の一つとして、ユネスコ無形文化遺
産に登録されました。祭りでは、高さ12㍍、
重さ20㌧の日本一大きな曳

ひき

山
やま

「でか山」が狭
い路地を練り歩きます。
令和２年６月には、“渚のいで湯”として有名な和倉温泉に「和倉温泉お祭り会館」が

オープンしました。会館ではでか山以外にも、七尾四大祭りで実際に使用されていた奉
ほう

燈
とう

（キリコ）などを展示しております。また、体験コーナーでは臨場感ある音と映像で、
実際に祭りに参加しているかのような体験が楽しめます。祭人の熱気と情熱を感じてく
ださい。

█和倉温泉お祭り会館
七尾四大祭で使用されている祭具等を
展示しています。写真の大松

たい
明
まつ
は、能

登島向
こう
田
だ
の火祭を再現した垂れ幕です

█七尾城跡
自然石を積み上げた野

の
面
づら
積
づ
みの石垣

が今なお残る七尾城跡は、日本五大
山城のひとつにも数えられています

█青
せい
林
りん
寺
じ
御
ご
便
べん
殿
でん

明治 42年に東宮殿下（後の大正天皇）の休
憩所として建てられました。週末には庭園の
ライトアップを行っています

█石
いっ
崎
さき
奉
ほう
燈
とう
祭
まつり

高さ 12～ 13㍍、重さ２㌧の奉燈が100人の
担ぎ手と共に練り歩く、漁師町に伝わる迫力満
点の祭りです

█お熊
くま
甲
かぶと
祭
まつり

長いものでは 20㍍にもなる深紅の大
おお
旗
ばた
を、

地面すれすれまで傾ける「島田くずし」が見
どころです

█花嫁のれん
花嫁のれんは、幕末から明治にかけて加賀藩の
領地である能登・加賀・越中で始まり、今もな
お受け継がれている婚礼の風習です

█青
せい
柏
はく
祭
さい

家よりも大きな「でか山」が狭い路地を練り歩く姿は圧巻です

ちょうどいい田舎
七尾市
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高
知
県
は
、
雄
大
な
太
平
洋
に
抱
か
れ
、
緑
深
い
森
林
に
囲
ま

れ
た
美
し
く
自
然
豊
か
な
場
所
で
、
新
鮮
な
海
山
川
の
幸
で
彩
ら

れ
る
数
々
の
郷
土
料
理
を
は
じ
め
、
四
万
十
川
や
仁
淀
川
に
代
表

さ
れ
る
清
流
、
黒
潮
薫
る
群
青
の
海
、
青
空
が
広
が
る
壮
大
な
四

国
カ
ル
ス
ト
と
い
っ
た
自
然
が
織
り
な
す
絶
景
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
方
々
に
伝
え
た
い
魅
力
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の

雄
大
な
自
然
が
育
ん
で
き
た
自
由
で
気
骨
の
あ
る
県
民
性
は
、
歴

史
的
に
は
坂
本
龍
馬
を
は
じ
め
と
す
る
数
多
く
の
偉
人
を
輩
出

し
、
よ
さ
こ
い
祭
り
に
代
表
さ
れ
る
個
性
豊
か
な
地
域
の
文
化
を

つ
く
り
上
げ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
色
彩
豊
か
な
魅
力
を
持
つ
高
知
県
に
お
い
て
、
県

土
の
93
％
を
占
め
る
中
山
間
地
域
は
、
そ
の
環
境
を
生
か
し
た
農

業
や
林
業
と
い
っ
た
第
１
次
産
業
を
中
心
と
し
た
営
み
が
盛
ん
で

あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
美
し
い
自
然
や
食
、
文
化
な
ど
多
く
の
魅

力
が
凝
縮
さ
れ
た
、県
勢
の
発
展
の
源
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

県
で
は
、
中
山
間
地
域
で
生
活
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
皆
さ
ま
が
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
今
後
も
暮
ら
し
続
け
て
い
け
る
よ
う
、
生
活
の

基
盤
づ
く
り
や
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
活
力

を
生
み
出
す
た
め
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

そ
の
取
り
組
み
の
代
表
例
が
、
平
成
24
年
度
か
ら
開
始
し
、
着

実
に
県
内
各
地
に
拡
が
っ
て
き
て
お
り
ま
す
、
集
落
活
動
セ
ン
タ

ー
で
す
。
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
の
住
民
が
力
を
合
わ
せ

て
、
将
来
に
わ
た
り
「
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
集
落
づ
く

り
」
を
進
め
る
た
め
の
「
共
助
の
仕
組
み
」
と
し
て
、
旧
小
学
校

や
集
会
所
な
ど
を
拠
点
に
、
32
市
町
村
63
箇
所
（
令
和
４
年
１
月

現
在
）
で
開
所
さ
れ
、生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
や
健
康
づ
く
り
活
動
、

農
林
水
産
物
や
特
産
品
の
生
産
・
販
売
な
ど
、
地
域
の
特
色
を
生

か
し
た
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
新
し
い
時

代
に
向
け
て
、
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
中
山
間
地
域
で
の
取
り
組
み

を
「
デ
ジ
タ
ル
化
」「
グ
リ
ー
ン
化
」「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
と
い
う
三

つ
の
観
点
か
ら
進
化
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
つ
目
の
「
デ
ジ
タ
ル
化
」
に
つ
い
て
は
、
情
報
通
信
技
術
の

発
達
に
よ
っ
て
、
都
市
部
と
の
物
理
的
距
離
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ
が

ハ
ン
デ
ィ
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
し

て
、
地
方
に
住
ん
で
い
な
が
ら
都
市
部
の
会
社
に
勤
め
る
こ
と
も

可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
物
資
の
輸
送

や
遠
隔
授
業
、
遠
隔
医
療
と
い
っ
た
新
し
い
技
術
の
導
入
を
進
め

る
こ
と
で
、
中
山
間
地
域
の
生
活
環
境
の
向
上
や
、
教
育
、
医
療

の
大
幅
な
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

二
つ
目
の
「
グ
リ
ー
ン
化
」
に
つ
い
て
は
、
世
界
全
体
が
「
脱

炭
素
化
」、
い
わ
ゆ
る
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
達
成
」
に

よ
っ
て
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
流
れ
を
捉
え
て
、
中
山
間
地
域
の
豊
か
な
自
然
を
生
か
し
、
例

え
ば
、
木
材
利
用
の
拡
大
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
自
然
体
験

型
観
光
の
推
進
や
都
市
部
か
ら
自
然
豊
か
な
中
山
間
地
域
へ
の
移

住
促
進
に
つ
な
げ
て
い
く
と
い
っ
た
、
高
知
県
ら
し
い
取
り
組
み

を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

三
つ
目
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
に
つ
い
て
は
、
中
山
間
地
域
で

生
産
さ
れ
て
い
る
、
ゆ
ず
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
農
産
物
の
輸
出

拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束

も
見
極
め
な
が
ら
、
海
外
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
の
誘
致

な
ど
も
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
は
、
10
年
ぶ
り
に
県
内
全
域
の
小
規
模
集
落
を

対
象
と
し
た
集
落
実
態
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。こ
の
調
査
か
ら
、

人
口
減
少
や
高
齢
化
が
一
層
進
み
、
中
山
間
地
域
が
以
前
に
も
増

し
て
厳
し
い
環
境
に
置
か
れ
て
い
る
実
態
が
改
め
て
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
一
方
で
、
集
落
へ
の
「
愛
着
」
や
「
誇
り
」
を
「
感
じ
て

い
る
」
と
回
答
す
る
住
民
の
割
合
が
高
い
こ
と
も
確
認
で
き
ま
し

た
。
こ
の
調
査
結
果
を
分
析
し
、
地
域
に
住
む
方
々
の
声
を
し
っ

か
り
と
施
策
に
反
映
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、「
中
山
間
地
域
の
振
興
な
く
し
て
県
勢
浮
揚
な
し
」

と
い
う
考
え
方
を
政
策
立
案
の
中
心
に
据
え
、
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
を
よ
り
一
層
強
化
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
必

要
な
三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
視
点
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
県
の
施

策
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
、
高
知
県
を
も
っ
と
元
気
に
、
豊
か
に
す

る
た
め
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

濵田　省司高知県知事

新しい時代に向けて進化する
中山間地域

1 2022・3月号 地域づくり 本編 セクション地域づくり 本編 PB



全
国
各
地
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
心
を
よ
せ
る
「
ふ
る
さ

と
」
を
よ
り
良
く
し
よ
う
と
頑
張
る
団
体
、
個
人
を
表

彰
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
へ
の
情
熱
や

思
い
を
高
め
、
豊
か
で
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
構
築
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞
」

（
総
務
省
主
催
）
の
令
和
３
年
度
受
賞
者
が
決
ま
り
、

１
月
24
日
に
発
表
さ
れ
た
。

令
和
３
年
度
ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞
の
各
受
賞
者
は

次
の
通
り
。最

優
秀
賞
（
内
閣
総
理
大
臣
賞
）

全
推
薦
事
例
の
中
か
ら
特
に
優
れ
て
い
る
も
の
に
対

し
て
授
与
さ
れ
る
。

全
国
で
初
め
て
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言
を
行
い
、

環
境
先
進
地
と
し
て
他
の
自
治
体
の
模
範
と
な
る
だ
け

で
な
く
、
取
り
組
み
に
魅
了
さ
れ
た
若
者
の
移
住
を
呼

び
込
ん
で
定
住
に
つ
な
げ
て
い
る
徳
島
県
上
勝
町
が
受

賞
し
た
。

優
秀
賞

特
に
顕
著
な
業
績
が
あ
る
も
の
と
し
て
、
▽
取
り
壊

さ
れ
る
予
定
の
家
屋
を
再
生
し
、
美
し
い
街
並
み
の
形

成
と
街
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
桝
田
隆
一
郎
氏
▽
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘
致
を
通
じ
て
、空
き
家
活
用
、

関
係
人
口
創
出
な
ど
、
独
自
の
振
興
策
を
展
開
し
て
い

る
株
式
会
社
あ
わ
え
―
―
に
優
秀
賞
が
授
与
さ
れ
た
。

奨
励
賞

今
後
一
層
の
発
展
が
望
ま
れ
る
取
り
組
み
に
授
与
さ

れ
る
。
地
域
の
歴
史
・
文
化
を
活
か
し
て
顧
客
の
ニ
ー

ズ
に
あ
っ
た
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
創
出
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
客
の
増
加
に
貢
献
し
て
い
る
樋
口
純
子
氏
が
受
賞
し

た
。

団
体
表
彰

地
方
を
良
く
し
よ
う
と
尽
力
し
た
団
体
を
表
彰
す
る
。

大
船
渡
駅
周
辺
の
文
化
を
継
承
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
地
理
的
に
分
断
さ
れ
た
居
住
区
と
商
店
街
を
つ
な

ぐ
た
め
、
ま
ち
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
交
流
や
イ
ベ

ン
ト
を
重
視
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
る
株
式
会
社

キ
ャ
ッ
セ
ン
大
船
渡
な
ど
15
団
体
が
受
賞
し
た
。

地
方
自
治
体
表
彰

地
方
独
自
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
自
ら
考
え
、
前
向
き

に
取
り
組
む
地
方
自
治
体
に
対
し
て
授
与
さ
れ
る
。

全
国
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
林
業
従
事
者
の
確

保
・
育
成
を
目
指
し
て
、
全
国
初
の
町
立
林
業
ア
カ
デ

ミ
ー
を
創
設
し
、
持
続
可
能
な
森
林
の
循
環
、
脱
炭
素

の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
鳥
取
県
日
南
町
な
ど
３

団
体
（
２
件
）
が
受
賞
し
た
。

個
人
表
彰

個
性
豊
か
で
活
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
、

自
ら
率
先
し
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
個
人
を
選

出
し
て
い
る
。
日
本
の
山
や
市
場
か
ら
少
な
く
な
っ
て

い
る
カ
ヤ
の
木
の
存
在
と
価
値
を
守
る
た
め
、
30
年
で

30
万
本
以
上
の
カ
ヤ
を
植
え
、
カ
ヤ
の
森
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
前
川
穎
司
氏
ら
２
人
が
受
賞
し
た
。

こ
れ
ら
の
表
彰
を
通
し
て
、
地
域
づ
く
り
へ
の
情
熱

や
思
い
を
高
め
、
豊
か
で
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
構
築

が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

令
和
３
年
度

ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞

最
優
秀
賞
に
徳
島
県
上
勝
町

―
24
の
団
体
と
個
人
の
功
績
を
た
た
え
る
―
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受賞団体・受賞者一覧
� （敬称略）

最優秀賞（内閣総理大臣賞）	 徳島県上
かみ

勝
かつ

町
ちょう

	 計１団体

優秀賞（総務大臣表彰）	 桝
ます

田
だ

隆
りゅう

一
いち

郎
ろう

【富山県富
と

山
やま

市
し

】

	 株式会社あわえ【徳島県美
み

波
なみ

町
ちょう

】

	 計１団体、１名

奨励賞（総務大臣表彰）	 樋
ひ

口
ぐち

　純
じゅん

子
こ

【山梨県身
み

延
のぶ

町
ちょう

】

	 計１名

団体表彰（総務大臣表彰）	 株式会社キャッセン大
おお

船
ふな

渡
と

【岩手県大
おお

船
ふな

渡
と

市
し

】

	 認定NPO法人遠
とお

野
の

山
やま

・里
さと

・暮
く

らしネットワーク【岩手県遠
とお

野
の

市
し

】

	 ふるさとむら宝
ほう

谷
や

運営管理組合【山形県鶴
つる

岡
おか

市
し

】

	 特定非営利活動法人入
いる

間
ま

市
し

文
ぶん

化
か

創
そう

造
ぞう

ネットワーク　【埼玉県入
いる

間
ま

市
し

】

	 幸
さいわい

町
ちょう

１丁目コミュニティ委員会【千葉県千
ち

葉
ば

市
し

】

	 一般社団法人竹
たけ

田
だ

文
ぶん

化
か

共
きょう

栄
えい

会
かい

【福井県坂
さか

井
い

市
し

】

	 岐阜県地
じ

歌
か

舞
ぶ

伎
き

保存振興協議会【岐阜県】

	 五
ご

個
か

荘
しょう

地
ち

区
く

まちづくり協議会【滋賀県東
ひがし

近
おう

江
み

市
し

】

	 特定非営利活動法人むきばんだ応援団【鳥取県米
よな

子
ご

市
し

】

	 特定非営利活動法人江
ごう

の川
かわ

鐵
てつ

道
どう

【島根県邑
おお

南
なん

町
ちょう

】

	 エーゼロ株式会社【岡山県西
にし

粟
あわ

倉
くら

村
そん

】

	 クシノテラス【広島県福
ふく

山
やま

市
し

】

	 地域協同組合無
む

茶
ちゃ

々
ちゃ

園
えん

【愛媛県西
せい

予
よ

市
し

】

	 株式会社山のくじら舎【高知県安
あ

芸
き

市
し

】

	 一般財団法人こゆ地域づくり推進機構【宮崎県新
しん

富
とみ

町
ちょう

】

	 計 15団体

地方自治体表彰（総務大臣表彰）	 山形県上
かみの

山
やま

市
し

・上
かみの

山
やま

市
し

温泉クアオルト協議会

	 鳥取県日
にち

南
なん

町
ちょう

	 計３団体（２件）

個人表彰（総務大臣表彰）	 大
おお

和
わ

田
だ

順
じゅん

子
こ

【宮城県大
おお

崎
さき

市
し

】

	 前
まえ

川
かわ

　穎
えい

司
じ

【高知県香
か

美
み

市
し

】

	 計２名

合計　20団体、４名（23件）

※【　】内は、受賞者の所在地（住所地）又は表彰の対象となった活動の主な実施地域
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四
国
で
一
番
小
さ
い
町　

上
勝
町

上
勝
町
は
徳
島
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

し
、
人
口
は
１
４
６
４
人
、
高
齢
化
率

₅2
・
７
％
（
令
和
３
年
12
月
１
日
現
在
）

の
過
疎
と
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
四

国
で
一
番
小
さ
い
町
で
あ
る
。
本
町
は
近

年
、
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
い
ろ
ど
り
の
町
と

し
て
、
そ
し
て
日
本
初
の
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ

ス
ト
宣
言
で
世
界
中
か
ら
注
目
を
集
め
る

町
へ
と
成
長
し
て
き
た
。

今
で
こ
そ
、
ご
み
問
題
へ
の
取
り
組
み

の
先
進
地
と
し
て
評
価
を
受
け
、
町
の
主

要
事
業
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
現
在
の

よ
う
に
「
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
タ
ウ
ン
上

勝
」
と
し
て
注
目
を
集
め
る
ま
で
は
、
何

も
か
も
燃
や
し
て
し
ま
う
野
焼
き
処
分
が

当
た
り
前
の
光
景
が
広
が
っ
て
い
た
。

当
時
、
県
か
ら
適
正
な
ご
み
処
理
を
す

る
よ
う
に
指
導
を
受
け
て
い
た
が
、
本
町

に
は
ご
み
収
集
車
を
走
ら
せ
た
り
、
焼
却

場
を
建
設
し
た
り
す
る
財
政
的
余
裕
が
な

く
、
で
き
る
だ
け
住
民
に
分
別
や
リ
サ
イ

ク
ル
に
協
力
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
っ

た
。
急
な
分
別
回
収
に
対
し
て
町
民
か
ら

反
発
を
受
け
た
の
も
当
然
だ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、
未
来
の
子
ど
も
た

ち
に
負
債
を
残
し
た
く
な
い
と
い
う
点
で

は
、
町
民
の
気
持
ち
は
一
つ
に
ま
と
ま
っ

て
お
り
、
共
通
の
思
い
と
信
頼
関
係
が
あ

れ
ば
、
長
年
の
習
慣
も
変
え
る
こ
と
が
で

き
る
と
証
明
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言

家
庭
ご
み
の
３
～
４
割
を
占
め
る
生
ご

み
は
、
町
が
購
入
を
補
助
し
て
電
動
生
ゴ

ミ
処
理
機
や
コ
ン
ポ
ス
ト
を
家
庭
に
導
入

し
て
各
家
庭
で
の
堆
肥
化
を
推
進
し
、
生

ご
み
以
外
の
ご
み
は
町
内
に
１
カ
所
の
ゴ

ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
住
民
自
ら
持
ち
込
む

形
で
分
別
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
。

一
見
、
不
便
な
よ
う
に
思
う
が
、
ゴ
ミ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
毎
日
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る

の
で
（
年
末
年
始
を
除
く
）
好
き
な
と
き

に
ご
み
を
出
せ
、
家
に
ご
み
が
た
ま
ら
な

い
。
ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
て
い
る

の
で
分
別
が
わ
か
ら
な
け
れ
ば
教
え
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
、
来
た
つ
い
で
に
世
間

話
を
す
る
な
ど
交
流
の
場
に
も
な
っ
て
い

る
。当

初
は
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
の

っ
と
っ
た
９
種
類
の
分
別
か
ら
始
ま
り
、

リ
サ
イ
ク
ル
業
者
を
新
規
開
拓
し
て
い
く

う
ち
に
現
在
で
は
₄₅
種
類
ま
で
細
分
化
さ

れ
て
い
る
。

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言
を
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
は
、
分
別
数
が
₃₅
種
類
に
な

っ
た
こ
ろ
だ
っ
た
。
本
町
の
取
り
組
み
が

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
を

推
進
し
て
い
た
ポ
ー
ル
・
コ
ネ
ッ
ト
氏（
セ

ン
ト
ロ
ー
レ
ン
ス
大
学
教
授
）
の
目
に
と

ま
り
、
せ
っ
か
く
す
ば
ら
し
い
取
り
組
み

を
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ

ス
ト
宣
言
を
し
な
い
か
と
い
う
提
案
を
受

け
た
。

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
と
は
、
ゼ
ロ
＝

「
０
」、
ウ
ェ
イ
ス
ト
＝
「
浪
費
、
無
駄
、

廃
棄
物
」、
直
訳
す
る
と
浪
費
、
無
駄
、

廃
棄
物
を
な
く
す
と
い
う
意
味
。
ご
み
を

出
さ
な
い
生
産
と
消
費
の
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
て
い
く
「
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
」
の

理
念
に
触
れ
、
本
町
も
こ
れ
を
ま
ち
づ
く

り
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
た
運
動
に
取

り
組
も
う
と
、
平
成
1₅
年
に
町
議
会
が
満

場
一
致
で
国
内
初
の
「
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス

ト
宣
言
」
を
議
決
し
た
。

で
き
る
こ
と
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と

持
続
可
能
な
未
来
へ
の
挑
戦

―
日
本
初
の
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
タ
ウ
ン
―

●

栗
林
　
七
波

上
勝
町
役
場
企
画
環
境
課
主
事
補

宣言前に行われていた野焼きの様子

最
優
秀
賞

徳
島
県
上
勝
町

徳
島
県
上
勝
町
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ま
だ
使
え
る
も
の
を
町
民
限
定
で
持
ち

込
む
こ
と
が
で
き
、
誰
で
も
無
料
で
持
ち

帰
る
こ
と
が
で
き
る
「
く
る
く
る
シ
ョ
ッ

プ
」
と
、
不
用
に
な
っ
た
着
物
や
鯉
の
ぼ

り
を
活
用
し
た
リ
メ
イ
ク
商
品
を
作
っ
て

販
売
す
る
「
く
る
く
る
工
房
」
の
開
設
、

ま
た
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
で
の
飲
食
物
の
提

供
に
対
す
る
リ
ユ
ー
ス
食
器
の
無
料
貸
出

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
は
じ
ま
っ

た
。近

年
で
は
、
町
独
自
の
基
準
で
公
的
に

認
証
す
る
「
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
認
証
制

度
」
が
始
ま
り
、
認
証
を
受
け
た
飲
食
店

で
は
人
材
育
成
や
食
品
ロ
ス
の
防
止
、
食

ク
ル
率
は
80
％
に
達
し
た
が
ゼ
ロ
・
ウ
ェ

イ
ス
ト
宣
言
の
目
標
年
と
な
る
２
０
２
０

年
、
残
念
な
が
ら
ご
み
ゼ
ロ
の
実
現
は
か

な
わ
な
か
っ
た
。
残
り
20
％
の
課
題
は
紙

お
む
つ
類
や
革
、
ゴ
ム
、
塩
化
ビ
ニ
ー
ル

製
品
と
い
っ
た
リ
サ
イ
ク
ル
を
前
提
と
し

て
い
な
い
商
品
な
ど
で
あ
り
、
生
産
者
側

と
連
携
し
て
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
企
業
や
大
学
機
関
と
協
力

し
な
が
ら
、
ご
み
に
な
る
も
の
を
減
ら
す

取
り
組
み
や
、
環
境
教
育
に
重
点
を
お
い

た
活
動
を
す
る
た
め
に
、
本
町
は
２
０
２

０
年
12
月
に
再
び
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
宣

言
を
行
っ
た
。
２
０
２
０
年
に
は
「
上
勝

材
調
達
か
ら
調
理
に
い
た
る
ま
で
の
、
ご

み
の
発
生
を
抑
制
す
る
工
夫
な
ど
を
取
り

入
れ
た
運
営
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
町
独
自
の
「
ち
り
つ
も
ポ
イ
ン

ト
制
度
」
は
、
町
内
で
指
定
ご
み
を
持
ち

込
む
、
レ
ジ
袋
を
断
る
、
量
り
売
り
を
利

用
す
る
、
な
ど
の
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
推

進
活
動
に
対
し
て
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
、

そ
の
ポ
イ
ン
ト
で
エ
コ
な
商
品
な
ど
と
交

換
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

リ
サ
イ
ク
ル
率
80
％
で 

見
え
た
課
題

徹
底
し
た
取
り
組
み
の
結
果
、
リ
サ
イ

町
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
」
が
オ

ー
プ
ン
し
、
新
た
な
情
報
発
信
拠
点
と
し

て
稼
働
し
て
い
る
。
町
内
事
業
所
で
は
す

で
に
、
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
の
研
修
生
の

受
け
入
れ
や
、
自
然
に
あ
る
も
の
を
使
っ

て
キ
ャ
ン
プ
を
行
う
子
ど
も
向
け
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
実
施
、
町
内
産
杉
を
原
材
料
と
し

た
木
糸
に
よ
る
自
然
に
還
る
タ
オ
ル
の
製

品
化
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
取
り
入

れ
る
形
で
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
推
進
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
の
歴
史
や
現
在
の
活
動
内
容
を
ま
と
め

た
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

の
開
設
や
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
流
れ
な
ど
ゼ

ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
に

ま
つ
わ
る
取
り
組
み

を
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス

ト
チ
ャ
ン
ネ
ル

（Y
ouT
ube

）
で
公

開
す
る
な
ど
、
よ
り

多
く
の
人
の
目
に
と

ま
る
機
会
を
つ
く
っ

た
。本

町
は
こ
れ
か
ら

も
「
未
来
の
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
美
し

い
自
然
環
境
を
残
し

た
い
」
と
い
う
思
い

と
と
も
に
、
ゼ
ロ
・

ウ
ェ
イ
ス
ト
に
よ
る

持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い

く
。

食料品の量り売り

くるくるショップの様子

ゼロ・ウェイストセンター全景
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●

桝
田
　
隆
一
郎

桝
田
酒
造
店
５
代
目
当
主

岩
瀬
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
社
長

岩
瀬
を
誇
れ
る
ま
ち
に
し
た
い

富
山
市
岩
瀬
地
区
は
、
富
山
市
の
北
部

に
位
置
し
、
江
戸
初
期
か
ら
日
本
海
を
行

き
来
す
る
北
前
船
の
港
町
と
し
て
栄
え
て

き
た
。
川
岸
を
背
に
北
前
船
廻
船
問
屋
が

立
ち
並
ん
で
い
た
岩
瀬
大
町
・
新
川
町
通

り
の
ま
ち
並
み
は
、
明
治
期
に
建
て
ら
れ

た
家
屋
が
多
く
残
っ
て
い
る
。

こ
の
岩
瀬
に
、
１
０
０
年
以
上
続
く
造

り
酒
屋
、
桝
田
酒
造
店
の
子
ど
も
と
し
て

生
ま
れ
た
。
大
学
、
就
職
を
県
外
で
過
ご

し
、
し
ば
ら
く
海
外
に
行
き
帰
国
し
た
時

に
、
日
本
は
美
し
く
な
い
国
と
感
じ
た
。

岩
瀬
で
住
み
続
け
る
と
な
る
と
、
県
外
出

身
の
妻
に
も
申
し
訳
な
い
。
子
ど
も
た
ち

に
も
自
分
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
誇
り

を
持
っ
て
い
な
い
と
ど
こ
に
行
っ
て
も
戦

え
な
い
し
、
造
り
酒
屋
の
後
を
継
ぎ
た
い

と
も
思
わ
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
思
い
が
募

っ
て
き
た
。

そ
ん
な
中
、
１
９
９
５
年
頃
に
フ
ラ
ン

ス
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
回
る
機
会
が
あ
り
、

打
ち
の
め
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
地
域
性
が

あ
り
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
が
あ
り
、
地

域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
し
っ
か
り
で
き
て

い
て
、
世
界
に
お
け
る
日
本
、
富
山
、
岩

瀬
、
日
本
酒
業
界
の
立
ち
位
置
を
痛
感
さ

せ
ら
れ
た
。
例
え
ば
ボ
ル
ド
ー
地
方
の
な

か
で
も
メ
ド
ッ
ク
地
区
、
メ
ド
ッ
ク
地
区

の
な
か
で
も
マ
ル
ゴ
ー
村
、
ポ
イ
ヤ
ッ
ク

村
が
あ
り
、
我
々
か
ら
す
る
と
同
じ
エ
リ

ア
に
思
う
が
、
村
が
違
う
と
ワ
イ
ン
が
違

っ
た
。
そ
の
村
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
当

た
り
前
に
地
元
の
ワ
イ
ン
が
出
さ
れ
た
。

ポ
イ
ヤ
ッ
ク
村
で
は
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
生
産

者
た
ち
が
昼
ご
は
ん
の
時
間
に
な
る
と

我
々
を
自
分
た
ち
の
食
事
に
誘
っ
て
く
れ

た
。
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
地
方
に
行
く
と
、

大
き
な
メ
ゾ
ン
な
の
だ
が
、
機
械
化
さ
れ

た
も
の
は
一
切
見
せ
ず
、
伝
統
的
な
と
こ

ろ
だ
け
を
見
せ
、
案
内
の
女
性
は
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ナ
ブ
ル
で
、
シ
ャ
ン
パ
ン
は
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
も
の
、
気
持
ち
が
高
揚
す

る
も
の
と
い
う
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
し
っ

か
り
で
き
て
い
た
。
そ
の
こ
ろ
は
日
本
酒

も
吟
醸
酒
ブ
ー
ム
で
、
作
れ
ば
売
れ
る
状

態
だ
っ
た
が
、
彼
ら
よ
り
強
い
魅
力
が
な

い
と
、
日
本
、
日
本
酒
業
界
の
地
位
が
落

ち
て
い
く
と
感
じ
た
。そ
ん
な
の
は
嫌
だ
、

嫌
だ
か
ら
変
え
よ
う
と
思
っ
た
。

食
の
力
、
ク
ラ
フ
ト
の
力

ど
う
し
た
ら
変
え
ら
れ
る
か
。
そ
の
答

え
の
一
つ
は
、
食
の
力
。
例
え
ば
ス
ペ
イ

ン
の
サ
ン
・
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
は
、
30
～
40

年
前
は
観
光
客
が
少
な
か
っ
た
が
、
シ
ェ

フ
た
ち
が
レ
シ
ピ
を
公
開
し
、
食
の
町
と

し
て
世
界
的
に
有
名
に
な
っ
た
。
食
は
強

い
ツ
ー
ル
で
あ
る
。

岩
瀬
で
の
活
動
の
ス
タ
ー
ト
は
、
改
修

し
た
古
い
建
築
物
に
入
っ
た
蕎
麦
屋
だ
っ

た
。
活
動
を
始
め
て
20
年
以
上
経
つ
が
、

い
ろ
ん
な
お
店
が
来
て
く
れ
た
。
現
在
、

例
え
ば
岩
瀬
大
町
・
新
川
町
通
り
に
は
寿

歴
史
的
景
観
を
活
か
し
た
美
し
い
街
並
み
形
成

―
富
山
市
岩
瀬
地
区
の
街
づ
く
り
―

桝田酒造店（写真は改修後のもの）現在の岩瀬大町・新川町通り（写真提供：富山市観光協会）

優
秀
賞

富
山
県
富
山
市

桝
田
隆
一
郎
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司
、
割
烹
、
イ
タ
リ
ア
ン
、
フ
レ
ン
チ
の

店
等
あ
る
が
、
北
陸
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド

に
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、
世
界
か
ら
「
こ
の

お
店
に
食
べ
に
行
き
た
い
」
と
思
わ
れ
る

よ
う
な
店
が
集
ま
っ
て
き
て
い
る
。
店
を

訪
れ
た
人
た
ち
が
日
本
を
、
日
本
酒
を
誇

り
に
思
っ
て
く
れ
て
い
る
。

ま
た
、
予
約
不
要
で
１
杯
２
０
０
円
か

ら
店
内
１
０
０
種
類
以
上
の
日
本
酒
「
満

寿
泉
」
を
試
飲
で
き
る
販
売
店
や
、
チ
ェ

コ
人
と
ス
ロ
バ
キ
ア
人
が
経
営
す
る
ビ
ー

ル
工
房
等
、
ま
ち
の
人
た
ち
、
富
山
の
人

た
ち
が
友
だ
ち
を
連
れ
て
簡
単
に
ア
ク
セ

ス
で
き
る
場
所
も
つ
く
り
、
よ
く
使
っ
て

も
ら
っ
て
い
る
。

も
う
一
つ
は
ク
ラ
フ
ト
の
力
。
岩
瀬
の

改
修
し
た
建
物
に
ガ
ラ
ス
、
彫
刻
、
漆
、

を
言
っ
て
く
れ
る
人
と
も
出
会
わ
せ
る
。

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
作
家
た
ち
の

力
も
高
ま
っ
て
い
る
。

足
り
な
い
の
は
ホ
テ
ル
。
今
も
岩
瀬
に

は
カ
ナ
ダ
人
と
日
本
人
の
夫
婦
で
経
営
し

て
い
る
宿
な
ど
数
軒
ホ
テ
ル
が
あ
る
が
、

宿
泊
の
選
択
肢
が
広
が
る
と
一
つ
次
の
ス

テ
ッ
プ
が
見
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
、
現
在
、
知
り
合
い
の
ホ
テ
ル
の
再
生

例
を
見
に
行
く
等
、
話
が
進
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら

自
分
と
し
て
は
計
画
性
も
な
く
、
岩
瀬

に
引
っ
越
し
て
き
た
い
と
い
う
人
の
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
相
談
所
と
な
っ
て
改
修
を
行
っ

て
き
た
。
人
に
会
う
の
は
嫌
い
な
ほ
う
だ

鍛
冶
、
絵
画
等
い
ろ
い
ろ
な
作
家
が
引
っ

越
し
て
き
て
い
る
が
、
そ
の
ク
ラ
フ
ト
の

力
は
、
欧
米
人
の
心
を
く
す
ぐ
る
力
が
と

て
も
強
い
。
そ
こ
で
、
例
え
ば
ガ
ラ
ス
作

家
に
は
「
君
の
敵
は
エ
ル
メ
ス
や
ル
イ
・

ヴ
ィ
ト
ン
だ
よ
。
そ
う
い
う
ブ
ラ
ン
ド
と

戦
っ
て
、
自
分
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
つ
く
ら

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
ガ
ラ
ス
の
歴
史
が

２
０
０
０
年
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
２
０
０

０
年
の
な
か
で
自
分
の
名
前
を
ど
う
残
す

か
と
い
う
こ
と
は
考
え
な
け
れ
ば
。
君
の

ラ
イ
フ
は
そ
ん
な
の
で
い
い
の
？
」
な
ど

と
伝
え
な
が
ら
日
々
作
家
た
ち
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
高
め
て
い
る
。彼
ら
の
と
こ
ろ
に
は
、

彼
ら
の
た
め
に
な
る
人
し
か
案
内
し
な

い
。
彼
ら
の
フ
ァ
ン
で
、
作
品
を
買
っ
て

く
れ
る
人
だ
け
で
は
な
く
、
辛し

ん

辣ら
つ

な
意
見

が
、
自
分
が
会
い
た
い
と
思
う
人
が
岩
瀬

に
来
て
く
れ
て
、
ま
ち
を
案
内
す
る
の
は

楽
し
い
。
最
初
は
個
人
で
活
動
し
て
い
た

が
、北
前
船
廻
船
問
屋
と
し
て
栄
え
た「
岩

瀬
五
大
家
」
の
一
つ
で
あ
る
米
田
家
当
主

に
相
談
し
て
い
た
と
き
に
、
一
人
で
は
な

く
複
数
人
で
支
え
る
仕
組
み
を
つ
く
っ
た

ほ
う
が
よ
い
と
の
話
が
あ
っ
た
た
め
、
岩

瀬
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
を
設
立
し
た
。

悩
ん
で
い
る
人
か
ら
相
談
を
受
け
て
活
動

す
る
の
で
、
年
ご
と
の
改
修
件
数
に
は
波

が
あ
る
が
、
現
在
四
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
進
行
中
で
あ
り
、
第
４
の
波
が
き
て
い

る
よ
う
に
思
う
。

築
１
０
０
年
以
上
の
空
き
家
に
は
物
が

た
く
さ
ん
あ
り
大
変
だ
か
ら
か
、
持
ち
主

は
す
ぐ
に
売
ろ
う
と
し
て
く
れ
な
い
も
の

だ
が
、
曾
祖
父
の
代
か
ら
続
く
地
元
酒
屋

と
し
て
の
長
年
の
つ
な
が
り
が
あ
り
、
家

や
店
の
再
生
例
も
見
て
も
ら
え
て
い
る
の

で
、
我
々
に
だ
っ
た
ら
売
っ
て
も
い
い
と

い
う
方
が
多
い
。
改
修
で
は
、
引
っ
越
し

た
い
人
た
ち
の
人
生
が
ハ
ッ
ピ
ー
に
な
る

よ
う
な
も
の
に
す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い

る
。
明
治
大
正
期
等
の
古
い
建
物
に
戻
そ

う
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
詳
細

に
つ
い
て
話
し
合
い
を
進
め
る
結
果
、
古

い
建
物
と
同
じ
も
の
に
な
る
。
目
が
求
め

て
い
る
も
の
は
今
も
昔
も
同
じ
な
ん
だ

な
、
と
感
じ
る
。
こ
の
店
の
料
理
が
食
べ

た
い
、
誰
々
の
作
品
が
見
た
い
な
ど
、
目

的
を
持
っ
た
人
が
集
ま
る
ま
ち
に
な
れ
ば

よ
い
と
思
う
。

陶芸作家ギャラリー

日本酒「満寿泉」を試飲できる「沙石」

酒屋。奥にフレンチレストラン、ガラス工房等がある
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東
京
と
真
逆
の
場
所
で

勝
負
し
よ
う

２
０
０
３
年
に
東
京
都
に
Ｉ
Ｔ
企
業
サ

イ
フ
ァ
ー
・
テ
ッ
ク
（
株
）
を
創
業
し
た

私
は
、
経
営
に
行
き
づ
ま
っ
て
い
た
。
今

と
な
っ
て
は
不
見
識
だ
っ
た
自
分
を
恥
じ

入
る
の
だ
が
、
若
者
が
溢
れ
る
東
京
で
人

材
採
用
に
苦
労
す
る
と
は
想
定
外
。
社
業

を
拡
大
し
よ
う
に
も
、
企
業
ひ
し
め
く
東

京
で
無
名
の
零
細
ベ
ン
チ
ャ
ー
は
見
向
き

も
さ
れ
ず
、採
用
コ
ス
ト
ば
か
り
浪
費
し
、

経
営
者
と
し
て
の
自
信
も
失
い
か
け
て
い

た
。「
こ
の
ま
ま
で
は
つ
ぶ
れ
る
」。
窮
地

に
陥
っ
た
私
は
「
日
本
一
の
都
市
で
ダ
メ

な
ら
、真
逆
の
環
境
で
勝
負
し
よ
う
」
と
、

賭
け
に
出
た
。
２
０
１
２
年
、
東
京
で
の

採
用
を
諦
め
、
人
口
７
０
０
０
人
足
ら
ず

の
過
疎
が
進
む
故
郷
、
徳
島
県
美
波
町
に

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
設
立
し
た
。
サ

ー
フ
ィ
ン
や
釣
り
な
ど
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
メ
ッ
カ
で
あ
る
同
町

で
、
仕
事
も
遊
び
も
両
立
で
き
る
生
き
方

「
半
Ｘ
半
Ｉ
Ｔ
（
Ｘ
に
は
個
人
の
趣
味
が

入
る
）」
を
提
唱
し
た
の
で
あ
る
。
地
方

創
生
戦
略
が
ス
タ
ー
ト
す
る
以
前
。
東
京

の
Ｉ
Ｔ
企
業
が
過
疎
地
に
進
出
と
い
う
珍

現
象
？
は
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ

ら
れ
、
サ
ー
フ
ィ
ン
好
き
、
農
作
業
を
や

り
た
い
、
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
が
趣
味
、
そ
ん

な
若
者
が
次
々
と
集
ま
り
、
同
町
進
出
か

ら
わ
ず
か
な
間
に
社
員
数
が
３
倍
に
も
な

っ
た
。
都
市
で
抱
え
た
悩
み
を
過
疎
地
が

解
決
し
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

美
波
町
の
小
さ
な
集
落
に
突
如
現
れ
た

若
者
た
ち
に
、
地
域
の
方
た
ち
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
お
声
が
か
か
っ
た
。共
同
草
刈
り
、

お
祭
り
の
手
伝
い
、
消
防
団
へ
の
加
入
な

ど
、
都
市
部
か
ら
の
移
住
社
員
は
、
珍
し

さ
も
手
伝
い
、
楽
し
み
な
が
ら
地
域
活
動

に
参
加
し
た
と
こ
ろ
、「
お
前
た
ち
が
来

て
、
集
落
が
元
気
に
な
っ
て
き
た
！
」
と

喜
び
の
声
を
頂
い
た
。
気
を
良
く
し
た
私

た
ち
は
、翌
年
に
は
同
町
に
本
社
を
移
し
、

地
域
企
業
の
道
を
選
択
し
た
。

過
疎
地
こ
そ
日
本
の
最
先
端
だ

経
営
課
題
を
解
決
で
き
た
経
営
者
の

私
、
平
日
で
も
趣
味
と
仕
事
を
両
立
で
き

る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
手
に
し
た
社
員
、

そ
し
て
、
人
口
減
や
若
者
流
出
に
悩
む
過

疎
地
に
も
福
音
に
な
る
。「
こ
の
〝
三
方

良
し
〟
を
拡
げ
た
い
」
と
考
え
た
私
は
、

２
０
１
３
年
、
地
域
振
興
を
事
業
と
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
ベ
ン
チ
ャ
ー
（
株
）
あ
わ
え

を
設
立
し
た
。
自
ら
が
過
疎
地
で
営
み
、

人
口
減
少
社
会
下
で
発
症
す
る
課
題
を
美

波
町
の
地
方
創
生
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
し

て
官
民
協
働
で
解
き
、
そ
し
て
、
そ
の
処

方
箋
を
全
国
に
届
け
る
。
半
世
紀
で
人
口

が
半
減
し
た
急
速
な
過
疎
化
が
進
む
美
波

町
は
、
当
社
に
と
っ
て
、
日
本
の
最
先
端

で
あ
り
、
社
会
課
題
解
決
薬
を
開
発
す
る

研
究
所
に
し
て
臨
床
の
場
。
こ
こ
で
効
能

を
発
揮
し
た
処
方
箋
は
、
き
っ
と
全
国
で

必
要
と
さ
れ
る
。
そ
ん
な
予
感
を
持
っ
て

の
創
業
だ
っ
た
。

奪
い
合
わ
な
い
地
方
創
生

２
０
１
４
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
地
方
創

生
は
、
都
市
か
ら
地
方
へ
の
人
の
流
れ
を

創
出
す
る
こ
と
で
、
国
全
体
の
活
力
底
上

げ
を
目
指
し
て
い
る
。
地
方
創
生
推
進
交

付
金
な
ど
を
財
源
に
、
各
地
で
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
見
方

を
変
え
る
と
、
人
口
減
少
社
会
日
本
の
、

少
な
い
若
者
を
、
さ
ら
に
希
少
な
子
ど
も

ま
で
を
、
都
市
と
地
方
、
地
方
と
地
方
、

と
き
に
隣
町
ど
う
し
で
奪
い
合
っ
て
い
る

多
選
社
会
で
「
に
ぎ
や
か
な
過
疎
」
を
目
指
す

―
人
口
減
少
時
代
の
地
域
づ
く
り
―

●

吉
田
　
基
晴

株
式
会
社
あ
わ
え
代
表
取
締
役

移住者が責任者となって秋祭りの準備を進める

優
秀
賞

徳
島
県
美
波
町

株
式
会
社
あ
わ
え
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と
も
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
減
る
も
の

の
奪
い
合
い
の
先
に
、
果
た
し
て
明
る
い

結
果
は
あ
る
の
か
。
そ
う
し
た
疑
念
の
先

で
、
私
た
ち
が
た
ど
り
着
い
た
の
は
、「
奪

い
合
い
で
は
な
く
、
シ
ェ
ア
」
の
概
念
。

個
か
ら
見
れ
ば
、「
都
市
と
地
方
を
両
方

が
持
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
知
見
。
社
と
し
て

地
域
に
関
わ
り
価
値
創
造
（
生
産
活
動
）

に
取
り
組
み
、
個
と
し
て
も
地
域
活
動
に

参
加
し
て
く
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
彼
ら
を

美
波
町
が
占
有
す
る
必
要
は
な
い
。ま
た
、

徳
島
県
教
育
委
員
会
と
共
創
し
た
２
地
域

就
学
制
度
「
デ
ュ
ア
ル
ス
ク
ー
ル
」
で
も
、

住
民
票
の
異
動
な
し
に
、
都
市
部
の
児
童

生
徒
が
徳
島
県
の
小
中
学
校
に
一
定
期
間

通
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
子
ど

も
の
シ
ェ
ア
だ
。
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
在

宅
テ
レ
ワ
ー
ク
の
拡
大
は
、
地
域
づ
く
り

に
お
い
て
も
追
い
風
と
な
る
が
、
こ
の
デ

ュ
ア
ル
ス
ク
ー
ル
に
よ
り
家
族
で
の
多
地

域
関
与
が
可
能
に
な
る
。

こ
う
し
た
、
占
有
を
ゴ
ー
ル
と
し
な
い

地
方
創
生
施
策
の
結
果
、
美
波
町
に
は
20

社
を
超
え
る
都
市
部
か
ら
の
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
企
業
集
積
に
加
え
、
飲
食
店
の

出
店
も
相
次
ぐ
。
３
大
都
市
圏
か
ら
の
人

口
流
入
超
過
が
毎
年
の
よ
う
に
見
ら
れ
、

２
０
４
０
年
の
未
来
推
計
人
口
も
平
成
25

年
―
同
30
年
比
較
で
９
％
の
上
昇
が
見
ら

れ
る
に
至
っ
た
。
今
、
美
波
町
で
は
「
過
疎

化
が
進
ん
で
も
に
ぎ
や
か
な
町
」
を
目
指

し
〝
に
ぎ
や
か
そ
（
に
ぎ
や
か
な
過
疎
）〟

を
町
づ
く
り
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
定
め

た
。「
未
来
な
ん
て
変
え
ら
れ
る
」の
で
あ
る
。

に
ぎ
や
か
な
過
疎
を
全
国
に

「
過
疎
化
は
進
め
ど
、
内
外
か
ら
人
が

集
い
、
新
し
い
挑
戦
が
起
こ
る
に
ぎ
や
か

な
状
態
」
こ
れ
は
、美
波
町
だ
け
で
な
く
、

選
べ
る
」
よ
う
な
〝
多
選
社
会
〟
の
実
現
。

美
波
町
と
協
働
す
る
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
誘
致
で
は
、
本
社
の
移
転
や
、
事
業
所

登
記
、
社
員
の
住
民
票
の
異
動
を
問
わ
な

い
。
本
当
に
必
要
な
の
は
、
登
記
上
の
所

属
で
は
な
く
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
や
若
者

人
口
減
少
期
に
突
入
し
た
日
本
が
目
指
す

べ
き
姿
で
は
な
い
か
。
当
社
は
美
波
町
で

〝
創
薬
〟
し
た
人
口
減
少
社
会
下
の
地
域

づ
く
り
の
在
り
方
を
、
全
国
に
届
け
て
い

る
。
過
疎
地
や
中
山
間
地
域
で
も
可
能
な

企
業
誘
致
形
態
「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

誘
致
支
援
」
や
「
起
業
創
業
の
誘
発
・
促

進
支
援
」、
多
地
域
就
学
制
度
「
デ
ュ
ア

ル
ス
ク
ー
ル
」
で
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
・
ポ
リ

シ
ー
の
立
案
か
ら
候
補
者
と
の
出
会
い
、

進
出
後
の
フ
ォ
ロ
ー
に
ま
で
寄
り
添
う
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
施
策
推
進
を
財
源
面

で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
「
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
募
集
支
援
」
な
ど
の
各
種
サ
ー
ビ

ス
は
、
累
計
で
全
国
３
０
０
に
迫
る
自
治

体
に
提
供
す
る
に
至
っ
た
。

各
地
で
の
地
域
づ
く
り
の
実
践
ノ
ウ
ハ

ウ
が
、
当
社
を
通
じ
て
美
波
町
に
も
徳
島

県
に
も
還
元
さ
れ
、
ま
た
、
他
地
域
に
も

共
有
展
開
さ
れ
る
こ
と
は
、
国
全
体
の
効

果
的
な
地
方
創
生
に
も
寄
与
す
る
と
考
え

て
い
る
。

こ
れ
か
ら

当
社
は
２
０
２
１
年
に
、
デ
ュ
ア
ル
ス

ク
ー
ル
の
全
国
イ
ン
フ
ラ
化
な
ど
、
新
時

代
の
学
び
の
あ
り
方
を
創
造
す
る
「（
一

社
）
ミ
ラ
イ
の
学
校
」、
森
林
を
中
心
と

し
た
経
済
活
動
や
地
域
づ
く
り
を
進
め
る

「（
株
）
四
国
の
右
下
木
の
会
社
」
の
２
法

人
を
設
立
し
た
。
地
域
で
自
ら
の
実
践
で

創
っ
た
処
方
箋
を
、
こ
れ
か
ら
も
全
国
に

届
け
て
い
き
た
い
。

ほとんどが移住者である「四国の右下木の会社」メンバー 明治時代の古銭湯をリノベーションした本社

“にぎやかそ”のロゴマーク デュアルスクールで藍染体験をする子どもたち
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●

樋
口
　
純
子

身
延
山
覚
林
坊

世
界
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に

載
る
町
を
目
指
し
て

私
が
東
京
か
ら
身
延
に
嫁
い
で
き
た
の

は
30
年
前
。
嫁
ぎ
先
は
、
日
蓮
宗
総
本
山

身
延
山
久
遠
寺
の
お
膝
元
に
あ
る
宿
坊
の

一
軒
で
、
創
建
５
５
０
年
、
目
と
学
業
守

護
の
寺
「
覚
林
坊
」
で
す
。
そ
の
頃
は
、

バ
ブ
ル
崩
壊
直
後
で
し
た
が
、
ま
だ
身
延

に
は
た
く
さ
ん
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま

し
た
。
観
光
客
と
参
拝
団
体
の
お
食
事
や

お
参
り
の
お
世

話
、
同
居
し
修

行
す
る
沙
弥
た

ち
の
お
世
話
に

追
わ
れ
な
が

ら
、
３
人
の
子

ど
も
を
育
て
、

あ
っ
と
い
う
間

に
30
年
身
延
で

生
か
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

気
が
つ
け
ば

身
延
は
年
々
閑

散
と
し
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
門
前
町

も
か
つ
て
の
勢
い
を
失
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
身
延
に
若
者
が
帰
っ
て
き
て
く
れ

た
ら
…
…
お
客
様
が
戻
っ
て
く
れ
た
ら

…
…
と
考
え
だ
し
、「
身
延
を
世
界
中
の

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
載
る
町
に
し
た
い
」と
、

８
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
夢
に
向
か
っ
て
進
み

始
め
ま
し
た
。

「
自
我
寺
参
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」　

そ
の
私
が
考
え
る
身
延
の
ビ
ジ
ョ
ン
は

「
自じ

我が

寺じ

参さ
ん

」。
身
延
を
訪
れ
る
人
た
ち
に

そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ
ル
で
お
寺
参
り
を
楽

し
ん
で
も
ら
い
た
い
、
そ
ん
な
思
い
を
込

め
た
造
語
で
す
。
元
々
よ
そ
者
の
私
の
目

で
「
変
え
て
は
な
ら
な
い
と
こ
ろ
と
、
変

え
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
こ
ろ
」
を
精
査

し
、
訪
れ
る
人
も
私
た
ち
も
と
も
に
ハ
ッ

ピ
ー
に
な
り
、
子
ど
も
た
ち
が
自
慢
で
き

る
、
帰
っ
て
き
た
く
な
る
町
に
し
た
い
と

い
う
夢
に
向
か
っ
て
、
ま
ず
は
私
の
施
設

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
イ
を
始
め
ま
し
た
。

①
地
域
資
源
で
あ
る
湯
葉
や
、
あ
け
ぼ
の

大
豆
を
使
い
、
お
寺
で
の
ラ
ン
チ
「
お

て
ら
ん
ち
」
を
始
め
、
バ
ス
ツ
ア
ー
を

受
け
ま
し
た
。
デ
ザ
ー
ト
は
山
梨
の
廃

棄
フ
ル
ー
ツ
を
コ
ン
フ
ィ
チ
ュ
ー
ル
に

し
、
豆
乳
の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
の
ト
ッ

ピ
ン
グ
に
。

②
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
を
身
延
へ
集
客
し
、

２
０
１
９
年
に
は
ゲ
ス
ト
の
50
％
が
欧

米
系
外
国
人
に
な
り
ま
し
た
。
ワ
シ
ン

ト
ン
・
ポ
ス
ト
や
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ジ
オ

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
の
取
材
を
受
け
、
知
事

表
彰
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

③
こ
の
エ
リ
ア
な
ら
で
は
の
体
験
コ
ン
テ

ン
ツ
と
し
て
、
ヨ
ガ
、
お
茶
、
和
紙
す

き
、
ハ
ン
コ
彫
、
写
経
、
着
物
体
験
の

提
供
。

④
自
然
を
満
喫
で
き
る
フ
リ
ー
テ
ラ
ス
、

桜さ
く
ら

寺て
ら

栖す

を
作
り
ま
し
た
。

⑤
地
域
の
お
祭
り
を
宿
泊
客
に
楽
し
ん
で

も
ら
う
た
め
の
お
祭
り
体
験
の
提
供
。

⑥
県
内
外
、
国
外
の
大
学
生
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
・
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
の

受
け
入
れ
。

⑦
移
住
や
二
拠
点
居
住
の
ス
タ
ッ
フ
の
受

け
入
れ
と
活
躍
の
サ
ポ
ー
ト
。
彼
ら
の

考
え
方
や
ス
キ
ル
に
よ
っ
て
私
の
事
業

に
ス
ピ
ー
ド
と
躍
動
感
が
プ
ラ
ス
さ

れ
、〝
人
は
石
垣
〞
で
あ
る
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。

⑧
身
延
の
新
し
い
お
土
産
物
の
一
つ
と
し

て
寺じ

ビ
ー
ル
を
開
発
、
販
売
。

そ
し
て
、
50
歳
に
な
っ
て
株
式
会
社
を

つ
く
り
、
築
90
年
の
お
屋
敷
を
改
修
し
た

迎
賓
館
え
び
す
屋
を
運
営
。
今
は
地
域
唯

一
の
温
泉
復
活
に
向
け
て
動
き
出
そ
う
と

し
て
い
ま
す
。
は
じ
め
は
考
え
も
つ
か
な

か
っ
た
事
に
発
展
し
自
分
で
も
び
っ
く
り

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
が
未
来
の
子
ど
も
た
ち
の
仕
事

の
き
っ
か
け
や
、
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
ら
う

れ
し
い
で
す
。
世
界
中
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

に
載
る
町
に
な
る
日
ま
で
、
も
う
少
し
頑

張
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

―
創
建
５
５
０
年
の
宿
坊
か
ら
の

地
域
活
性
化
―

覚林坊のランチ「おてらんち」

築 90 年の屋敷を改修した迎賓館「えびす屋」

奨
励
賞

山
梨
県
身
延
町

樋
口
純
子
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年
間
約
１
万
人
が

「
遠
野
の
暮
ら
し
」
体
感

「
遠
野
ら
し
さ
」
を
提
供
す
る

遠
野
市
（
２
０
２
２
年
１
月
現
在
、
人

口
２
万
５
５
２
６
人
）
は
、
典
型
的
な
寒

冷
地
の
中
山
間
地
域
に
あ
る
盆
地
で
あ

る
。
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
各
種
の
産
業

や
既
存
の
観
光
も
長
年
低
迷
が
続
い
て
い

る
。
そ
う
し
た
中
で
、『
遠
野
物
語
』
な

ど
の
伝
説
、
昔
話
に
代
表
さ
れ
る
「
遠
野

ら
し
い
暮
ら
し
ぶ
り
」
や
四
季
の
自
然
景

観
を
求
め
て
訪
れ
る
人
が
年
々
増
え
て
お

り
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
そ
の
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
て
い
る
。

遠
野
で
は
20
年
前
か
ら
地
元
の
人
の
魅

力
や
そ
の
暮
ら
し
ぶ
り
、
伝
統
文
化
等
を

活
用
し
た
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
官

民
協
働
か
つ
草
の
根
型
活
動
と
し
て
実
践

し
て
い
る
。
そ
の
推
進
を
担
う
団
体
と
し

て
２
０
０
３
年
度
に
特
定
非
営
利
活
動
法

人
遠
野
山
・
里
・
暮
ら
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
以
下
「
山
里
ネ
ッ
ト
」）
を
設
立
し
た
。

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
企
画
の
一

つ
は
、
遠
野
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の

合
宿
免
許
教
習
の
合
間
に
民
宿

な
ど
に
宿
泊
し
、
遠
野
を
体
感

で
き
る
タ
イ
プ
。
15
日
間
の
教

習
に
近
年
は
約
６
０
０
人
が
利

用
し
、
年
間
の
宿
泊
は
お
お
む

ね
９
０
０
０
人
・
泊
に
上
る
。

も
う
一
つ
は
、
県
の
制
度
に
基

づ
く
民
泊
で
、
現
在
約
１
０
０

軒
程
度
が
受
け
入
れ
、
年
間
平

均
２
０
０
０
人
・
泊
と
な
っ
て

い
る
。
主
に
小
中
学
校
の
教
育

旅
行
と
一
般
旅
行
客
が
対
象
で
あ
る
。

こ
う
し
た
機
運
の
高
ま
り
が
ビ
ジ
ネ
ス

化
を
促
し
、
起
業
し
た
農
家
民
宿
は
約
20

軒
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
も
増
え
て
い
る
。

何
よ
り
大
事
に
し
て
い
る
の
は
、
旅
行
者

と
の
交
流
を
通
じ
て
、
こ
こ
で
暮
ら
す
人

が
地
元
の
す
ば
ら
し
さ
に
気
づ
く
こ
と
、

そ
れ
が
地
域
の
フ
ァ
ン
を
広
げ
、
こ
の
地

域
の
未
来
を
育
て
る
い
ち
ば
ん
の
力
に
な

っ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

「
遠
野
の
旅
」
の

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
開
設

第
３
種
旅
行
業
の
免
許
を
有
す
る
山
里

ネ
ッ
ト
の
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
販

売
店
舗
「
遠
野
旅
の
産
地
直
売
所
」
を
遠

野
駅
前
に
２
０
１
９
年
９
月
に
開
設
し

た
。
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
町
場
の
暮
ら
し

ぶ
り
な
ど
を
体
感
・
体
験
す
る
「
ま
ち
ぶ

ら
」、
農
山
村
の
暮
ら
し
や
収
穫
体
験
、

馬
と
の
触
れ
合
い
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク

な
ど
を
体
験
す
る
「
さ
と
ぶ
ら
」、
農
家

の
暮
ら
し
を
体
感
す
る
「
農
家
民
宿
」、

そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
な

ど
の
造
成
、
販
売
、
宣
伝
な
ど
を
す
る
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
機
能
で
あ
る
。

そ
の
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
影
響
に
よ
る
旅
行
者
の
激
減
と

い
う
事
態
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

「
コ
ロ
ナ
禍
だ
け
ど
で
き
る
こ
と
」
を
モ

ッ
ト
ー
に
新
し
い
こ
と
に
も
取
り
組
み
、

①
地
元
の
人
が
地
元
で
楽
し
む
「
遠
野
市

民
限
定
超
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
②
リ

ピ
ー
タ
ー
と
の
縁
を
つ
な
ぐ
、
オ
ン
ラ
イ

ン
を
活
用
し
た
ツ
ア
ー
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
等
の
「
遠
野
旅
の
オ
ン
ラ
イ
ン
産
直
」

③
農
家
民
宿
や
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
の
開
業

支
援
や
体
制
強
化
―
―
な
ど
、
交
流
や
活

動
を
継
続
さ
せ
た
。

今
後
も
「
遠
野
を
体
感
す
る
こ
と
」
を

大
事
に
し
な
が
ら
、
農
山
村
の
暮
ら
し
や

文
化
、
歴
史
、
人
の
魅
力
を
体
感
す
る
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
通
し
た
地
域
づ

く
り
を
継
続
し
て
い
く
。

―
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
通
し
た

地
域
づ
く
り
―

●

田
村　

隆
雅

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
遠
野
山
・
里
・
暮
ら
し

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
任
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

コロナ禍でも好評のマウンテンバイクツアー

町場のちょっと変わった体験ができる「まちぶら」

農村の暮らしを体感する「農家民宿」

団
体
表
彰

岩
手
県
遠
野
市

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
遠
野
山
・
里
・
暮
ら
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
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安
心
、
安
全
で

活
力
と
魅
力
の
あ
る
町
づ
く
り

―
立
ち
上
げ
た
14
の
団
体
が
活
動
展
開
―

そ
れ
は
子
供
の
一
言
か
ら

２
０
０
４
年
の
夏
休
み
、
親
子
で
ご
み

を
拾
い
な
が
ら
千
葉
港
ま
で
歩
く
イ
ベ
ン

ト
の
時
、
参
加
し
た
小
学
生
が
「
な
ん
で

大
人
は
道
路
に
タ
バ
コ
を
捨
て
る
の
？
」

と
親
に
尋
ね
た
と
い
う
。
そ
の
話
を
聞
い

た
私
は
、
と
て
も
恥
ず
か
し
く
思
っ
た
。

翌
日
か
ら
歩
道
に
捨
て
ら
れ
た
タ
バ
コ
の

吸
い
殻
を
拾
い
な
が
ら
思
索
を
重
ね
、「
火ひ

消け
し

処ど
こ
ろ」

と
い
う
容
器
を
考
案
し
、「
こ
こ
で

タ
バ
コ
の
火
を
消
し
て
く
だ
さ
い
」
と
書

い
て
設
置
し
た
の
が
半
年
後
。
す
る
と
散

乱
し
て
い
た
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
が
１
週
間

で
姿
を
消
し
、
歩
道
は
見
違
え
る
ほ
ど
き

れ
い
に
な
っ
た
。
き
れ
い
な
歩
道
を
見
て
、

「
こ
こ
の
町
は
い
い
人
が
多
い
に
違
い
な

い
」
と
い
っ
て
引
っ
越
し
を
し
て
き
た
人

ま
で
い
た
。
こ
の
活
動
は
新
聞
で
も
大
き

く
紹
介
さ
れ
、
以
来
、
堰
を
切
っ
た
よ
う

に
町
づ
く
り
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
時
一
緒

に
活
動
を
始
め
た
メ
ン
バ
ー
は
、
私
を
含

め
て
４
人
。
18
年
た
っ
た
今
、
活
動
に
参

加
す
る
人
は
４
０
０
人
に
ま
で
増
加
し
た
。

何
も
な
い
町
の
資
源
は
住
民
の
声

２
０
０
４
年
は
、
町
の
リ
ー
ダ
ー
が
一

新
し
大
き
な
転
機
に
な
っ
た
年
で
も
あ

る
。
50
年
以
上
前
に
埋
め
立
て
地
に
造
成

さ
れ
た
人
口
約
８
０
０
０
人
の
町
に
は
、

地
域
資
源
と
い
う
も
の
が
な
け
れ
ば
、
交

番
、
公
民
館
、
ス
ー
パ
ー
も
な
い
、
何
も

な
い
町
だ
っ
た
。
マ
ン
シ
ョ
ン
が
立
ち
並

ぶ
東
京
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
、
私
た
ち
の

先
輩
は
そ
ん
な
町
を
ふ
る
さ
と
に
し
よ
う

と
盆
踊
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
力
を
注
い

だ
。
そ
れ
か
ら
20
年
以
上
が
た
ち
高
齢
化

が
進
む
と
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
は
変
化
し
、

生
活
環
境
の
改
善
を
求
め
る
声
が
聞
か
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
一
世
代
が
一
斉
入

居
を
し
た
団
地
は
、
子
供
が
成
人
し
て
家

を
出
る
と
一
気
に
高
齢
化
が
進
む
。
現
在

18
あ
る
自
治
会
の
う
ち
６
割
が
高
齢
化
率

40
〜
60
％
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
の
活
動
を
次
々
と

立
ち
上
げ
て
き
た
。
そ
の
一
つ
が
利
用
希

望
者
を
訪
問
し
て
家
事
の
手
伝
い
を
す
る

「
安
心
サ
ポ
ー
ト
の
会
」
で
、
発
足
か
ら

12
年
た
っ
た
現
在
の
利
用
者
は
１
８
０

人
、
利
用
件
数
は
年
間
１
２
０
０
件
に
上

る
。
ま
た
、
９
年
前
に
買
い
物
で
困
っ
て

い
る
人
の
た
め
に
開
い
た
朝
市
は
通
算
４

５
０
回
を
数
え
、
今
も
多
く
の
人
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中

立
ち
上
げ
た
、
介
護
予
防
の
た
め
の
「
健

康
プ
ラ
ザ
」
は
人
気
の
事
業
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
活
動
に
住
民
か
ら
「
施
設
に
入

る
か
子
ど
も
の
と
こ
ろ
に
行
く
か
迷
っ
て

い
た
が
、
こ
の
町
で
ま
だ
頑
張
れ
そ
う
」

と
の
う
れ
し
い
声
も
い
た
だ
い
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
の
活
動
は
全
方

位
だ
。
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
役
立
つ
の

で
あ
れ
ば
、ど
ん
な
こ
と
も
い
と
わ
な
い
。

町
で
は
現
在
、
福
祉
、
環
境
、
防
災
、
防

犯
、
文
化
、
子
ど
も
な
ど
の
分
野
で
14
の

団
体
が
活
動
し
て
い
る
。
町
づ
く
り
の
松た

い

明ま
つ

を
引
き
継
ぐ
た
め
に
次
世
代
の
リ
ー
ダ

ー
育
成
を
め
ざ
し
て
、
現
役
世
代
主
体
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
共
同
作
業

の
場
を
設
け
た
。始
め
て
６
年
に
な
る
が
、

着
実
に
成
果
を
上
げ
、
地
域
で
も
頼
れ
る

存
在
に
成
長
し
て
い
る
。

安
全
、
安
心
の
町
づ
く
り
も
独
自
の
工

夫
を
し
て
い
る
。
特
に
防
災
の
分
野
で
は

減
災
を
念
頭
に
、
非
常
時
の
個
々
の
備
え
、

地
域
の
備
え
を
計
画
的
に
進
め
、
液
状
化

現
象
で
交
通
が
遮
断
さ
れ
た
時
の
た
め
に

航
空
会
社
と
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
食
料

や
防
災
物
資
の
輸
送
の
契
約
を
締
結
し
た
。

18
年
間
で
多
く
の
課
題
を
解
決
し
て
き

た
。
工
夫
を
凝
ら
し
努
力
を
す
れ
ば
必
ず

道
は
開
け
る
と
確
信
し
て
い
る
。

買い物の困難な住民でにぎわう朝市
「金曜ふれあい市」

災害に備えて立ち上げた常設の炊き出し委員会

共同作業で次世代リーダーを育成する

●

蟹
江　

将
生

幸
町
１
丁
目
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
会
長

団
体
表
彰

千
葉
県
千
葉
市

幸
町
１
丁
目
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
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●

萩
野
　
和
徳

株
式
会
社
山
の
く
じ
ら
舎

代
表
取
締
役
社
長

地
域
の
歴
史
と
文
化
を
守
り
、

工
芸
産
地
を
興
す

山
の
く
じ
ら
舎
は
、
高
知
県
東
部
に
位

置
す
る
安
芸
市
で
県
産
材
を
使
っ
た
「
木

の
お
も
ち
ゃ
」
を
製
造
販
売
し
て
い
る
。

起
業
す
る
以
前
、
私
は
大
阪
の
新
聞
社
に

勤
め
て
い
た
が
、
収
入
が
あ
っ
て
も
忙
殺

さ
れ
て
過
ぎ
る
毎
日
に
疑
問
を
感
じ
、
両

親
の
故
郷
で
あ
る
安
芸
市
で
職
人
的
な
仕

事
を
し
な
が
ら
田
舎
暮
ら
し
を
し
た
い
と

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

大
工
や
農
業
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
転
々
と

し
な
が
ら
１
年
が
過
ぎ
た
こ
ろ
、
妻
・
陽

子
の
友
人
か
ら
「
安
心
し
て
子
ど
も
に
持

た
せ
ら
れ
る
木
の
お
も
ち
ゃ
が
ほ
し
い
」

と
相
談
を
受
け
て
お
も
ち
ゃ
を
製
作
し

た
。
す
る
と
、
予
想
を
超
え
る
反
響
が
あ

り
、
２
０
０
１
年
に
会
社
を
立
ち
上
げ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

早
く
か
ら
ネ
ッ
ト
販
売
に
注
力
し
、
間

も
な
く
夫
婦
二
人
で
は
追
い
つ
け
な
い
ほ

ど
の
注
文
が
入
る
よ
う
に
な
る
。
新
た
に

職
人
を
雇
用
す
る
に
あ
た
り
、
私
は
地
元

の
女
性
た
ち
が
働
け
る
場
所
に
し
た
い
と

考
え
た
。

当
社
が
つ
く
る
木
の
お
も
ち
ゃ
に
は
、

「
我
が
子
を
想
っ
て
つ
く
る
」
よ
う
な
丁

寧
な
手
作
業
が
必
要
だ
。
性
別
や
経
験
で

は
な
く
、
愛
情
を
持
っ
て
仕
事
に
取
り
組

ん
で
く
れ
る
人
に
来
て
も
ら
え
る
よ
う
、

就
労
時
間
も
休
暇
も
各
家
庭
の
事
情
に
合

わ
せ
て
自
由
に
決
め
ら
れ
る
雇
用
形
態
と

し
、
も
の
づ
く
り
の
経
験
が
な
く
て
も
個

人
の
特
性
を
生
か
し
て
仕
事
が
で
き
る
分

業
体
制
を
確
立
し
た
。
す
る
と
、
子
育
て

中
の
女
性
や
、
も
の
づ
く
り
を
し
た
い
女

性
が
集
ま
っ
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

彼
女
た
ち
は
経
歴
も
人
格
も
優
秀
だ
が
、

い
ず
れ
も
「
働
き
た
い
け
ど
、
地
元
に
働

け
る
場
所
が
な
か
っ
た
」
と
言
っ
て
い
た
。

働
き
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
彼
女

た
ち
は
能
力
も
意
欲
も
発
揮
し
、
製
品
の

品
質
レ
ベ
ル
を
高
く
維
持
す
る
こ
と
が
で

き
て
い
る
。
何
よ
り
各
家
庭
の
子
ど
も
た

ち
が
、
自
身
の
母
親
が
誇
ら
し
く
働
く
姿

を
感
じ
と
れ
る
こ
と
は
、
ふ
る
さ
と
の
未

来
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

地
域
の
誇
り
を
守
り

地
域
の
未
来
に
つ
な
げ
る

私
は
、
人
々
が
そ
の
地
に
住
み
続
け
る

に
は
、
そ
の
地
の
歴
史
・
文
化
・
自
然
と

い
っ
た
「
誇
り
」
を
守
ら
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。
田
舎
が
単
な
る
食

料
と
資
源
の
生
産
地
と
な
っ
て
し
ま
え

ば
、
人
々
は
地
元
に
住
む
意
味
を
失
い
、

地
域
消
滅
の
道
が
待
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
２
０
１
７
年
よ
り
文
化
財
保
護

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
。
国
の
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ

れ
て
い
る
「
安
芸
市
土ど

居い

廓か

中ち
ゅ
う」

に
建
つ

民
家
を
保
護
・
修
繕
し
、
社
宅
や
シ
ェ
ア

オ
フ
ィ
ス
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
。
修
繕
に
は
厳
し
い
基
準
が
あ

り
容
易
で
は
な
い
が
、
先
人
た
ち
が
積
み

上
げ
た
町
並
み
を
保
存
す
る
こ
と
や
、
伝

統
の
技
術
を
持
っ
た
職
人
た
ち
に
実
践
の

場
を
提
供
し
、
技
術
を
次
世
代
へ
継
承
し

て
い
く
こ
と
は
意
義
の
あ
る
こ
と
だ
と
考

え
て
い
る
。

ま
た
、
森
林
率
全
国
一
位
（
84
％
）
を

誇
る
高
知
県
に
お
い
て
、
間
伐
材
や
端
材

の
活
用
は
大
変
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

２
０
１
９
年
よ
り
木
を
使
っ
た
ノ
ベ
ル
テ

ィ
グ
ッ
ズ
の
製
造
を
始
め
た
。
林
業
に
直

接
関
わ
ら
な
い
企
業
に
も
木
を
使
っ
て
も

ら
い
、
環
境
保
全
の
取
り
組
み
を
波
及
さ

せ
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
。
現
在
、

大
手
企
業
を
含
む
30
社
以
上
か
ら
依
頼
を

受
け
て
い
る
。

さ
ら
に
新
事
業
と
し
て
、
全
国
の
職
人

の
技
を
集
め
た
ペ
ッ
ト
用
祭
壇
を
商
品
化

す
る
予
定
だ
。
今
後
は
日
本
が
誇
る
さ
ま

ざ
ま
な
伝
統
工
芸
の
技
を
継
承
し
、
各
地

の
ふ
る
さ
と
を
守
る
一
翼
を
担
っ
て
い
き

た
い
。

―
木
の
お
も
ち
ゃ
か
ら

古
民
家
再
生
・
活
用
へ
―

高知県産材を活用した、
木製玩具「ままごとセット」

間伐材を利用した、木製のノベルティ

「土居廓中」の古民家再生物件

団
体
表
彰

高
知
県
安
芸
市

株
式
会
社
山
の
く
じ
ら
舎
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●

鈴
木
　
颯

上
山
市
市
政
戦
略
課

ク
ア
オ
ル
ト
推
進
室
主
事

「
79
・
４
％
」
―
―
こ
の
数
値
は
、
上

山
市
民
の
「
ク
ア
オ
ル
ト
」
の
認
知
度
で

あ
る
（
令
和
２
年
度
調
査
）。
ク
ア
オ
ル

ト
は
ド
イ
ツ
語
で
「
健
康
保
養
地
・
療
養

地
」
を
意
味
す
る
。
上
山
市
は
平
成
20
年

度
か
ら
、
市
民
の
健
康
増
進
と
交
流
人
口

の
拡
大
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
目
的

に
、
健
康
・
観
光
・
環
境
の
三
つ
を
柱
に

〝
心
と
体
が
う
る
お
う
ま
ち
〞
づ
く
り
を

展
開
す
る
上
山
型
温
泉
ク
ア
オ
ル
ト
事
業

を
進
め
て
い
る
。

誰
で
も
楽
し
く
気
軽
に
取
り
組
め
る

総
合
的
な
健
康
づ
く
り

本
市
で
は
、
心
臓
病
の
リ
ハ
ビ
リ
や
高

血
圧
の
治
療
と
し
て
ド
イ
ツ
で
行
わ
れ
る

運
動
療
法
を
取
り
入
れ
た
「
ク
ア
オ
ル
ト

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
が
で
き
る
。
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
大
学
の
鑑
定
を
受
け
た
８
コ
ー
ス

を
含
む
20
コ
ー
ス
を
整
備
し
て
お
り
、
専

門
ガ
イ
ド
が
付
き
、
予
約
な
し
で
参
加
で

き
る
「
毎
日
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
は
じ
め
、

誰
で
も
気
軽
に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
め

る
環
境
を
充
実
さ
せ
て
き
た
。

ま
た
、
四
季
折
々
の
地
元
食
材
を
生
か

し
た
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
富
ん
だ
食
事
、
良

質
の
温
泉
な
ど
、
健
康
づ
く
り
に
大
切
な

「
運
動
・
栄
養
・
休
養
」
を
提
供
し
、
地
域

資
源
を
生
か
し
た
楽
し
み
な
が
ら
実
践
で

き
る
総
合
的
な
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
る
。

昨
年
度
は
、
新
た
に
Ｉ

Ｃ
Ｔ
（
活
動
量
計
）
を
活

用
し
た
「
か
み
の
や
ま
健

康
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
を
開

始
し
た
。
市
内
37
カ
所
に

読
み
取
り
端
末
を
設
置

し
、
健
康
行
動
に
応
じ
て

ポ
イ
ン
ト
を
付
与
。
貯
め

た
ポ
イ
ン
ト
は
市
内
商
店

街
等
の
商
品
券
に
交
換
で
き
る
。
ま
た
、

定
期
的
に
測
定
会
や
教
育
講
演
会
を
開
催

し
、
実
施
効
果
の
見
え
る
化
・
ヘ
ル
ス
リ

テ
ラ
シ
ー
の
向
上
を
行
っ
て
お
り
、
参
加

者
の
国
民
健
康
保
険
医
療
費
の
削
減
に
つ

な
が
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
成
果
が
現
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
地
域
の
健
康
づ
く
り

を
市
民
自
身
が
担
う「
健
康
マ
イ
ス
タ
ー
」

を
育
成
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
用

し
た
健
康
情
報
の
発
信
な
ど
市
民
力
を
生

か
し
た
健
康
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

健
康
経
営
支
援
を
切
り
口
に

誘
客
促
進

最
近
、
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
、
企
業
に
お

い
て
も
健
康
に
配
慮
し
た
経
営
や
働
き
方

改
革
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
本

市
は
平
成
27
年
度
か
ら
宿
泊
型
新
保
健
指

導
事
業
を
開
始
し
、
平
成
28
年
度
か
ら
は

首
都
圏
３
社
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
す

る
な
ど
、
い
ち
早
く
企
業
等
の
健
康
経
営

支
援
に
着
目
し
た
誘
客
を
促
進
し
て
き
た
。

現
在
、
蔵
王
高
原
坊
平
を
中
心
に
、
民

間
組
織
が
主
体
と
な
り
、
森
林
資
源
を
生

か
し
た
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
な
ど
を

行
い
、
心
と
体
の
健
康
づ
く
り
に
関
す
る

研
修
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
誘
致
へ

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
今
年

度
は
、
山
形
県
内
６
社
と
東
北
初
の
「
健

康
経
営
相
互
応
援
協
定
」
を
締
結
し
、
従

業
員
の
健
康
づ
く
り
や
研
修
の
受
け
入
れ

を
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、
今
後

は
、
隣
県
、
首
都
圏
と
段
階
的
に
提
案
活

動
を
強
化
し
、
導
入
企
業
を
増
や
し
て
い

く
。今

年
15
年
目
を
迎
え
る
ク
ア
オ
ル
ト
事

業
は
、
さ
ら
な
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
向

け
て
既
に
あ
る
地
域
資
源
に
磨
き
を
か

け
、
予
防
に
重
点
を
置
い
た
総
合
的
な
健

康
づ
く
り
や
ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
を
意
識
し

た
企
業
の
健
康
経
営
支
援
な
ど
に
取
り
組

む
。
ま
た
、
ク
ア
オ
ル
ト
×
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と

い
う
新
た
な
視
点
も
加
え
、〝
心
と
体
が

う
る
お
う
〞
小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と
光
る

ま
ち
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
創
り
上

げ
て
い
く
考
え
だ
。

〝
心
と
体
が
う
る
お
う
ま
ち
〞づ
く
り

―
上
山
型
温
泉
ク
ア
オ
ル
ト
事
業
の
推
進
―

公認心理師による
コミュニケーションスキルトレーニング

健康ポイント事業での測定会

年間を通してガイド付きで行う
クアオルト健康ウォーキング

地
方
自
治
体
表
彰

山
形
県
上
山
市

山
形
県
上
山
市
・
上
山
市
温
泉
ク
ア
オ
ル
ト
協
議
会
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●

中
村
　
英
明

日
南
町
長

守
り
、
育
て
、
受
け
継
ぐ
、

持
続
可
能
な
林
業
の
ま
ち

―
Ｊ

－

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
財
源
で
取
り
組
み
―

変
わ
り
ゆ
く
山
村
の
姿

中
国
山
地
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
日

南
町
は
、
山
陰
・
山
陽
を
結
ぶ
Ｊ
Ｒ
伯
備

線
の
要
路
で
あ
り
な
が
ら
、
少
子
高
齢
化

に
よ
り
人
口
減
少
が
止
ま
ら
な
い
典
型
的

な
過
疎
・
中
山
間
地
域
で
あ
る
。
人
口
４

４
０
０
人
、
高
齢
化
率
51
％
、
人
口
最
少

県
の
鳥
取
県
の
中
に
お
い
て
、
一
番
高
齢

化
率
の
高
い
町
で
あ
る
。

古
く
か
ら
森
の
恵
み
を
生
か
し
た
「
た

た
ら
製
鉄
」
に
よ
り
雇
用
と
所
得
を
確
保

し
て
き
た
が
、
安
価
な
洋
鉄
に
シ
ェ
ア
を

奪
わ
れ
製
鉄
は
途
絶
え
る
こ
と
と
な
っ

た
。
戦
後
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
な
ど
が
植
林

さ
れ
、
現
在
は
そ
れ
ら
の
多
く
が
伐
期
を

迎
え
、
鳥
取
県
の
素
材
生
産
量
の
約
３
分

の
１
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
人
口
流
出
や
高
齢
化
と
い
っ
た

社
会
背
景
も
あ
り
、
町
の
主
要
産
業
で
あ

る
林
業
の
再
編
は
一
刻
の
猶
予
も
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
る
。

企
業
、
地
域
住
民
と
連
携
し
た

森
づ
く
り

日
南
町
で
は
、
恵
ま
れ
た
森
林
を
資
源

と
し
て
活
用
し
、
持
続
可
能
な
森
林
整
備

の
財
源
と
す
る
た
め
、
町
有
林
の
一
部
を

対
象
に
、
６
６
０
４
㌧
の
Ｊ

－

ク
レ
ジ
ッ

ト
を
取
得
し
た
。
地
球
温
暖
化
対
策
や
脱

炭
素
と
い
っ
た
環
境
意
識
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や

Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営
と
い
っ
た
企
業
の
意
識
変
化

も
追
い
風
と
な
り
、
令
和
３
年
度
に
は
約

１
２
０
０
万
円
の
財
源
確
保
を
見
込
ん
で

い
る
。
企
業
と
の
仲
介
は
、
地
元
企
業
と

の
結
び
つ
き
の
強
い
山
陰
合
同
銀
行
や
鳥

取
銀
行
な
ど
が
担
う
。
こ
う
し
た
地
域
金

融
機
関
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
販
売
戦
略

は
、
全
国
の
優
良
事
例
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
る
。

ま
た
、
道
の
駅
に
ち
な
ん
日
野
川
の
郷

は
、
全
国
初
の
二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
な

い
「
環
境
貢
献
型
道
の
駅
」
と
し
て
運
営

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
道
の
駅
で
使
用
す

る
電
気
や
ガ
ス
等
を
二
酸
化
炭
素
排
出
量

に
換
算
し
、
町
が
所
有
す
る
Ｊ

－

ク
レ
ジ

ッ
ト
で
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
す
る
こ

と
で
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
、

道
の
駅
で
販
売
す
る
す
べ
て
の
商
品
に
１

品
１
円
を
付
与
し
（
寄
付
型
オ
フ
セ
ッ
ト

商
品
）、
お
客
様
が
買
い
物
を
す
る
こ
と

で
間
接
的
に
森
林
保
全
の
取
り
組
み
に
参

画
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
る
。

30
年
先
見
据
え
た

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

林
業
の
担
い
手
不
足
解
消
の
た
め
、
全

国
初
と
な
る
町
営
で
の
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー

を
平
成
31
年
４
月
に
開
校
し
た
。
そ
の
特

徴
は
、
学
生
を
全
国
か
ら
募
集
し
、
就
職

先
を
町
内
に
限
定
し
て
い
な
い
こ
と
。
例

え
ば
日
南
町
の
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
で
学
ん

だ
後
、
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
に
戻
り
、
林

業
従
事
者
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
を
可
能

と
し
て
い
る
。
全
国
の
林
業
事
業
体
で
人

材
が
不
足
し
、
経
営
が
継
続
で
き
な
い
事

例
も
多
く
、
こ
う
し
た
課
題
に
対
応
す
べ

く
、
日
南
町
で
学
ん
だ
こ
と
を
全
国
に
持

ち
帰
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
フ
ォ
レ
ス
ト

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
、
日
本
林
業
の
発

展
に
寄
与
し
て
ほ
し
い
と
の
願
い
も
あ
る
。

令
和
元
年
７
月
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農

林
業
を
基
軸
と
し
た
「
第
一
次
産
業
を
元

気
に
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
〜
に
ち
な
ん
チ
ャ
レ

ン
ジ
２
０
３
０
」
を
テ
ー
マ
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
未
来
都
市
に
選
定
さ
れ
た
。
日
本
が
直

面
す
る
過
疎
・
少
子
高
齢
化
と
い
っ
た
課

題
に
正
面
か
ら
立
ち
向
か
い
、
日
南
町
で

「
日
本
の
30
年
後
の
姿
を
創
る
」
と
い
う
自

負
を
持
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た
め
、

産
学
金
官
の
多
様
な
パ
ー
ト
ナ
ー
、
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
連
携
し
、
新
た
な
経
済

循
環
を
促
す
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い

る
。
緩
や
か
な
人
口
減
少
と
持
続
可
能
性

を
両
立
さ
せ
る
町
民
総
活
躍
の
「
創
造
的

過
疎
の
ま
ち
づ
く
り
」
へ
の
挑
戦
は
続
く
。

平井伸治鳥取県知事も同席して
行われたＪ－クレジット

売買契約調印式（中海テレビ提供）

全国から学生を受け入れる
林業アカデミーの入学式

SDGsの理念を発信する
日南町役場庁舎のアンブレラスカイ

地
方
自
治
体
表
彰

鳥
取
県
日
南
町

鳥
取
県
日
南
町
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「
ニ
セ
コ
く
っ
ち
ゃ
ん
エ
リ
ア
」

と
は

倶
知
安
町
が
位
置
す
る
ニ
セ
コ
エ
リ
ア

は
、
札
幌
か
ら
車
で
１
時
間
半
、
新
千
歳

空
港
か
ら
車
で
２
～
３
時
間
の
距
離
に
あ

り
ま
す
。
広
大
で
肥
沃
な
土
地
を
生
か
し

た
農
業
の
他
、
世
界
的
に
有
名
な
パ
ウ

ダ
ー
ス
ノ
ー
に
よ
り
、
世
界
中
か
ら
お
客

様
に
来
て
い
た
だ
い
て
お
り
観
光
業
も
盛

ん
で
す
。
ま
た
令
和
元
年
に
Ｇ
20
観
光
大

臣
会
合
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
12
年

度
末
に
は
北
海
道
新
幹
線
が
延
伸
し
駅
が

で
き
る
予
定
で
あ
り
、
札
幌
ま
で
続
く
高

速
道
路
も
整
備
さ
れ
ま
す
。

住
ん
で
よ
し
訪
れ
て
よ
し
の�

観
光
地

世
界
中
の
お
客
様
が
年
々
増
加
し
て
い

る
こ
と
へ
の
期
待
も
あ
り
、
地
価
上
昇
率

が
毎
年
全
国
１
位
と
な
る
ほ
ど
不
動
産
投

資
が
進
ん
で
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
拡
大
す
る
前
は
、
人
口
わ

ず
か
１
万
５
０
０
０
人
程
度
で
あ
る
町
に

人
口
の
約
１
０
０
倍
の
お
客
様
に
来
て
い

た
だ
い
て
い
ま
し
た
。　

倶
知
安
町
を
含
む
ニ
セ
コ
観
光
圏
で
は
、

「
住
ん
で
よ
し
訪
れ
て
よ
し
」
の
観
光
地
域

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
来
て
く
だ

さ
る
お
客
様
に
満
足
い
た
だ
く
た
め
に
は
、

ま
ず
は
住
民
が
住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り

が
前
提
と
考
え
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

避
暑
地
と
し
て
の�

ニ
セ
コ
く
っ
ち
ゃ
ん

観
光
の
閑
散
期
は
、
春
か
ら
秋
に
か
け

て
の
グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
倶
知
安

観
光
協
会
で
は
、
平
成
23
年
よ
り
「
ニ
セ

コ
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
事
業
」
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
本
州
に
在
住
す
る
ア

ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
層
が
避
暑
を
目
的
に
７

～
９
月
に
１
カ
月
半
程
度
滞
在
す
る
の
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
事
業
で
す
。
毎
年
約

５
０
０
組
の
お
客
様
が
長
期
間
滞
在
し
、

５
年
以
上
リ
ピ
ー
ト
し
て
い
る
お
客
様
が

70
％
を
超
え
ま
す
。
当
協
会
で
は
、
ウ
ェ

ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
や
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開

催
し
、
お
客
様
同
士
は
「
夏
の
間
の
ご
近

所
さ
ん
」
と
し
て
の
つ
な
が
り
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

事
業
を
開
始
し
た
平
成
23
年
に
比
べ
、

ニ
セ
コ
エ
リ
ア
全
体
も
グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ

ン
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
増
え
て
お
り
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
層
の
み
な
ら
ず
フ
ァ

ミ
リ
ー
層
に
も
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
観

光
地
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

滞
在
型
旅
行
の
一
つ
と
し
て
の

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

夏
は
国
内
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
層
が

長
期
滞
在
し
、
冬
は
ス
ノ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
む
世
界
中
の
お
客
様
が
平
均
３
・
07

泊
し
ま
す
（
令
和
元
年
度
倶
知
安
町
観
光

統
計
）。
も
ち
ろ
ん
日
帰
り
や
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
で
お
楽
し
み
い
た
だ
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、「
季
節
や
国
籍
を
問
わ
ず
滞

在
型
旅
行
を
好
む
方
々
に
リ
ピ
ー
ト
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
」観
光
地
と
い
え
ま
す
。

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ァ

ミ
リ
ー
層
誘
客
を
目
的
に
、
滞
在
型
旅
行

の
一
形
態
と
し
て
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

倶
知
安
町
が
滞
在
型
旅
行
の
目
的
地
と
し

て
好
ま
れ
る
理
由
は
以
下
の
四
つ
で
す
。

①
ア
ク
セ
ス
が
便
利
で
あ
る

自
然
豊
か
な
場
所
で
あ
り
な
が
ら
ア
ク

移
住
・
定
住
・
交
流
推
進
支
援
事
業

（
北
海
道
倶
知
安
町
）

ニ
セ
コ
が
目
指
す
唯
一
無
二
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

―
大
自
然
と
利
便
性
が
強
み
、
夏
の
遊
休
施
設
を
活
用
―

ラ
ミ
レ
ズ
　
麻
衣

一
般
社
団
法
人
倶
知
安
観
光
協
会

都
市
か
ら
地
方
へ
の
移
住
・
交
流
は
、
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
地
域
活
性
化
策
の

柱
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
移
住
・
定
住
・
交
流
推
進

支
援
事
業
」
と
し
て
、
地
域
団
体
や
市
町
村
等
が
自
主
的･

主
体
的
に
実
施
す
る
都
市

住
民
受
け
入
れ
な
ど
の
事
業
を
支
援
し
て
い
る
。
今
回
、
２
０
２
０
年
度
に
同
事
業
を

活
用
し
た
北
海
道
倶
知
安
町
の
一
般
社
団
法
人
倶
知
安
観
光
協
会
の
ラ
ミ
レ
ズ
麻
衣

氏
に
、
そ
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。�
（
企
画
グ
ル
ー
プ
）
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セ
ス
が
便
利
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
周

辺
に
は
積
丹
ブ
ル
ー
で
有
名
な
積
丹
半
島

や
果
物
狩
り
で
有
名
な
仁
木
町
、
温
泉
で

有
名
な
洞
爺
湖
も
あ
り
、
ニ
セ
コ
エ
リ
ア

の
み
な
ら
ず
東
西
南
北
さ
ま
ざ
ま
に
楽
し

め
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
り
ま
す
。

②W
i-Fi

可
能
な 

レ
ス
ト
ラ
ン
や
カ
フ
ェ
が
多
い

外
国
人
が
長
期
滞
在
す
る
こ
と
も
あ

り
、
リ
ゾ
ー
ト
エ
リ
ア
の
カ
フ
ェ
や
レ
ス

ト
ラ
ン
に
は
ほ
ぼW

i-Fi

が
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。

③
宿
泊
施
設
が
過
ご
し
や
す
い

キ
ッ
チ
ン
や
洗
濯
機
な
ど
生
活
に
必
要

な
設
備
が
整
っ
た
宿
泊
施
設
（
コ
ン
ド
ミ

ニ
ア
ム
や
戸
建
て
）
が
４
０
０
棟
以
上
あ

り
ま
す
。
ダ
イ
ニ
ン
グ
と
リ
ビ
ン
グ
で
十

分
な
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
施
設
が
多
く
、
仕

事
ス
ペ
ー
ス
と
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ス

ペ
ー
ス
、
睡
眠
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

④
生
活
に
欠
か
せ
な
い
施
設
が 

そ
ろ
っ
て
い
る

田
舎
で
あ
り
な
が
ら
、中
型
ス
ー
パ
ー
、

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
家
電
量
販
店
や
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
な
ど
が
そ
ろ
っ
て
お
り
、

日
常
生
活
の
利
便
性
が
あ
り
ま
す
。
滞
在

型
旅
行
は
日
常
生
活
が
不
便
な
く
過
ご
せ

る
こ
と
も
重
要
で
す
。
生
活
必
需
品
が
容

易
に
購
入
で
き
る
点
は
当
エ
リ
ア
の
優
位

性
と
考
え
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
ニ
セ
コ
事
業

令
和
２
年
度
に
「
移
住
・
定
住
・
交
流

推
進
支
援
事
業
助
成
金
」
を
活
用
し
、

「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
ニ
セ
コ
事
業
」
実
証

事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
既
に
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
滞
在
地
と
し
て
の
素
地
は
整
っ
て

い
た
の
で
、
当
協
会
が
ま
ず
注
力
し
た
の

は
、
エ
リ
ア
内
事
業
者
へ
の
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
認
知
を
広
め
る
こ
と
、
い
わ
ば
最

初
の
ろ
う
そ
く
に
火
を
つ
け
る
事
で
す
。

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
事
業
者
に
と
っ
て
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
な
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
炎
は
自
然
と
エ
リ
ア
内
に
広
が
っ
て

い
き
ま
す
。
エ
リ
ア
全
体
の
観
光
推
進
を

担
う
当
協
会
は
、
事
業
者
の
ビ
ジ
ネ
ス
の

下
支
え
を
す
る
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。 

ま
ず
は
夏
場
稼
働
し
て
い
な
い
ス
キ
ー
場

の
遊
休
施
設
を
借
り
、
夏
期
限
定
の
シ
ェ

ア
オ
フ
ィ
ス
を
試
験
運
用
し
ま
し
た
。
昨

今
の
状
況
か
ら
満
足
に
Ｐ
Ｒ
で
き
な
い
状

況
に
あ
り
ま
し
た
が
、
住
民
や
滞
在
者
が

利
用
し
、
北
海
道
内
の
テ
レ
ビ
や
新
聞
で

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
専
用
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
作
成

し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
実
施
し
ま

し
た
。
エ
リ
ア
内
で
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

へ
の
認
知
、
さ
ら
に
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

利
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
の
輪
が
広
が
り
、

シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
試
験
運
用
後
か
ら
今
年

に
至
る
ま
で
、
ホ
テ
ル
の
１
室
を
利
用
し

た
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
や
レ
ス
ト
ラ
ン
・
カ

フ
ェ
で
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
、

ま
た
宿
泊
施
設
に
よ
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
な
ど
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ビ
ジ
ネ

ス
に
取
り
込
む
動
き
が
新
た
に
出
て
き
ま

し
た
。

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
ニ
セ
コ
の�

実
現
へ

エ
リ
ア
内
で
の
認
知
を
主
と
し
た
１
年

目
、
エ
リ
ア
外
へ
の
Ｐ
Ｒ
へ
と
進
ん
だ
２

年
目
を
終
え
、
実
際
に
滞
在
す
る
方
々
を

お
迎
え
し
、
ニ
ー
ズ
が
十
分
に
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
令
和
４
年
度
か
ら
は

さ
ら
に
一
歩
進
み
、
心
と
体
を
内
面
か
ら

整
え
る
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
取
り
組

み
ま
す
。
滞
在
さ

れ
た
方
の
満
足
度

を
上
げ
、
ニ
セ
コ

で
リ
ゾ
ー
ト
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
醍

醐
味
を
体
感
い
た

だ
け
る
よ
う
事
業

を
実
施
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

雄大な羊蹄山を望む遊休施設を利用した
夏季限定のシェアオフィス

仕事スペースとリラクゼーションスペースが
十分にとれる宿泊施設

羊蹄山を１周するルートはロードバイク利用者に人気
（©HOKKAIDO EVENTS）

楽しいアクティビティが豊富
（©NAC ニセコアドベンチャーセンター）
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地域づくり は人づくり

―
地
域
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

ア
メ
リ
カ
で
見
た「
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
」で
す
。

実
家
が
農
家
だ
っ
た
の
で
、
元
々
農
業
に
は
関
心
が
あ

り
ま
し
た
。
農
業
系
の
学
部
に
進
学
し
た
の
で
す
が
、
最

初
は
大
学
が
つ
ま
ら
な
い
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
し
、

ほ
と
ん
ど
何
も
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。
こ
の
ま
ま
じ

ゃ
い
け
な
い
な
、
と
思
っ
て
留
学
を
決
め
た
ん
で
す
。
英

語
は
苦
手
で
、Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
は
３
０
０
点
台
で
し
た
け
ど
、

飛
び
込
み
ま
し
た
。

農
業
の
先
進
地
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
で
１
年
半
、
本
格
的

に
農
業
を
学
び
ま
し
た
。
そ
こ
で
や
り
た
い
こ
と
が
た
く

さ
ん
出
て
き
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
み
た
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
す
ご
く
良
く
て
。
日
本
で
も
や
り
た
い
と

思
い
ま
し
た
。そ
こ
か
ら
で
す
ね
、地
域
っ
て
面
白
い
な
と
。

―
日
本
に
帰
国
し
て
か
ら
、
本
格
的
に
活
動
を
始
め
た
の

で
す
ね
。

日
本
に
帰
っ
て
き
た
の
が
1₀
月
で
、
ひ
と
む
す
び
の
団

体
を
立
ち
上
げ
た
の
が
翌
年
の
２
月
。
広
島
大
学
の
近
く

に
住
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
地
域
の
こ
と

は
ま
っ
た
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
東
広
島
市
で

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
す
る
た
め
に
、
ア
メ

リ
カ
で
撮
っ
た
写
真
を
も
っ
て
、
ア
ポ
イ
ン
ト
を
取
る
こ

と
も
知
ら
ず
に
あ
ち
こ
ち
飛
び
回
り
ま
し
た
。
そ
の
時
に

地
域
の
方
々
の
お
話
を
聞
い
て
、
地
域
っ
て
お
も
し
ろ
い

な
あ
、
温
か
い
な
あ
、
と
思
い
ま
し
た
。
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
を
重
ね
る
ご
と
に
地
域
の
温
か
み
を

感
じ
な
が
ら
、
２
０
１
７
年
６
月
に
ひ
と
む
す
び
を
会
社

化
し
ま
し
た
。
と
に
か
く
い
ろ
い
ろ
や
り
ま
し
た
ね
。
失

敗
も
結
構
し
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
き
た
結
果
と

し
て
今
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
「
ひ
が
し
ひ
ろ
し
ま
学
生
×
地
域
塾
」
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

地
域
塾
は
、
学
生
さ
ん
が
、
い
わ
ば
ゼ
ロ
の
状
態
か
ら

一
人
一
人
の
「W

ant

（
や
り
た
い
こ
と
）」「Can

（
で

き
る
こ
と
）」「N

eed

（
地
域
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
）」
を
メ
ン
タ
ー
と
一
緒
に
考
え
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行

う
こ
と
で
、
成
長
し
な
が
ら
地
域
も
良
く
し
て
い
こ
う
と

い
う
も
の
で
す
。

ひ
と
む
す
び
で
は
約
４
カ
月
か
け
て
、
企
画
の
掘
り
起

こ
し
か
ら
地
域
課
題
の
分
析
、
実
践
ま
で
、
メ
ン
タ
ー
と

し
て
伴
走
す
る
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
人
一
人
が
目

的
意
識
を
も
っ
て
取
り
組
め
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

地
域
塾
の
Ｏ
Ｂ
や
Ｏ
Ｇ
に
も
声
を
か
け
て
、
社
会
人
メ
ン

タ
ー
と
し
て
つ
い
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
か

ら
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
て
、
地
域
内
で
循
環
し
て
い
け
ば

い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
「
学
生
協
働
支
援
隊
」
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

学
生
協
働
支
援
隊
は
、
学
生
の
知
識
や
能
力
を
生
か
し

「
地
域
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」
で
は
、
編
集
室
が
人
材

育
成
を
テ
ー
マ
に
全
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
方
を
取
材
し
、
そ

の
熱
い
思
い
や
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。今
回
は
、

合
同
会
社
ひ
と
む
す
び
で
、地
域
の
「
ひ
と
」「
も
の
」「
お

か
ね
」「
あ
り
が
と
う
」
の
循
環
を
促
す
べ
く
、
東
広
島

市
を
拠
点
に
活
動
さ
れ
て
い
る
山
田
芳
雅
さ
ん
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

地域の人々が
幸せ感じられる仕組みを作る

山
や ま

田
だ

芳
よ し

雅
ま さ

 氏

◉山田 芳雅氏プロフィール
1993年三重県四日市市生まれ。広島大学生物生産学部卒。
2016年に広島大学の学生団体として「東広島ひとむすび」を結
成。2017年にひとむすびの法人格を取得し、合同会社ひとむす
びを設立。また、東広島市豊栄町の地域おこし協力隊としても活
動を始める。2019年には、「豊栄羊毛プロジェクト」で総務省の
ビジネスアワードを受賞。マルシェの企画・運営やローカルメデ
ィア「東広島まるひネット」の運営、「ひがしひろしま学生×地
域塾」や「学生協働支援隊」のコーディネーターなどジャンルを
問わず、地域の中でさまざまなプロジェクトを手掛けている。
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な
が
ら
、
住
民
自
治
協
議
会
の
抱
え
る
地
域
課
題
の
解
決

等
に
向
け
て
、
地
域
と
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
を
検
討
し
、

取
り
組
み
ま
す
。

今
年
は
、４
月
か
ら
学
生
協
働
支
援
隊
が
地
域
に
入
り
、

活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。
学
生
さ
ん
に
は
、
良
い
意
味
で

「
よ
そ
者
」
で
あ
る
こ
と
の
視
点
を
意
識
し
て
行
動
す
る

必
要
が
あ
る
と
伝
え
て
い
ま
す
。
活
動
し
て
い
る
学
生
さ

ん
は
、
現
場
感
覚
を
肌
で
感
じ
、
解
決
策
の
実
現
可
能
性

を
見
通
す
こ
と
に
な
る
の
で
、
ス
キ
ル
よ
り
は
セ
ン
ス
を

身
に
着
け
る
と
い
う
感
じ
で
す
。
現
在
は
、
８
人
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
が
、
ど
れ
も
「
つ
な

が
り
」
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
学
生
と
は
思
っ
て
い
な

く
て
、
一
緒
に
や
っ
て
い
く
メ
ン
バ
ー
と
し
て
接
し
て
い

ま
す
ね
。

卒
業
後
は
東
京
に
出
て
い
く
学
生
さ
ん
が
多
い
の
で
す

が
、
い
つ
か
東
広
島
に
帰
っ
て
き
て
欲
し
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。
帰
っ
て
き
て
く
れ
な
く
て
も
、
何
か
し
ら
の
形

で
東
広
島
に
関
わ
っ
て
も
ら
え
れ
ば
い
い
な
と
。「
地
域

塾
」
の
卒
業
生
が
副
業
で
東
広
島
市
と
関
わ
っ
て
い
る
よ

う
な
事
例
も
あ
る
の
で
、「
つ
な
が
り
」
が
少
し
ず
つ
生

ま
れ
て
き
て
い
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
今
後
挑
戦
し
た
い
こ
と
は
。

僕
の
仕
事
は
「
仕
組
み
」
を
作
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
や
っ
て
い
ま
す
が
、
良
い
仕

組
み
づ
く
り
を
す
る
た
め
に
は
常
に
勉
強
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
感
じ
ま
す
。
今
後
も
、
ま
だ
ま
だ
淡
々
と
勉
強

す
る
の
み
で
す
ね
。
良
い
も
の
を
生
み
出
せ
ば
、
地
域
に

住
む
人
が
ち
ょ
っ
と
し
た
機
会
に
幸
せ
だ
な
あ
と
感
じ
ら

れ
る
環
境
が
広
が
る
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の

作
っ
た
仕
組
み
で
誰
か
が
幸
せ
に
な
る
の
な
ら
、
そ
れ
だ

け
で
う
れ
し
い
ん
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
内
で
い
ろ
ん

な
も
の
が
循
環
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
活
動
し
て

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

―
山
田
さ
ん
に
と
っ
て
の
「
地
域
づ
く
り
」「
人
づ
く
り
」

と
は
？

先
輩
の
言
葉
な
の
で
す
が
、「
炭
火
で
あ
り
つ
づ
け
る
」

こ
と
で
す
。
僕
た
ち
の
暮
ら
し
に
必
要
で
、
あ
た
た
か
い

も
の
。
地
域
づ
く
り
は
「
炭
火
」
の
よ
う
な
活
動
が
一
番

適
し
て
い
る
な
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
淡
々
と
積
み
上
げ

て
い
く
こ
と
＝
地
域
づ
く
り
、
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

「
ひ
と
づ
く
り
」
に
関
し
て
は
、
何
と
言
っ
て
い
い
の

か
難
し
い
で
す
け
ど
、そ
れ
ぞ
れ
が
ち
ょ
っ
と
関
わ
れ
る
、

〝
か
か
わ
り
し
ろ
〟
を
の
ば
す
作
業
を
ど
れ
だ
け
で
き
る

か
、
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
立
ち
止
ま
る
こ
と
も
大
切

で
す
ね
。
活
動
の
中
で
は
、
学
生
さ
ん
に
振
り
返
り
の
時

間
を
設
け
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
僕
も
や
っ
て
い
ま
す
。

出
来
た
こ
と
や
出
来
な
か
っ
た
こ
と
、
思
っ
た
こ
と
、
感

じ
た
こ
と
を
記
録
と
し
て
た
め
て
い
く
作
業
で
す
。
僕
が

よ
く
使
う
言
葉
で
、「
感
覚
」
を
身
に
着
け
て
も
ら
う
。

そ
れ
を
少
し
ず
つ
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
で
〝
人
〟
が
で

き
て
、
人
と
し
て
の
厚
み
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

学
生
協
働
支
援
隊
活
動 

中
間
報
告
会
を
取
材

２
０
２
１
年
11
月
に
東
広
島
市
役
所
で
行
わ
れ
た
、
学

生
協
働
支
援
隊
活
動
中
間
報
告
会
を
取
材
し
ま
し
た
。
学

生
協
働
支
援
隊
の
メ
ン
バ
ー
が
、
東
広
島
市
の
各

地
域
で
取
り
組
ん
で
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い

て
、
市
長
や
市
役
所
の
職
員
の
前
で
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
学
生
な
ら
で
は

の
視
点
で
地
域
と
向
き
合
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
展
開
し
て
お
り
、
内
容
の
濃
い
報
告
会
で

し
た
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
副
参
事

�

●
野
坂 

茉
未
（
青
森
県
六
ヶ
所
村
よ
り
派
遣
）

支援隊活動の中間報告会の様子

令和 3年度「地域塾」塾生募集HP

「地域塾」のプロジェクトで
子どもたちの学習を支援する

「学生協働支援隊」の活動の様子
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真
鶴
町
の
紹
介

真
鶴
町
は
、
神
奈
川
県
最
西
部
に
位
置

す
る
人
口
約
７
０
０
０
人
、
面
積
約
７
平

方
㌔
と
い
う
県
内
で
２
番
目
に
小
さ
な
港

町
で
あ
る
。
平
成
29
年
に
県
初
の
過
疎
地

域
に
指
定
さ
れ
、
若
い
世
代
の
減
少
、
特

に
若
年
女
性
人
口
の
減
少
や
地
場
産
業
の

高
齢
化
・
後
継
者
不
足
と
い
う
課
題
に
直

面
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
生
産
年
齢
人

口
を
増
加
さ
せ
、「
活
力
あ
る
人
口
構
成
」

に
よ
る
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
、
試
住
体
験
事
業
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
誘
致
、
関
係
人
口
開
拓
に
取
り
組

み
、令
和
元
年
度
に
は
人
口
が
「
社
会
増
」

に
転
じ
た
。
令
和
２
年
度
も
社
会
増
を
維

持
し
、
町
民
を
は
じ
め
と
し
た
民
間
の
力

で
多
様
な
暮
ら
し
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

【
１
日
目
】 

真
鶴
暮
ら
し
を
楽
し
み
、 

新
し
い
働
き
方
を
つ
く
る

①
開
校
式
・
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
鶴
巻
郁
夫
事

務
局
長
に
よ
る
開
講
の
挨
拶
に
続
き
、
私

が
「
真
鶴
か
ら
未
来
を
つ
く
る
」
と
題
し

て
導
入
の
講
義
を
行
っ
た
。
講
義
で
は
、

全
国
で
バ
ブ
ル
に
よ
る
リ
ゾ
ー
ト
開
発
が

進
め
ら
れ
て
い
た
と
き
、
真
鶴
町
は
社
会

の
流
れ
や
開
発
圧
力
に
屈
せ
ず
、「
美
の

原
則
」
を
含
む
先
進
的
な
「
ま
ち
づ
く
り

条
例
」（
美
の
条
例
）
を
制
定
し
、
独
自

の
地
域
づ
く
り
を
行
っ
て
き
た
歴
史
が
あ

る
と
伝
え
た
。
実
践
塾
で
紹
介
す
る
現
場

の
取
り
組
み
が
最
近
の
偶
発
的
な
現
象
で

は
な
く
、「
媚こ

び
な
い
町
の
生
き
方
」
が
Ｄ

Ｎ
Ａ
と
し
て
脈
々
と
町
民
に
受
け
継
が

れ
、
そ
れ
が
新
た
な
活
動
に
つ
な
が
っ
て

い
る
こ
と
を
紹
介
。
そ
の
上
で
、
町
が
直

面
す
る
課
題
と
、
そ
れ
を
民
間
主
導
で
解

決
す
る
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

町
民
が
役
場
の
若
手
職
員
と
協
業
し
、

自
由
に
提
案
・
実
行
し
た
「
真
鶴
町
活
性

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
生
ま
れ
た
朝
市
や

空
き
家
を
利
活
用
し
た
試
住
体
験
事
業
、

ハ
ッ
カ
ソ
ン
（
起
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

の
開
催
と
い
っ
た
取
り
組
み
か
ら
町
の
活

気
や
新
し
い
人
の
流
れ
が
生
じ
、
移
住
や

Ｕ
タ
ー
ン
起
業
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

の
開
設
や
地
元
雇
用
、
移
住
者
と
地
元
事

業
者
と
の
連
携
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
る
地
域
内

経
済
循
環
、
新
し
い
関
係
人
口
等
が
創
発

さ
れ
、
次
々
と
化
学
反
応
が
起
き
て
い
る

状
況
を
解
説
し
た
。
人
口
減
少
対
策
、
仕

事
お
こ
し
、
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
、
森
林
保

全
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
―
―
従
来
は
行
政

課
題
だ
っ
た
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
に
対
し
、

民
間
主
導
に
よ
る
解
決
や
新
た
な
価
値
づ

く
り
が
行
わ
れ
て
お
り
、
ハ
ー
ド
で
は
な

く
ソ
フ
ト
で
地
域
を
変
え
て
い
く
姿
勢
が

底
流
に
あ
る
こ
と
、
美
の
条
例
を
踏
ま
え

て
真
鶴
固
有
の
風
景
を
守
る
こ
と
が
町
の

魅
力
と
な
り
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
も

な
っ
て
い
る
こ
と
を
、現
場
で
確
認
し
た
。

②
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

第
１
部
で
は
、「
泊
ま
れ
る
出
版
社
」

と
し
て
移
住
起
業
し
た
「
真
鶴
出
版
」
の

川
口
瞬
さ
ん
・
來
住
友
美
さ
ん
の
「
真
鶴

の
暮
ら
し
に
あ
る
光
を
見
つ
け
る
」
と
い

う
言
葉
を
糸
口
に
展
開
。
芸
術
祭
「
真
鶴

ま
ち
な
ー
れ
」
事
業
を
き
っ
か
け
に
地
元

活
動
が
始
ま
っ
た
企
業
勤
務
の
草
柳
采
音

さ
ん
（
当
時
大
学
生
）
と
大
学
生
の
佐
野

杏
さ
ん
を
ま
じ
え
、
真
鶴
暮
ら
し
自
体
を

楽
し
む
先
に
地
域
づ
く
り
が
あ
る
こ
と
を

共
有
し
た
。

第
２
部
で
は
、
創
業
支
援
事
業
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
る

「
真
鶴
未
来
塾
」
相
談
役
の
奥
津
秀
隆
さ

ん
と
、
ハ
ッ
カ
ソ
ン
や
創
作
の
拠
点
施
設

「
真
鶴
テ
ッ
ク
ラ
ボ
」
を
運
営
し
て
い
る
柴

山
高
幸
さ
ん
の
町
民
事
業
家
２
人
、
さ
ら

に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
開
設
し
た「
地

域
間
交
流
支
援
機
構
（
通
称
ロ
コ
ラ
ボ
）」

代
表
理
事
の
山
下
拓
未
さ
ん
、
オ
フ
ィ
ス

開
設
を
希
望
す
る
企
業
の
受
け
入
れ
に
も パネルディスカッションの様子

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
地
方
創
生
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
養
成
を
目
的
に

「
地
方
創
生
実
践
塾
」
を
実
施
し
て
い
る
。
２
０
２
１
年
11
月
19
（
金
）、
20
日
（
土
）

に
神
奈
川
県
真
鶴
町
で
開
催
さ
れ
た
実
践
塾
に
つ
い
て
、
主
任
講
師
の
卜
部
直
也
氏

に
ご
報
告
い
た
だ
い
た
。�

（
地
方
創
生
グ
ル
ー
プ
）

ロ
ー
カ
ル
か
ら
未
来
を
つ
く
る

―
住
民
の
力
で
共
創
す
る
多
様
な
暮
ら
し
―

●

真
鶴
町
政
策
推
進
課
課
長
補
佐

卜
部
　
直
也

地
方
創
生
実
践
塾 

①
神
奈
川
県
真
鶴
町
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携
わ
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
「honohono

」
経

営
者
・
入
江
未
央
さ
ん
が
登
壇
し
、
活
動

を
始
め
た
原
点
や
「
新
し
い
働
き
方
開
拓
」

に
係
る
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
今
後

の
展
開
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。
年
代

も
立
場
も
異
な
る
多
様
な
登
壇
者
と
受
講

生
で
、
真
鶴
町
の
多
様
な
暮
ら
し
の
具
体

的
な
姿
を
共
有
し
た
。

【
２
日
目
】 

共
創
の
現
場
を
巡
る

①
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

１
日
目
の
登
壇
者
が
運
営
す
る
施
設
や

空
き
家
事
業
な
ど
の
現
場
を
巡
り
、
意
見

交
換
。「
真
鶴
テ
ッ
ク
ラ
ボ
」
と
「
ロ
ッ

キ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
（
ロ
コ
ラ
ボ
）」、
多
様

で
柔
軟
な
働
き
方
が
で
き
る
多
機
能
施
設

「
月
光
堂
」「BlueT

ree

」（
レ
ン
タ
ル
オ

フ
ィ
ス
・
起
業
ス
ペ
ー
ス
等
）
の
「
空
き

家
利
活
用
」
に
よ
る
事
業
に
つ
い
て
話
を

し
た
。
ま
た
、
子
育
て
マ
マ
グ
ル
ー
プ
が

事
業
承
継
し
た
真
鶴
未
来
塾
が
管
理
運
営

す
る
施
設
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
真
鶴
」
で
は
、

全
国
で
も
珍
し
い
公
民
協
働
に
よ
る
空
き

家
バ
ン
ク
運
営
に
つ
い
て
意
見
交
換
。
こ

れ
ら
５
か
所
す
べ
て
が
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
機

能
を
有
す
る
「
新
し
い
働
き
方
」「
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
拠
点
施
設
だ
が
、
そ
の

ス
タ
イ
ル
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
お
り
、

真
鶴
町
で
働
く
生
活
の
多
様
な
可
能
性
を

実
感
で
き
た
と
思
う
。
ま
た
、「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
真
鶴
」
と
同
じ
く
「
美
の
条
例
」

の
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ド
を
体
現
し
た
建
築
物

で
も
あ
り
宿
泊
施
設
で
も
あ
る
真
鶴
出
版

で
は
、
建
築
の
開
放
的
な
つ
く
り
と
、
そ

の
環
境
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
育
む
場
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
受
講
者
の
皆
さ
ん
に

体
感
し
て
い
た
だ
い
た
。

②
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

最
後
に
受
講
者
同
士
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
行
い
、
お
互
い
の
気
づ
き
を
共
有
し

発
表
し
た
。「
一
人
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
で

地
域
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
」
―
―
受
講
者
が
発
し
た
こ
の
言
葉
と

と
も
に
、
今
回
の
登
壇
者
や
現
場
巡
り
で

会
っ
た
講
師
た
ち
の
多
様
多
彩
な
生
き
方

か
ら
感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
願
っ
て
い

る
。「
共
創
」
の
現
場
は
、「
一
歩
進
ん
で

二
歩
下
が
り
、
ま
た
一
歩
進
む
。
同
じ
場

所
や
ん
！
」
の
連
続
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を

引
き
続
き
楽
し
ん
で
い
き
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
徹
底
的
な
感
染
症

対
策
の
も
と
実
践
塾
が
無
事
実
施
で
き
た

こ
と
に
、
受
講
生
お
よ
び
地
域
活
性
化
セ
ン

タ
ー
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
。

集合写真

フィールドワークの様子

地方創生実践塾（神奈川県真鶴町）の概要

テーマ：ローカルから未来をつくる～住民の力で共創する多様な暮らし～

１日目　11月 19日（金）
イントロダクション

主任講師：真鶴町政策推進課課長補佐　卜部 直也 氏
パネルディスカッション　第１部「真鶴暮らしを楽しむ」

パネリスト：�川口 瞬 氏（真鶴出版）、來住 友美 氏（真鶴出版）、 
草柳 采音 氏、佐野 杏 氏

パネルディスカッション　第２部①「新しい働き方をつくる（1）」
パネリスト：�奥津 秀隆 氏（一般社団法人真鶴未来塾相談役）、 

柴山 高幸 氏（真鶴テックラボ運営者）
パネルディスカッション　第２部② 「新しい働き方をつくる（2）」

パネリスト：�山下 拓未 氏（一般社団法人地域間交流支援機構代表理事）、 
入江 未央 氏（株式会社 honohono 代表取締役）

２日目　11月 20日（土）
フィールドワーク
グループディスカッション
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小
ネ
タ
が
地
域
を
つ
く
る

「
小
ネ
タ
が
豊
富
に
あ
る
限
り
、
地
域

は
持
続
す
る
」（
東
京
大
学
社
会
科
学
研

究
所
）。

平
成
30
年
度
か
ら
連
続
４
回
目
と
な
る

海
士
町
で
の
地
方
創
生
実
践
塾
。
昨
年
度

の
「
日
常
を
誇
れ
る
幸
せ
な
地
域
づ
く
り

へ
」
で
は
、
海
士
町
の
挑
戦
は
、
実
は
苦

労
話
や
失
敗
談
等
日
常
で
の
小
さ
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
（
小
ネ
タ
）
の
積
み
重
ね
か
ら
生

ま
れ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
な
が
ら
、
身
近

な
実
践
に
つ
な
げ
て
も
ら
う
こ
と
を
試
み

た
。
今
年
度
は
よ
り
地
域
に
入
り
込
み
、

受
講
者
の
力
も
借
り
な
が
ら
我
々
も
一
緒

に
な
っ
て
小
ネ
タ
を
一
緒
に
掘
り
起
こ
す

こ
と
を
企
画
し
て
い
た
。

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
や
豪
雨
の
影
響

で
２
度
に
わ
た
っ
て
延
期
。
最
終
的
に
は

２
日
間
の
日
程
を
１
日
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開

催
に
変
更
す
る
こ
と
で
よ
う
や
く
実
現
可

能
と
な
っ
た
。
ハ
プ
ニ
ン
グ
に
見
舞
わ
れ

る
海
士
町
ら
し
い
展
開
で
あ
り
、
開
催
前

か
ら
早
速
小
ネ
タ
が
で
き
て
し
ま
っ
た

が
、
こ
う
し
た
困
難
も
機
会
と
捉
え
て
次

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
た
。

【
講
義
】 

町
づ
く
り
と
小
ネ
タ 

人
に
寄
り
添
う

ま
ず
は
私
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
海
士
町

が
直
面
し
た
人
口
減
、
少
子
高
齢
化
や
財

政
難
の
課
題
と
、
そ
れ
に
対
す
る
給
与

カ
ッ
ト
等
の
守
り
の
戦
略
、
自
立
・
交
流
・

挑
戦
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
新
た
な
事
業
に
取

り
組
む
攻
め
の
戦
略
に
よ
る
挑
戦
の
歴
史

を
説
明
し
た
。こ
れ
ら
の
延
長
上
に
現
在
、

若
者
の
還
流
に
取
り
組
ん
で
い
る
大
き
な

流
れ
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
い
、

実
践
塾
後
半
に
予
定
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
の
導
入
と
し
た
。受
講
者
か
ら
は
、

身
を
切
る
改
革
、「
な
い
も
の
は
な
い
」

精
神
、
物
事
を
み
ん
な
で
作
り
上
げ
る
過

程
に
こ
そ
意
味
が
あ
る
点
等
が
心
に
残
っ

た
と
の
感
想
が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所

の
中
村
寛
樹
准
教
授
が
「
小
ネ
タ
理
論
」

に
つ
い
て
講
義
し
た
。
小
ネ
タ
と
は
、

「
ち
ょ
っ
と
し
た
き
っ
か
け
（
材
料
・
仕

掛
け
）
と
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
つ
つ
あ
る

さ
さ
や
か
な
兆
し
（
証
拠
）」
で
あ
り
、

小
ネ
タ
の
自
然
な
集
積
に
よ
り
、
地
域
の

本
当
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
浮
か
び
上
が
る
と

の
説
明
が
な
さ
れ
た
。
地
域
や
社
会
を
空

き
ビ
ン
に
例
え
て
、
そ
の
中
に
大
小
の
石

を
詰
め
る
よ
う
大
ネ
タ
と
小
ネ
タ
を
隙
間

な
く
入
れ
て
い
く
こ
と
で
、
ビ
ン
の
大
き

さ
が
小
さ
く
な
っ
て
も
中
を
満
た
す
こ
と

が
で
き
る
と
の
説
明
が
印
象
的
だ
っ
た
。

【
対
談
】

上
記
の
講
義
を
踏
ま
え
て
、
大
江
和
彦

町
長
、中
村
准
教
授
、フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

の
豊
田
庄
吾
氏
、私
の
４
人
が
語
り
合
い
、

海
士
町
の
取
り
組
み
と
小
ネ
タ
の
関
係
を

掘
り
下
げ
て
い
っ
た
。大
江
町
長
か
ら
は
、

「
人
に
寄
り
添
う
こ
と
が
小
ネ
タ
で
あ
り
、

こ
れ
が
あ
れ
ば
地
域
は
存
続
す
る
」「
行

政
主
導
の
大
き
な
改
革
は
住
民
の
関
与
が

薄
れ
、
隙
間
が
空
き
す
ぎ
る
こ
と
が
往
々

に
し
て
あ
り
、
官
民
一
緒
に
寄
り
添
っ
て

こ
の
隙
間
を
埋
め
る
こ
と
が
大
切
」
と

い
っ
た
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
、
対
談
者
か
ら

は
、
失
敗
や
身
を
切
る
改
革
も
前
向
き
に

捉
え
て
一
緒
に
や
る
こ
と
や
、
プ
ロ
セ
ス

を
楽
し
む
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
。ま
た
、

若
者
が
自
由
自
在
に
や
れ
る
環
境
づ
く
り

が
大
切
で
あ
り
、
若
者
の
還
流
が
隙
間
を

埋
め
る
役
割
を
果
た
す
、
若
者
に
ど
う
一

歩
踏
み
出
さ
せ
る
か
が
大
切
と
い
っ
た
議

論
が
な
さ
れ
、
自
然
と
後
半
の
議
論
に
つ

な
が
る
流
れ
と
な
っ
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク 

一
歩
踏
み
出
し
、 

プ
ロ
セ
ス
を
楽
し
む

令
和
２
年
度
よ
り
、
国
内
外
の
若
者
た

ち
と
海
士
町
を
つ
な
ぐ
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て「
大
人
の
島
留
学（
１
年
間
）・

島
体
験（
３
カ
月
間
）」を
実
施
し
て
い
る
。

島
と
い
う
環
境
（
地
域
）
で
挑
戦
し
て
み

た
い
と
考
え
る
全
国
各
地
の
若
者
が
島
で

滞
在
・
就
労
す
る
こ
と
を
支
援
し
、〝
人
財
〟

が
島
に
還
流
し
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

魅
力
あ
る
ひ
と
・
活
力
あ
る
し
ご
と
の
創

出
に
つ
な
が
る
こ
と
を
目
指
す
試
み
だ
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
５
人
の
受
講

者
と
５
人
の
島
留
学
生
・
島
体
験
生
が
３

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
島
留
学
生
に
こ

れ
ま
で
の
体
験
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
小

ネ
タ
を
見
つ
け
出
す
ワ
ー
ク
を
行
な
っ

た
。
後
鳥
羽
上
皇
の
海
士
町
遷
幸
８
０
０

年
を
記
念
す
る
事
業
に
携
わ
り
、
海
士
町

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
地
方
創
生
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
養
成
を
目
的
に

「
地
方
創
生
実
践
塾
」
を
実
施
し
て
い
る
。
２
０
２
１
年
12
月
４
日
（
土
）
に
オ
ン
ラ

イ
ン
で
開
催
し
た
島
根
県
海
士
町
の
実
践
塾
に
つ
い
て
、
主
任
講
師
の
濱
中
香
理
氏

に
ご
報
告
い
た
だ
い
た
。�

（
地
方
創
生
グ
ル
ー
プ
）

失
敗
を
原
動
力
に
！

�
海
士
町
的
挑
戦
と
風
土
づ
く
り

―
小
ネ
タ
が
紡
ぐ
現
在
と
未
来
―

●

海
士
町
人
づ
く
り
特
命
担
当
課
長

濱
中
　
香
理

地
方
創
生
実
践
塾 

②
島
根
県
海
士
町
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民
以
上
に
後
鳥
羽
上

皇
に
ま
つ
わ
る
資
料

を
読
み
込
む
等
、
事

業
へ
の
思
い
を
熱
く

語
っ
た
島
留
学
生
、

当
初
の
担
当
業
務
が

必
ず
し
も
う
ま
く
い

か
ず
自
分
を
見
つ
め

直
し
な
が
ら
、
３
カ

月
の
予
定
だ
っ
た
滞

在
を
１
年
に
延
長

し
、
周
囲
に
も
支
え

ら
れ
な
が
ら
新
た
な

業
務
に
挑
戦
し
て
い

る
島
留
学
生
、
海
士

町
で
も
最
も
小
さ
く

交
通
等
も
必
ず
し
も

便
利
で
な
い
集
落
に

暮
ら
す
こ
と
に
な
っ

た
が
、
地
区
全
体
を

自
分
の
家
の
よ
う
に

感
じ
て
愛
着
を
持
っ

て
い
る
島
留
学
生
、

来
年
か
ら
島
で
就
職

す
る
こ
と
を
検
討
し

て
い
る
島
体
験
生
、

お
店
が
近
所
に
な
い

中
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
で

料
理
や
飲
物
を
準
備

し
お
世
話
に
な
っ
た

大
工
さ
ん
を
も
て
な

し
た
島
体
験
生
。

こ
う
し
た
生
の
小

さ
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
や

思
い
を
聞
く
こ
と
で
、
受
講
者
は
、
人
見

知
り
だ
っ
た
若
者
が
地
域
の
人
と
関
係
を

持
つ
よ
う
に
行
動
が
変
化
し
た
り
、
島
に

な
い
も
の
は
つ
く
れ
ば
い
い
と
い
っ
た
意
識

に
変
わ
っ
た
り
し
た
様
子
、
そ
れ
に
伴
走

し
な
が
ら
支
援
す
る
島
の
大
人
た
ち
の
取

り
組
み
等
に
小
ネ
タ
を
見
い
だ
し
て
い
た
。

【
振
り
返
り
】

受
講
者
か
ら
は
、
自
県
で
も
外
部
の
人

材
を
呼
び
込
む
、
活
用
す
る
仕
組
み
を
整

え
る
必
要
が
あ
る
が
、
若
者
の
自
主
性
を

重
ん
じ
、
活
躍
で
き
る
場
を
提
供
す
る
取

り
組
み
が
参
考
に
な
っ
た
、

役
場
と
島
留
学
生
の
信
頼
関

係
の
上
に
交
流
や
学
び
を
深

め
る
仕
掛
け
が
施
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
外
国
人
と
の
共
生

に
お
い
て
も
参
考
に
な
る
、

と
り
あ
え
ず
一
歩
踏
み
出

し
、失
敗
し
た
ら
「
小
ネ
タ
」

と
し
て
笑
い
飛
ば
し
て
次
に

つ
な
げ
る
あ
り
方
に
学
ん
だ

等
の
振
り
返
り
を
得
た
。

小
ネ
タ
が
紡
ぐ
未
来

受
講
者
の
皆
さ
ん
同
様

に
、
私
自
身
を
含
め
海
士
町

側
の
人
間
に
も
多
く
の
学
び

や
気
づ
き
が
あ
っ
た
。
特
に
、

大
人
の
島
留
学
生
・
島
体
験

生
は
、
自
分
の
活
動
や
体
験

を
振
り
返
る
こ
と
で
考
え
が

整
理
さ
れ
て
い
た
様
子
で
、

改
め
て
そ
れ
ぞ
れ
の
成
長
が
感
じ
ら
れ
た
。

何
よ
り
、
島
留
学
生
・
島
体
験
生
自
身
が
、

受
講
者
に
も
島
体
験
を
勧
め
る
等
、
自
ら

島
の
魅
力
を
発
信
し
て
新
た
な
還
流
を
生

み
出
す
姿
勢
を
見
せ
て
い
た
こ
と
に
感
銘

を
受
け
た
。
島
に
引
き
つ
け
ら
れ
た
若
者

が
周
囲
を
さ
ら
に
島
に
引
き
つ
け
る
連
鎖

が
期
待
さ
れ
、
小
ネ
タ
が
広
が
っ
て
未
来

に
つ
な
が
っ
て
い
く
予
兆
を
感
じ
さ
せ
る

も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
若
者
や
地
域

と
一
緒
に
皆
で
寄
り
添
っ
て
、
失
敗
も
成

功
も
楽
し
み
な
が
ら
未
来
を
つ
く
っ
て
い

き
た
い
と
心
か
ら
願
っ
て
い
る
。

集合写真

地方創生実践塾（島根県海士町）の概要

テーマ：�失敗を原動力に！　海士町的挑戦と風土づくり� �
～小ネタが紡ぐ現在と未来～

12月 4日

講義①「意志ある未来に向かって～ないものはない～離島からの挑戦」
講師：海士町人づくり特命担当課長　濱中 香理 氏

講義②「KNT（小ネタ）理論について」
講師：東京大学社会科学研究所准教授　中村 寛樹 氏

パネルディスカッション「海士町長との対談」
大江 和彦 氏（海士町長）、濱中 香理 氏、中村 寛樹 氏、 
豊田 庄吾 氏（海士町　人 ･ 学び ･ 還流ジェネレーター）

大人の島留学生とのグループワーク・トークセッション

発表、まとめ
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山
口
県
は
、
社
会
総
が
か
り
で
子
ど
も

た
ち
の
学
び
や
育
ち
を
見
守
り
、
支
援
す

る
「
地
域
連
携
教
育
」
を
推
進
し
て
お
り
、

小
中
学
校
で
の
「
や
ま
ぐ
ち
型
地
域
連
携

教
育
」
や
高
等
学
校
で
の
「
テ
ー
マ
型
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
な
ど
、
小
中

高
校
等
の
各
段
階
を
通
じ
て
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
に
よ
る
取
り
組

み
を
進
め
、
郷
土
を
愛
す
る
心
の
育
成
と

地
域
の
担
い
手
と
し
て
の
意
識
の
醸
成
を

図
っ
て
い
る
。

今
回
は
、
実
例
紹
介
を
交
え
な
が
ら
、

学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

考
察
し
た
。

所
管
説
明

山
口
県
教
育
庁
の
担
当
者
が
、
地
域
連

携
教
育
推
進
室
が
所
管
す
る
同
県
で
の
取

り
組
み
を
説
明
し
た
。
山
口
県
で
は
、
複

雑
化
す
る
学
校
教
育
や
社
会
教
育
の
課
題

解
決
に
向
け
、
周
囲
と
協
働
し
主
体
的
に

将
来
を
築
い
て
い
く
子
ど
も
た
ち
を
育
て

る
こ
と
を
目
的
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー

ル
を
核
と
し
た
地
方
創
生
を
推
進
し
て
い

る
。
開
か
れ
た
学
校
か
ら
さ
ら
に
一
歩
踏
み

出
す
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
何
を
実
現
す

る
の
か
を
地
域
住
民
と
共
有
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
地
域
と
共
に
学
校
運
営
を
展
開
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
強
調
し
た
。

取
り
組
み
事
例
の
発
表

ま
ず
、
首
長
部
局
の
取
り
組
み
の
紹
介

が
あ
っ
た
。
学
校
の
余
裕
教
室
で
実
施
し

て
い
る
学
校
内
子
育
て
ひ
ろ
ば
で
は
、
乳

幼
児
親
子
と
中
高
生
が
触
れ
合
い
、
若
者

が
育
児
に
つ
い
て
考
え
る
貴
重
な
機
会
と

な
っ
て
い
る
ほ
か
、
親
子
に
と
っ
て
も
交

流
や
息
抜
き
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た

シ
ニ
ア
社
会
貢
献
活
動
推
進
事
業
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
老
人
ク
ラ
ブ

の
連
携
に
よ
り
高
齢
者
の
知
識
や
経
験
・

活
力
を
生
か
す
場
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

高
齢
者
の
生
き
が
い
作
り
や
、
子
ど
も
が

高
齢
者
の
気
持
ち
や
生
活
の
様
子
を
知
る

機
会
に
な
っ
て
い
る
。

県
立
学
校
で
は
、
山
口
県
立
田た

布ぶ

施せ

農

工
高
校
が
、
農
業
と
工
業
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
地

域
と
連
携
し
た
教
育
活
動
を
展
開
。「
農

工
維
新
！　

田
布
施
あ
い
３
（
キ
ュ
ー

ビ
ッ
ク
）」
と
銘
打
っ
た
活
動
で
は
、Eye

（
見
る
）、I

（
自
分
）、A

I

（
愛
）
の
三
つ

の
〝
あ
い
〟
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
地
域
を
担

う
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

市
町
立
小
中
学
校
関
係
で
は
、
萩
市
立

須
佐
中
学
校
と
萩
市
須
佐
公
民
館
が
、
生

徒
の
提
案
に
よ
る
「
須
佐
地
域
魅
力
再
発

見
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
進
め
て
お
り
、
大

人
と
子
ど
も
が
一
緒
に
な
っ
て
地
域
の
魅

力
に
つ
い
て
熟
議
を
重
ね
て
い
る
。
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
取
り
組
み
と
し
て
３
６
０

度
カ
メ
ラ
を
活
用
し
た
Ｖ
Ｒ
動
画
が
制
作

さ
れ
、
地
域
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
生

徒
自
身
が
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
こ

と
に
つ
な
が
っ
た
。

家
庭
教
育
支
援
で
は
、
平
生
町
家
庭
教

育
支
援
チ
ー
ム
「
ひ
ら
お
カ
ン
ガ
ル
ー
応

援
隊
」
が
、
文
部
科
学
省
に
登
録
さ
れ
た

家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
と
し
て
、登
下
校
、

給
食
支
援
の
ほ
か
、
訪
問
型
の
家
庭
教
育

支
援
も
実
施
。
保
護
者
の
理
解
も
進
み
、

個
別
の
家
庭
環
境
に
合
わ
せ
た
支
援
を
行

う
な
ど
、
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存

在
と
な
っ
て
い
る
。

基
調
講
演

続
い
て
、
山
口
大
学
大
学
院
の
松
田
靖

教
授
が
基
調
講
演
を
行
っ
た
。松
田
氏
は
、

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

で
示
さ
れ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
の
必
要
性
に
触
れ
、
地
域
の
資
源

は
「
ひ
と
」
で
あ
り
、「
ひ
と
」
と
「
ひ
と
」

の
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
地
域
の
価
値
が
生

ま
れ
る
が
、「
ひ
と
」
同
士
を
つ
な
げ
る

仕
組
み
の
一
つ
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
で
あ
る
と
、
そ
の
意
義
を
強
調
。

県
内
の
四
つ
の
事
例
を
紹
介
し
た
。

阿
武
町
は
地
域
全
体
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に

子
ど
も
と
大
人
の
関
わ
り
を
深
め
、
ど
の

世
代
も
生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る
よ

う
に
支
援
を
す
る
こ
と
で
人
口
の
社
会
増

を
実
現
し
て
い
る
と
説
明
。
学
校
は
子
ど

も
が
豊
か
な
人
生
を
送
る
た
め
の
力
を
養

う
場
で
あ
る
と
共
に
、
地
域
の
拠
点
と
し

て
地
域
の
担
い
手
と
な
る
大
人
を
育
て
、

一
方
で
地
域
は
子
ど
も
が
実
社
会
を
体
験

的
に
学
べ
る
場
と
し
て
学
び
を
豊
か
に
す

る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
述
べ
た
。

周
防
大
島
町
で
は
、
島
全
体
を
学
び
の

場
と
し
て
地
域
を
考
え
る
「
島
・
学
・
人

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
進
め
ら
れ
、
島
の
魅

力
と
そ
こ
で
学
ぶ
価
値
に
生
徒
自
身
が
気

付
く
こ
と
で
、
故
郷
へ
の
誇
り
と
未
来
を

開
く
力
が
高
め
ら
れ
て
い
る
と
紹
介
。
地

域
に
お
い
て
、
生
徒
は
大
人
と
協
力
し
て

課
題
発
見
、
解
決
に
挑
戦
す
る
こ
と
で
人

２
０
２
１
年
度 

地
方
創
生
フ
ォ
ー
ラ
ム 

in 

山
口

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
方
々
に
地
域
活
性
化

に
資
す
る
事
例
や
考
え
方
を
紹
介
し
、
今
後
の
活
動
の
参
考
に
し
て
も
ら
う
た
め
、

開
催
地
の
現
状
に
即
し
た
テ
ー
マ
を
選
定
し
、「
地
方
創
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
地
方
版
）」

を
開
催
し
て
い
る
。
２
０
２
１
年
度
の
第
２
回
は
２
０
２
１
年
11
月
１
日
（
月
）、「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
核
と
し
た
地
方
創
生
」
を
テ
ー
マ
に
山
口
県
教
育
委
員

会
と
同
セ
ン
タ
ー
が
共
同
で
開
催
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影

響
に
鑑
み
、
開
催
形
式
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
動
画
配
信
と
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を

�

核
と
し
た
地
方
創
生
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生
の
縮
図
を
体
験
で
き
、
生
徒
の
自
己
実

現
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
述
べ
た
。

下
関
市
に
つ
い
て
は
、
山
口
県
立
豊
北
・

下
関
北
高
校
の
生
徒
が
提
案
し
た
角
島
大

橋
を
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
カ
ボ
チ
ャ
で
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
す
る
ア
イ
デ
ア
を
紹
介
。
こ
の
提

案
が
「
ハ
ロ
か
ぼ
ラ
ン
タ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
し
て
地
域
に
受
け
継
が
れ
、
大
都

市
か
ら
の
交
流
人
口
の
増
加
に
寄
与
す
る

と
と
も
に
、
商
品
開
発
や
ラ
ン
タ
ン
作
り

の
体
験
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
生
産
振
興
、
定

住
人
口
の
増
加
に
ま
で
波
及
し
て
い
る
と

し
、
若
者
の
発
想
力
・
行
動
力
と
地
域
の

包
容
力
が
ま
ち
を
元
気
に
す
る
と
述
べ
た
。

小
中
一
貫
教
育
を
進
め
る
光
市
立
室む

ろ

積づ
み

学
園
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
６
年
生
と
中

学
生
に
よ
る
生
徒
総
会
で
「
室
積
繋き

づ
なプ

ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
が
提
案
さ
れ
、
地
域
が
活
動

を
後
押
し
し
て
い
る
と
紹
介
。
地
域
課
題

に
対
し
て
大
人
と
子
ど
も
が
協
働
す
る
こ

と
は
、
子
ど
も
た
ち
の
市
民
性
の
形
成
に

役
立
ち
、
地
域
へ
の
愛
着
を
育
て
る
こ
と

に
つ
な
が
る
と
述
べ
た
。

最
後
に
、
学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く

り
で
子
ど
も
が
大
人
と
協
働
す
る
こ
と
に

よ
り
、
地
域
へ
の
愛
着
が
育
ま
れ
、
地
域

の
担
い
手
と
し
て
成
長
す
る
と
と
も
に
、

自
立
し
た
地
域
の
基
盤
が
構
築
さ
れ
る
と

説
明
。
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
成
長
や
、

人
づ
く
り
と
地
域
づ
く
り
の
好
循
環
と

な
っ
て
い
く
と
語
っ
た
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
副
参
事

●
野
口 

友
大（
茨
城
県
古
河
市
よ
り
派
遣
）

松田靖氏による基調講演

首長部局による取り組み事例の発表
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焼
津
市
は
、
静
岡
県
の
中
央
部
に
位
置
し
、
北
は
遠
く
富
士
山

を
望
み
、
高
草
山
（
５
０
１
㍍
）、
花
沢
山
（
４
４
９
㍍
）
な
ど

の
丘
陵
部
を
境
に
県
都
静
岡
市
に
接
し
、
東
は
駿
河
湾
に
臨
み
、

西
南
は
一
望
に
広
が
る
大
井
川
流
域
の
志
太
平
野
で
、
年
間
平
均

気
温
16
・
５
度
、
冬
季
の
降
雪
も
ま
れ
な
温
暖
な
気
候
で
、
自
然

豊
か
な
と
て
も
暮
ら
し
や
す
い
と
こ
ろ
で
す
。

「
焼
津
」
の
地
名
は
、
古
事
記
や
日
本
書
紀
に
登
場
し
ま
す
。

日
本
武
尊
が
東
夷
征
伐
の
途
中
、
天

あ
ま
の

叢む
ら

雲く
も
の

剣つ
る
ぎで
草
を
な
ぎ
払
い

火
を
か
け
て
賊
を
滅
ぼ
し
た
地
名
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
焼や

き

津つ

辺べ

に　

わ
が
行
き
し
か
ば　

駿
河
な
る　

阿
倍

の
市い

ち

道じ

に　

逢
い
し
児
ら
は
も
」（
万
葉
集
第
三
巻
）
と
和
歌
に

も
詠
ま
れ
て
お
り
、
奈
良
時
代
に
は
「
焼
津
」
と
い
う
地
名
で
呼

ば
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

焼
津
市
は
、
昭
和
26
年
３
月
１
日
に
市
制
を
施
行
し
、
令
和
３

年
に
70
年
を
迎
え
ま
し
た
。

本
市
で
は
、「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
充
実
」
を
重
点
施
策

に
位
置
付
け
、
結
婚
か
ら
出
産
、
子
育
て
ま
で
途
切
れ
る
こ
と
の

な
い
支
援
に
取
り
組
み
、
そ
し
て
、
子
ど
も
達
が
心
豊
か
に
育
ち
、

学
び
、
い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
よ
う
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
市
制
施
行
70
周
年
の
節
目
と
な
っ
た
昨
年
７
月
に
「
タ
ー

ン
ト
ク
ル
こ
ど
も
館
」
を
新
規
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。

「
タ
ー
ン
ト
ク
ル
こ
ど
も
館
」
は
、
絵
本
を
通
し
て
「
出
会
い
」

「
創
造
」「
安
心
」
と
い
う
三
つ
の
テ
ー
マ
の
可
能
性
を
広
げ
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
こ
ど
も
図
書
館
「
や
い
づ
え
ほ
ん
と
」、
焼
津

の
文
化
や
自
然
の
魅
力
を
伝
え
、
多
世
代
が
楽
し
め
る
お
も
ち
ゃ

と
遊
び
の
体
験
型
美
術
館
「
焼
津
お
も
ち
ゃ
美
術
館
」
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
名
称
の
「
タ
ー
ン
ト
ク
ル
」
は
多
く
の
来
場
者
で

に
ぎ
わ
う
施
設
と
な
る
こ
と
を
願
い
、「（
来
場
者
が
）
た
く
さ
ん

く
る
」
を
焼
津
市
の
方
言
で
表
し
た
も
の
で
す
。

「
タ
ー
ン
ト
ク
ル
こ
ど
も
館
」
の
中
で
人
気
の
あ
る
コ
ー
ナ
ー

は
、
焼
津
お
も
ち
ゃ
美
術
館
の
中
に
あ
る
、
０
歳
か
ら
２
歳
ま
で

の
赤
ち
ゃ
ん
専
用
の
「
赤
ち
ゃ
ん
木
育
広
場
」
と
、
ヒ
ノ
キ
の
た

ま
ご
プ
ー
ル
に
焼
津
の
遠
洋
漁
業
の
礎
を
築
い
た
と
さ
れ
る
伝
統

和
船
「
八は

っ

丁ち
ょ
う

櫓ろ

」
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
舟
遊
具
が
漂
う
「
木
の

お
お
う
な
ば
ら
」
で
、
市
内
外
か
ら
大
変
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
利

用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、「
タ
ー
ン
ト
ク
ル
こ
ど
も
館
」
は
、
赤
い
エ
プ
ロ
ン
を

着
用
し
た
「
お
も
ち
ゃ
学
芸
員
・
え
ほ
ん
と
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
い

う
１
０
０
人
を
超
え
る
登
録
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
に
館

内
運
営
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
お
も
ち
ゃ
や
絵
本
を
通

し
て
、
わ
く
わ
く
・
ド
キ
ド
キ
を
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の

幅
広
い
世
代
の
方
々
に
伝
え
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

「
タ
ー
ン
ト
ク
ル
こ
ど
も
館
」
は
、
Ｊ
Ｒ
焼
津
駅
と
令
和
３
年

９
月
に
完
成
し
た
市
役
所
新
庁
舎
を
結
ぶ
焼
津
駅
前
通
り
商
店
街

に
立
地
し
て
お
り
、
新
し
い
カ
タ
チ
の
子
育
て
支
援
施
設
の
整
備

に
よ
っ
て
、子
育
て
世
代
を
は
じ
め
新
た
な
人
の
流
れ
が
生
ま
れ
、

施
設
周
辺
で
は
空
き
店
舗
を
活
用
し
て
カ
フ
ェ
や
飲
食
店
が
開
業

さ
れ
る
な
ど
、
に
ぎ
わ
い
創
出
へ
向
け
た
動
き
が
相
乗
効
果
と
し

て
展
開
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

先
人
の
方
々
が
築
き
上
げ
て
き
た
「
焼
津
」
の
歴
史
を
さ
ら
に

発
展
さ
せ
次
世
代
へ
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
な
ど
の
課
題
へ
の
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、

コ
ロ
ナ
禍
な
ど
に
よ
り
劇
変
す
る
時
代
に
、
迅
速
か
つ
的
確
に
対

応
し
、「
住
み
続
け
た
い
・
住
ん
で
み
た
い
・
行
っ
て
み
た
い
」

と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
の
歩
み
を
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ま
と

と
も
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

静岡県焼津市長 中野　弘道

「ターントクルこども館」から
広がるまちづくり
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表
紙

県
立
青
島
亜
熱
帯
植
物
園

3２０２２-

（
宮
崎
県
宮
崎
市
）

県
立
青
島
亜
熱
帯
植
物
園
は
宮
崎
県
中
央
部
、
青
島

に
位
置
し
、
昭
和
40
年
に
開
設
さ
れ
た
植
物
園
で
す
。

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
、
女
王
ヤ
シ
、
ナ
ツ
メ
ヤ
シ
な
ど
29
種

類
に
も
及
ぶ
ヤ
シ
科
の
植
物
、
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
、
パ
ラ

ボ
ラ
チ
ョ
等
の
亜
熱
帯
花
木
を
植
栽
し
て
い
ま
す
。
熱

帯
果
樹
温
室
で
は
マ
ン
ゴ
ー
や
パ
パ
イ
ヤ
等
の
実
、
大

温
室
で
は
カ
エ
ン
ボ
ク
、
ヒ
ス
イ
カ
ズ
ラ
等
世
界
各
地

の
熱
帯
花
木
が
鑑
賞
で
き
ま
す
。

昭
和
40
年
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
植
物
園
と
国
内
初
の
姉

妹
植
物
園
を
締
結
し
、
植
物
の
交
換
や
職
員
の
派
遣
な

ど
交
友
を
深
め
て
き
ま
し
た
。
大
温
室
内
に
は
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
政
府
公
認
の
マ
ー
ラ
イ
オ
ン
像
が
あ
り
、
現
地

と
同
じ
東
88
度
と
い
う
縁
起
の
良
い
と
さ
れ
る
方
向
を

向
い
て
お
り
、
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
４
〜
５
月
は
〝
ブ
ー
ゲ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〞
を

開
催
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
植
物
園
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
品

種
を
は
じ
め
、
赤
桃
紫
黄
白
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ブ
ー
ゲ

ン
ビ
リ
ア
で
園
内
全
体
を
彩
り
ま
す
。
特
に
、
ブ
ー
ゲ

ン
ビ
リ
ア
で
飾
ら
れ
た
フ
ラ
ワ
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
の
姿
は

圧
巻
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
県
立
青
島
亜
熱
帯
植
物
園

（
０
９
８
５
‐
６
５
‐
１
０
４
２
）

（
写
真
提
供
＝
県
立
青
島
亜
熱
帯
植
物
園
）
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 ラミレズ麻衣

地域づくりは人づくり
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 山田 芳雅

地方創生実践塾①　神奈川県真鶴町
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 卜部直也
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 濱中香理
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1 巻頭エッセー／新しい時代に向けて進化する中山間地域 濵田省司（高知県知事）

令和３年度 ふるさとづくり大賞
令和３年度　ふるさとづくり大賞 ２
　　　　　  最優秀賞に徳島県上勝町　―24の団体と個人の功績をたたえる―
最優秀賞〈１団体〉 ●徳島県上勝町【徳島県上勝町】　4

優秀賞〈１団体、１名〉 ●桝田 隆一郎【富山県富山市】　6　　●株式会社あわえ【徳島県美波町】　8

奨励賞〈１名〉 ●樋口 純子【山梨県身延町】　10

  団体表彰 ●認定NPO法人遠野山・里・暮らしネットワーク【岩手県遠野市】　11
●幸町１丁目コミュニティ委員会【千葉県千葉市】　12
●株式会社山のくじら舎【高知県安芸市】　13

地方自治体表彰 ●山形県上山市・上山市温泉クアオルト協議会【山形県上山市】　14
●鳥取県日南町【鳥取県日南町】　15

【特集編のみに掲載される表彰は以下の通り】
●  団体表彰：株式会社キャッセン大船渡【岩手県大船渡市】、ふるさとむら宝谷運営管理組合【山形県鶴岡市】、特定非営
利活動法人入間市文化創造ネットワーク【埼玉県入間市】、一般社団法人竹田文化共栄会【福井県坂井市】、岐阜県地歌
舞伎保存振興協議会【岐阜県】、五個荘地区まちづくり協議会【滋賀県東近江市】、特定非営利活動法人むきばんだ応援
団【鳥取県米子市】、特定非営利活動法人江の川鐵道【島根県邑南町】、エーゼロ株式会社【岡山県西粟倉村】、クシノテ
ラス【広島県福山市】、地域協同組合無茶々園【愛媛県西予市】、一般財団法人こゆ地域づくり推進機構【宮崎県新富町】
●  個人表彰：大和田 順子【宮城県大崎市】、前川 穎司【高知県香美市】

七尾市

石
川
県

277

七尾市は、石川県の北部、能登半島の中央
に位置し、天然の良港である七尾港が海

の玄関口となり、古代から能登の政治・経済・
文化の中心地として発展してきました。
市内では年間を通して数多くの祭礼が催され

ています。例年５月３日から５日にかけて開催
される「青

せい

柏
はく

祭
さい

」は、平成28年度に「山・鉾・
屋台行事」の一つとして、ユネスコ無形文化遺
産に登録されました。祭りでは、高さ12㍍、
重さ20㌧の日本一大きな曳

ひき

山
やま

「でか山」が狭
い路地を練り歩きます。
令和２年６月には、“渚のいで湯”として有名な和倉温泉に「和倉温泉お祭り会館」が

オープンしました。会館ではでか山以外にも、七尾四大祭りで実際に使用されていた奉
ほう

燈
とう

（キリコ）などを展示しております。また、体験コーナーでは臨場感ある音と映像で、
実際に祭りに参加しているかのような体験が楽しめます。祭人の熱気と情熱を感じてく
ださい。

█和倉温泉お祭り会館
七尾四大祭で使用されている祭具等を
展示しています。写真の大松

たい
明
まつ
は、能

登島向
こう
田
だ
の火祭を再現した垂れ幕です

█七尾城跡
自然石を積み上げた野

の
面
づら
積
づ
みの石垣

が今なお残る七尾城跡は、日本五大
山城のひとつにも数えられています

█青
せい
林
りん
寺
じ
御
ご
便
べん
殿
でん

明治 42年に東宮殿下（後の大正天皇）の休
憩所として建てられました。週末には庭園の
ライトアップを行っています

█石
いっ
崎
さき
奉
ほう
燈
とう
祭
まつり

高さ 12～ 13㍍、重さ２㌧の奉燈が100人の
担ぎ手と共に練り歩く、漁師町に伝わる迫力満
点の祭りです

█お熊
くま
甲
かぶと
祭
まつり

長いものでは 20㍍にもなる深紅の大
おお
旗
ばた
を、

地面すれすれまで傾ける「島田くずし」が見
どころです

█花嫁のれん
花嫁のれんは、幕末から明治にかけて加賀藩の
領地である能登・加賀・越中で始まり、今もな
お受け継がれている婚礼の風習です

█青
せい
柏
はく
祭
さい

家よりも大きな「でか山」が狭い路地を練り歩く姿は圧巻です

ちょうどいい田舎
七尾市
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ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞

令
和
３
年
度

酒屋。奥にフレンチレストラン、ガラス工房等がある
桝田酒造店5代目当主・桝田隆一郎（p８-９）優秀賞デュアルスクールの活用で、親子で地方の暮らしや学びを体感

できる
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勝
町
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ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
分
別
す
る
家
族

徳
島
県
上
勝
町
（
ｐ
６-

７
）

最
優
秀
賞
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エーゼロ株式会社（p23）団体表彰
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五個荘地区まちづくり協議会（p20）団体表彰

妻木晩田遺跡から日本海を望む
特定非営利活動法人むきばんだ応援団（p21）団体表彰



日の出と共に飛び立つマガン
同志社大学教授・大和田順子（p30）個人表彰

荒地を整備し、榧の苗木を植栽する
榧工房かやの森・前川穎司（p31）個人表彰

年間を通してガイド付きで行うクアオルト健康ウォーキング
山形県上山市・上山市温泉クアオルト協議会（p28）自治体表彰

全国から学生を受け入れる林業アカデミーの入学式
鳥取県日南町（p29）自治体表彰

高知県産材を活用した、木製玩具「ままごとセット」
株式会社山のくじら舎（p26）団体表彰

商店街で開催している朝市
一般財団法人こゆ地域づくり推進機構（p27）団体表彰



全
国
各
地
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
心
を
よ
せ
る
「
ふ
る
さ

と
」
を
よ
り
良
く
し
よ
う
と
頑
張
る
団
体
、
個
人
を
表

彰
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
へ
の
情
熱
や

思
い
を
高
め
、
豊
か
で
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
構
築
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞
」

（
総
務
省
主
催
）
の
令
和
３
年
度
受
賞
者
が
決
ま
り
、

１
月
24
日
に
発
表
さ
れ
た
。

令
和
３
年
度
ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞
の
各
受
賞
者
は

次
の
通
り
。最

優
秀
賞
（
内
閣
総
理
大
臣
賞
）

全
推
薦
事
例
の
中
か
ら
特
に
優
れ
て
い
る
も
の
に
対

し
て
授
与
さ
れ
る
。

全
国
で
初
め
て
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言
を
行
い
、

環
境
先
進
地
と
し
て
他
の
自
治
体
の
模
範
と
な
る
だ
け

で
な
く
、
取
り
組
み
に
魅
了
さ
れ
た
若
者
の
移
住
を
呼

び
込
ん
で
定
住
に
つ
な
げ
て
い
る
徳
島
県
上
勝
町
が
受

賞
し
た
。

優
秀
賞

特
に
顕
著
な
業
績
が
あ
る
も
の
と
し
て
、
▽
取
り
壊

さ
れ
る
予
定
の
家
屋
を
再
生
し
、
美
し
い
街
並
み
の
形

成
と
街
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
桝
田
隆
一
郎
氏
▽
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘
致
を
通
じ
て
、空
き
家
活
用
、

関
係
人
口
創
出
な
ど
、
独
自
の
振
興
策
を
展
開
し
て
い

る
株
式
会
社
あ
わ
え
―
―
に
優
秀
賞
が
授
与
さ
れ
た
。

奨
励
賞

今
後
一
層
の
発
展
が
望
ま
れ
る
取
り
組
み
に
授
与
さ

れ
る
。
地
域
の
歴
史
・
文
化
を
活
か
し
て
顧
客
の
ニ
ー

ズ
に
あ
っ
た
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
創
出
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
客
の
増
加
に
貢
献
し
て
い
る
樋
口
純
子
氏
が
受
賞
し

た
。

団
体
表
彰

地
方
を
良
く
し
よ
う
と
尽
力
し
た
団
体
を
表
彰
す
る
。

大
船
渡
駅
周
辺
の
文
化
を
継
承
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
地
理
的
に
分
断
さ
れ
た
居
住
区
と
商
店
街
を
つ
な

ぐ
た
め
、
ま
ち
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
交
流
や
イ
ベ

ン
ト
を
重
視
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
る
株
式
会
社

キ
ャ
ッ
セ
ン
大
船
渡
な
ど
15
団
体
が
受
賞
し
た
。

地
方
自
治
体
表
彰

地
方
独
自
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
自
ら
考
え
、
前
向
き

に
取
り
組
む
地
方
自
治
体
に
対
し
て
授
与
さ
れ
る
。

全
国
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
林
業
従
事
者
の
確

保
・
育
成
を
目
指
し
て
、
全
国
初
の
町
立
林
業
ア
カ
デ

ミ
ー
を
創
設
し
、
持
続
可
能
な
森
林
の
循
環
、
脱
炭
素

の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
鳥
取
県
日
南
町
な
ど
３

団
体
（
２
件
）
が
受
賞
し
た
。

個
人
表
彰

個
性
豊
か
で
活
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
、

自
ら
率
先
し
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
個
人
を
選

出
し
て
い
る
。
日
本
の
山
や
市
場
か
ら
少
な
く
な
っ
て

い
る
カ
ヤ
の
木
の
存
在
と
価
値
を
守
る
た
め
、
30
年
で

30
万
本
以
上
の
カ
ヤ
を
植
え
、
カ
ヤ
の
森
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
前
川
穎
司
氏
ら
２
人
が
受
賞
し
た
。

こ
れ
ら
の
表
彰
を
通
し
て
、
地
域
づ
く
り
へ
の
情
熱

や
思
い
を
高
め
、
豊
か
で
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
構
築

が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

令
和
３
年
度

ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞

最
優
秀
賞
に
徳
島
県
上
勝
町

―
24
の
団
体
と
個
人
の
功
績
を
た
た
え
る
―
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受賞団体・受賞者一覧
� （敬称略）

最優秀賞（内閣総理大臣賞）	 徳島県上
かみ

勝
かつ

町
ちょう

	 計１団体

優秀賞（総務大臣表彰）	 桝
ます

田
だ

隆
りゅう

一
いち

郎
ろう

【富山県富
と

山
やま

市
し

】

	 株式会社あわえ【徳島県美
み

波
なみ

町
ちょう

】

	 計１団体、１名

奨励賞（総務大臣表彰）	 樋
ひ

口
ぐち

　純
じゅん

子
こ

【山梨県身
み

延
のぶ

町
ちょう

】

	 計１名

団体表彰（総務大臣表彰）	 株式会社キャッセン大
おお

船
ふな

渡
と

【岩手県大
おお

船
ふな

渡
と

市
し

】

	 認定NPO法人遠
とお

野
の

山
やま

・里
さと

・暮
く

らしネットワーク【岩手県遠
とお

野
の

市
し

】

	 ふるさとむら宝
ほう

谷
や

運営管理組合【山形県鶴
つる

岡
おか

市
し

】

	 特定非営利活動法人入
いる

間
ま

市
し

文
ぶん

化
か

創
そう

造
ぞう

ネットワーク　【埼玉県入
いる

間
ま

市
し

】

	 幸
さいわい

町
ちょう

１丁目コミュニティ委員会【千葉県千
ち

葉
ば

市
し

】

	 一般社団法人竹
たけ

田
だ

文
ぶん

化
か

共
きょう

栄
えい

会
かい

【福井県坂
さか

井
い

市
し

】

	 岐阜県地
じ

歌
か

舞
ぶ

伎
き

保存振興協議会【岐阜県】

	 五
ご

個
か

荘
しょう

地
ち

区
く

まちづくり協議会【滋賀県東
ひがし

近
おう

江
み

市
し

】

	 特定非営利活動法人むきばんだ応援団【鳥取県米
よな

子
ご

市
し

】

	 特定非営利活動法人江
ごう

の川
かわ

鐵
てつ

道
どう

【島根県邑
おお

南
なん

町
ちょう

】

	 エーゼロ株式会社【岡山県西
にし

粟
あわ

倉
くら

村
そん

】

	 クシノテラス【広島県福
ふく

山
やま

市
し

】

	 地域協同組合無
む

茶
ちゃ

々
ちゃ

園
えん

【愛媛県西
せい

予
よ

市
し

】

	 株式会社山のくじら舎【高知県安
あ

芸
き

市
し

】

	 一般財団法人こゆ地域づくり推進機構【宮崎県新
しん

富
とみ

町
ちょう

】

	 計 15団体

地方自治体表彰（総務大臣表彰）	 山形県上
かみの

山
やま

市
し

・上
かみの

山
やま

市
し

温泉クアオルト協議会

	 鳥取県日
にち

南
なん

町
ちょう

	 計３団体（２件）

個人表彰（総務大臣表彰）	 大
おお

和
わ

田
だ

順
じゅん

子
こ

【宮城県大
おお

崎
さき

市
し

】

	 前
まえ

川
かわ

　穎
えい

司
じ

【高知県香
か

美
み

市
し

】

	 計２名

合計　20団体、４名（23件）

※【　】内は、受賞者の所在地（住所地）又は表彰の対象となった活動の主な実施地域
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四
国
で
一
番
小
さ
い
町　

上
勝
町

上
勝
町
は
徳
島
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

し
、
人
口
は
１
４
６
４
人
、
高
齢
化
率

₅2
・
７
％
（
令
和
３
年
12
月
１
日
現
在
）

の
過
疎
と
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
四

国
で
一
番
小
さ
い
町
で
あ
る
。
本
町
は
近

年
、
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
い
ろ
ど
り
の
町
と

し
て
、
そ
し
て
日
本
初
の
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ

ス
ト
宣
言
で
世
界
中
か
ら
注
目
を
集
め
る

町
へ
と
成
長
し
て
き
た
。

今
で
こ
そ
、
ご
み
問
題
へ
の
取
り
組
み

の
先
進
地
と
し
て
評
価
を
受
け
、
町
の
主

要
事
業
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
現
在
の

よ
う
に
「
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
タ
ウ
ン
上

勝
」
と
し
て
注
目
を
集
め
る
ま
で
は
、
何

も
か
も
燃
や
し
て
し
ま
う
野
焼
き
処
分
が

当
た
り
前
の
光
景
が
広
が
っ
て
い
た
。

当
時
、
県
か
ら
適
正
な
ご
み
処
理
を
す

る
よ
う
に
指
導
を
受
け
て
い
た
が
、
本
町

に
は
ご
み
収
集
車
を
走
ら
せ
た
り
、
焼
却

場
を
建
設
し
た
り
す
る
財
政
的
余
裕
が
な

く
、
で
き
る
だ
け
住
民
に
分
別
や
リ
サ
イ

ク
ル
に
協
力
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
っ

た
。
急
な
分
別
回
収
に
対
し
て
町
民
か
ら

反
発
を
受
け
た
の
も
当
然
だ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、
未
来
の
子
ど
も
た

ち
に
負
債
を
残
し
た
く
な
い
と
い
う
点
で

は
、
町
民
の
気
持
ち
は
一
つ
に
ま
と
ま
っ

て
お
り
、
共
通
の
思
い
と
信
頼
関
係
が
あ

れ
ば
、
長
年
の
習
慣
も
変
え
る
こ
と
が
で

き
る
と
証
明
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言

家
庭
ご
み
の
３
～
４
割
を
占
め
る
生
ご

み
は
、
町
が
購
入
を
補
助
し
て
電
動
生
ゴ

ミ
処
理
機
や
コ
ン
ポ
ス
ト
を
家
庭
に
導
入

し
て
各
家
庭
で
の
堆
肥
化
を
推
進
し
、
生

ご
み
以
外
の
ご
み
は
町
内
に
１
カ
所
の
ゴ

ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
住
民
自
ら
持
ち
込
む

形
で
分
別
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
。

一
見
、
不
便
な
よ
う
に
思
う
が
、
ゴ
ミ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
毎
日
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る

の
で
（
年
末
年
始
を
除
く
）
好
き
な
と
き

に
ご
み
を
出
せ
、
家
に
ご
み
が
た
ま
ら
な

い
。
ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
て
い
る

の
で
分
別
が
わ
か
ら
な
け
れ
ば
教
え
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
、
来
た
つ
い
で
に
世
間

話
を
す
る
な
ど
交
流
の
場
に
も
な
っ
て
い

る
。当

初
は
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
の

っ
と
っ
た
９
種
類
の
分
別
か
ら
始
ま
り
、

リ
サ
イ
ク
ル
業
者
を
新
規
開
拓
し
て
い
く

う
ち
に
現
在
で
は
₄₅
種
類
ま
で
細
分
化
さ

れ
て
い
る
。

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言
を
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
は
、
分
別
数
が
₃₅
種
類
に
な

っ
た
こ
ろ
だ
っ
た
。
本
町
の
取
り
組
み
が

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
を

推
進
し
て
い
た
ポ
ー
ル
・
コ
ネ
ッ
ト
氏（
セ

ン
ト
ロ
ー
レ
ン
ス
大
学
教
授
）
の
目
に
と

ま
り
、
せ
っ
か
く
す
ば
ら
し
い
取
り
組
み

を
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ

ス
ト
宣
言
を
し
な
い
か
と
い
う
提
案
を
受

け
た
。

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
と
は
、
ゼ
ロ
＝

「
０
」、
ウ
ェ
イ
ス
ト
＝
「
浪
費
、
無
駄
、

廃
棄
物
」、
直
訳
す
る
と
浪
費
、
無
駄
、

廃
棄
物
を
な
く
す
と
い
う
意
味
。
ご
み
を

出
さ
な
い
生
産
と
消
費
の
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
て
い
く
「
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
」
の

理
念
に
触
れ
、
本
町
も
こ
れ
を
ま
ち
づ
く

り
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
た
運
動
に
取

り
組
も
う
と
、
平
成
1₅
年
に
町
議
会
が
満

場
一
致
で
国
内
初
の
「
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス

ト
宣
言
」
を
議
決
し
た
。

で
き
る
こ
と
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と

持
続
可
能
な
未
来
へ
の
挑
戦

―
日
本
初
の
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
タ
ウ
ン
―

●

栗
林
　
七
波

上
勝
町
役
場
企
画
環
境
課
主
事
補

宣言前に行われていた野焼きの様子

最
優
秀
賞

徳
島
県
上
勝
町

徳
島
県
上
勝
町
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ま
だ
使
え
る
も
の
を
町
民
限
定
で
持
ち

込
む
こ
と
が
で
き
、
誰
で
も
無
料
で
持
ち

帰
る
こ
と
が
で
き
る
「
く
る
く
る
シ
ョ
ッ

プ
」
と
、
不
用
に
な
っ
た
着
物
や
鯉
の
ぼ

り
を
活
用
し
た
リ
メ
イ
ク
商
品
を
作
っ
て

販
売
す
る
「
く
る
く
る
工
房
」
の
開
設
、

ま
た
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
で
の
飲
食
物
の
提

供
に
対
す
る
リ
ユ
ー
ス
食
器
の
無
料
貸
出

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
は
じ
ま
っ

た
。近

年
で
は
、
町
独
自
の
基
準
で
公
的
に

認
証
す
る
「
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
認
証
制

度
」
が
始
ま
り
、
認
証
を
受
け
た
飲
食
店

で
は
人
材
育
成
や
食
品
ロ
ス
の
防
止
、
食

ク
ル
率
は
80
％
に
達
し
た
が
ゼ
ロ
・
ウ
ェ

イ
ス
ト
宣
言
の
目
標
年
と
な
る
２
０
２
０

年
、
残
念
な
が
ら
ご
み
ゼ
ロ
の
実
現
は
か

な
わ
な
か
っ
た
。
残
り
20
％
の
課
題
は
紙

お
む
つ
類
や
革
、
ゴ
ム
、
塩
化
ビ
ニ
ー
ル

製
品
と
い
っ
た
リ
サ
イ
ク
ル
を
前
提
と
し

て
い
な
い
商
品
な
ど
で
あ
り
、
生
産
者
側

と
連
携
し
て
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
企
業
や
大
学
機
関
と
協
力

し
な
が
ら
、
ご
み
に
な
る
も
の
を
減
ら
す

取
り
組
み
や
、
環
境
教
育
に
重
点
を
お
い

た
活
動
を
す
る
た
め
に
、
本
町
は
２
０
２

０
年
12
月
に
再
び
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
宣

言
を
行
っ
た
。
２
０
２
０
年
に
は
「
上
勝

材
調
達
か
ら
調
理
に
い
た
る
ま
で
の
、
ご

み
の
発
生
を
抑
制
す
る
工
夫
な
ど
を
取
り

入
れ
た
運
営
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
町
独
自
の
「
ち
り
つ
も
ポ
イ
ン

ト
制
度
」
は
、
町
内
で
指
定
ご
み
を
持
ち

込
む
、
レ
ジ
袋
を
断
る
、
量
り
売
り
を
利

用
す
る
、
な
ど
の
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
推

進
活
動
に
対
し
て
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
、

そ
の
ポ
イ
ン
ト
で
エ
コ
な
商
品
な
ど
と
交

換
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

リ
サ
イ
ク
ル
率
80
％
で 

見
え
た
課
題

徹
底
し
た
取
り
組
み
の
結
果
、
リ
サ
イ

町
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
」
が
オ

ー
プ
ン
し
、
新
た
な
情
報
発
信
拠
点
と
し

て
稼
働
し
て
い
る
。
町
内
事
業
所
で
は
す

で
に
、
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
の
研
修
生
の

受
け
入
れ
や
、
自
然
に
あ
る
も
の
を
使
っ

て
キ
ャ
ン
プ
を
行
う
子
ど
も
向
け
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
実
施
、
町
内
産
杉
を
原
材
料
と
し

た
木
糸
に
よ
る
自
然
に
還
る
タ
オ
ル
の
製

品
化
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
取
り
入

れ
る
形
で
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
推
進
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
の
歴
史
や
現
在
の
活
動
内
容
を
ま
と
め

た
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

の
開
設
や
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
流
れ
な
ど
ゼ

ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
に

ま
つ
わ
る
取
り
組
み

を
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス

ト
チ
ャ
ン
ネ
ル

（Y
ouT
ube

）
で
公

開
す
る
な
ど
、
よ
り

多
く
の
人
の
目
に
と

ま
る
機
会
を
つ
く
っ

た
。本

町
は
こ
れ
か
ら

も
「
未
来
の
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
美
し

い
自
然
環
境
を
残
し

た
い
」
と
い
う
思
い

と
と
も
に
、
ゼ
ロ
・

ウ
ェ
イ
ス
ト
に
よ
る

持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い

く
。

食料品の量り売り

くるくるショップの様子

ゼロ・ウェイストセンター全景
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●

桝
田
　
隆
一
郎

桝
田
酒
造
店
５
代
目
当
主

岩
瀬
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
社
長

岩
瀬
を
誇
れ
る
ま
ち
に
し
た
い

富
山
市
岩
瀬
地
区
は
、
富
山
市
の
北
部

に
位
置
し
、
江
戸
初
期
か
ら
日
本
海
を
行

き
来
す
る
北
前
船
の
港
町
と
し
て
栄
え
て

き
た
。
川
岸
を
背
に
北
前
船
廻
船
問
屋
が

立
ち
並
ん
で
い
た
岩
瀬
大
町
・
新
川
町
通

り
の
ま
ち
並
み
は
、
明
治
期
に
建
て
ら
れ

た
家
屋
が
多
く
残
っ
て
い
る
。

こ
の
岩
瀬
に
、
１
０
０
年
以
上
続
く
造

り
酒
屋
、
桝
田
酒
造
店
の
子
ど
も
と
し
て

生
ま
れ
た
。
大
学
、
就
職
を
県
外
で
過
ご

し
、
し
ば
ら
く
海
外
に
行
き
帰
国
し
た
時

に
、
日
本
は
美
し
く
な
い
国
と
感
じ
た
。

岩
瀬
で
住
み
続
け
る
と
な
る
と
、
県
外
出

身
の
妻
に
も
申
し
訳
な
い
。
子
ど
も
た
ち

に
も
自
分
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
誇
り

を
持
っ
て
い
な
い
と
ど
こ
に
行
っ
て
も
戦

え
な
い
し
、
造
り
酒
屋
の
後
を
継
ぎ
た
い

と
も
思
わ
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
思
い
が
募

っ
て
き
た
。

そ
ん
な
中
、
１
９
９
５
年
頃
に
フ
ラ
ン

ス
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
回
る
機
会
が
あ
り
、

打
ち
の
め
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
地
域
性
が

あ
り
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
が
あ
り
、
地

域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
し
っ
か
り
で
き
て

い
て
、
世
界
に
お
け
る
日
本
、
富
山
、
岩

瀬
、
日
本
酒
業
界
の
立
ち
位
置
を
痛
感
さ

せ
ら
れ
た
。
例
え
ば
ボ
ル
ド
ー
地
方
の
な

か
で
も
メ
ド
ッ
ク
地
区
、
メ
ド
ッ
ク
地
区

の
な
か
で
も
マ
ル
ゴ
ー
村
、
ポ
イ
ヤ
ッ
ク

村
が
あ
り
、
我
々
か
ら
す
る
と
同
じ
エ
リ

ア
に
思
う
が
、
村
が
違
う
と
ワ
イ
ン
が
違

っ
た
。
そ
の
村
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
当

た
り
前
に
地
元
の
ワ
イ
ン
が
出
さ
れ
た
。

ポ
イ
ヤ
ッ
ク
村
で
は
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
生
産

者
た
ち
が
昼
ご
は
ん
の
時
間
に
な
る
と

我
々
を
自
分
た
ち
の
食
事
に
誘
っ
て
く
れ

た
。
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
地
方
に
行
く
と
、

大
き
な
メ
ゾ
ン
な
の
だ
が
、
機
械
化
さ
れ

た
も
の
は
一
切
見
せ
ず
、
伝
統
的
な
と
こ

ろ
だ
け
を
見
せ
、
案
内
の
女
性
は
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ナ
ブ
ル
で
、
シ
ャ
ン
パ
ン
は
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
も
の
、
気
持
ち
が
高
揚
す

る
も
の
と
い
う
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
し
っ

か
り
で
き
て
い
た
。
そ
の
こ
ろ
は
日
本
酒

も
吟
醸
酒
ブ
ー
ム
で
、
作
れ
ば
売
れ
る
状

態
だ
っ
た
が
、
彼
ら
よ
り
強
い
魅
力
が
な

い
と
、
日
本
、
日
本
酒
業
界
の
地
位
が
落

ち
て
い
く
と
感
じ
た
。そ
ん
な
の
は
嫌
だ
、

嫌
だ
か
ら
変
え
よ
う
と
思
っ
た
。

食
の
力
、
ク
ラ
フ
ト
の
力

ど
う
し
た
ら
変
え
ら
れ
る
か
。
そ
の
答

え
の
一
つ
は
、
食
の
力
。
例
え
ば
ス
ペ
イ

ン
の
サ
ン
・
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
は
、
30
～
40

年
前
は
観
光
客
が
少
な
か
っ
た
が
、
シ
ェ

フ
た
ち
が
レ
シ
ピ
を
公
開
し
、
食
の
町
と

し
て
世
界
的
に
有
名
に
な
っ
た
。
食
は
強

い
ツ
ー
ル
で
あ
る
。

岩
瀬
で
の
活
動
の
ス
タ
ー
ト
は
、
改
修

し
た
古
い
建
築
物
に
入
っ
た
蕎
麦
屋
だ
っ

た
。
活
動
を
始
め
て
20
年
以
上
経
つ
が
、

い
ろ
ん
な
お
店
が
来
て
く
れ
た
。
現
在
、

例
え
ば
岩
瀬
大
町
・
新
川
町
通
り
に
は
寿

歴
史
的
景
観
を
活
か
し
た
美
し
い
街
並
み
形
成

―
富
山
市
岩
瀬
地
区
の
街
づ
く
り
―

桝田酒造店（写真は改修後のもの）現在の岩瀬大町・新川町通り（写真提供：富山市観光協会）

優
秀
賞

富
山
県
富
山
市

桝
田
隆
一
郎
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司
、
割
烹
、
イ
タ
リ
ア
ン
、
フ
レ
ン
チ
の

店
等
あ
る
が
、
北
陸
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド

に
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、
世
界
か
ら
「
こ
の

お
店
に
食
べ
に
行
き
た
い
」
と
思
わ
れ
る

よ
う
な
店
が
集
ま
っ
て
き
て
い
る
。
店
を

訪
れ
た
人
た
ち
が
日
本
を
、
日
本
酒
を
誇

り
に
思
っ
て
く
れ
て
い
る
。

ま
た
、
予
約
不
要
で
１
杯
２
０
０
円
か

ら
店
内
１
０
０
種
類
以
上
の
日
本
酒
「
満

寿
泉
」
を
試
飲
で
き
る
販
売
店
や
、
チ
ェ

コ
人
と
ス
ロ
バ
キ
ア
人
が
経
営
す
る
ビ
ー

ル
工
房
等
、
ま
ち
の
人
た
ち
、
富
山
の
人

た
ち
が
友
だ
ち
を
連
れ
て
簡
単
に
ア
ク
セ

ス
で
き
る
場
所
も
つ
く
り
、
よ
く
使
っ
て

も
ら
っ
て
い
る
。

も
う
一
つ
は
ク
ラ
フ
ト
の
力
。
岩
瀬
の

改
修
し
た
建
物
に
ガ
ラ
ス
、
彫
刻
、
漆
、

を
言
っ
て
く
れ
る
人
と
も
出
会
わ
せ
る
。

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
作
家
た
ち
の

力
も
高
ま
っ
て
い
る
。

足
り
な
い
の
は
ホ
テ
ル
。
今
も
岩
瀬
に

は
カ
ナ
ダ
人
と
日
本
人
の
夫
婦
で
経
営
し

て
い
る
宿
な
ど
数
軒
ホ
テ
ル
が
あ
る
が
、

宿
泊
の
選
択
肢
が
広
が
る
と
一
つ
次
の
ス

テ
ッ
プ
が
見
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
、
現
在
、
知
り
合
い
の
ホ
テ
ル
の
再
生

例
を
見
に
行
く
等
、
話
が
進
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら

自
分
と
し
て
は
計
画
性
も
な
く
、
岩
瀬

に
引
っ
越
し
て
き
た
い
と
い
う
人
の
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
相
談
所
と
な
っ
て
改
修
を
行
っ

て
き
た
。
人
に
会
う
の
は
嫌
い
な
ほ
う
だ

鍛
冶
、
絵
画
等
い
ろ
い
ろ
な
作
家
が
引
っ

越
し
て
き
て
い
る
が
、
そ
の
ク
ラ
フ
ト
の

力
は
、
欧
米
人
の
心
を
く
す
ぐ
る
力
が
と

て
も
強
い
。
そ
こ
で
、
例
え
ば
ガ
ラ
ス
作

家
に
は
「
君
の
敵
は
エ
ル
メ
ス
や
ル
イ
・

ヴ
ィ
ト
ン
だ
よ
。
そ
う
い
う
ブ
ラ
ン
ド
と

戦
っ
て
、
自
分
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
つ
く
ら

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
ガ
ラ
ス
の
歴
史
が

２
０
０
０
年
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
２
０
０

０
年
の
な
か
で
自
分
の
名
前
を
ど
う
残
す

か
と
い
う
こ
と
は
考
え
な
け
れ
ば
。
君
の

ラ
イ
フ
は
そ
ん
な
の
で
い
い
の
？
」
な
ど

と
伝
え
な
が
ら
日
々
作
家
た
ち
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
高
め
て
い
る
。彼
ら
の
と
こ
ろ
に
は
、

彼
ら
の
た
め
に
な
る
人
し
か
案
内
し
な

い
。
彼
ら
の
フ
ァ
ン
で
、
作
品
を
買
っ
て

く
れ
る
人
だ
け
で
は
な
く
、
辛し

ん

辣ら
つ

な
意
見

が
、
自
分
が
会
い
た
い
と
思
う
人
が
岩
瀬

に
来
て
く
れ
て
、
ま
ち
を
案
内
す
る
の
は

楽
し
い
。
最
初
は
個
人
で
活
動
し
て
い
た

が
、北
前
船
廻
船
問
屋
と
し
て
栄
え
た「
岩

瀬
五
大
家
」
の
一
つ
で
あ
る
米
田
家
当
主

に
相
談
し
て
い
た
と
き
に
、
一
人
で
は
な

く
複
数
人
で
支
え
る
仕
組
み
を
つ
く
っ
た

ほ
う
が
よ
い
と
の
話
が
あ
っ
た
た
め
、
岩

瀬
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
を
設
立
し
た
。

悩
ん
で
い
る
人
か
ら
相
談
を
受
け
て
活
動

す
る
の
で
、
年
ご
と
の
改
修
件
数
に
は
波

が
あ
る
が
、
現
在
四
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
進
行
中
で
あ
り
、
第
４
の
波
が
き
て
い

る
よ
う
に
思
う
。

築
１
０
０
年
以
上
の
空
き
家
に
は
物
が

た
く
さ
ん
あ
り
大
変
だ
か
ら
か
、
持
ち
主

は
す
ぐ
に
売
ろ
う
と
し
て
く
れ
な
い
も
の

だ
が
、
曾
祖
父
の
代
か
ら
続
く
地
元
酒
屋

と
し
て
の
長
年
の
つ
な
が
り
が
あ
り
、
家

や
店
の
再
生
例
も
見
て
も
ら
え
て
い
る
の

で
、
我
々
に
だ
っ
た
ら
売
っ
て
も
い
い
と

い
う
方
が
多
い
。
改
修
で
は
、
引
っ
越
し

た
い
人
た
ち
の
人
生
が
ハ
ッ
ピ
ー
に
な
る

よ
う
な
も
の
に
す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い

る
。
明
治
大
正
期
等
の
古
い
建
物
に
戻
そ

う
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
詳
細

に
つ
い
て
話
し
合
い
を
進
め
る
結
果
、
古

い
建
物
と
同
じ
も
の
に
な
る
。
目
が
求
め

て
い
る
も
の
は
今
も
昔
も
同
じ
な
ん
だ

な
、
と
感
じ
る
。
こ
の
店
の
料
理
が
食
べ

た
い
、
誰
々
の
作
品
が
見
た
い
な
ど
、
目

的
を
持
っ
た
人
が
集
ま
る
ま
ち
に
な
れ
ば

よ
い
と
思
う
。

陶芸作家ギャラリー

日本酒「満寿泉」を試飲できる「沙石」

酒屋。奥にフレンチレストラン、ガラス工房等がある
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東
京
と
真
逆
の
場
所
で

勝
負
し
よ
う

２
０
０
３
年
に
東
京
都
に
Ｉ
Ｔ
企
業
サ

イ
フ
ァ
ー
・
テ
ッ
ク
（
株
）
を
創
業
し
た

私
は
、
経
営
に
行
き
づ
ま
っ
て
い
た
。
今

と
な
っ
て
は
不
見
識
だ
っ
た
自
分
を
恥
じ

入
る
の
だ
が
、
若
者
が
溢
れ
る
東
京
で
人

材
採
用
に
苦
労
す
る
と
は
想
定
外
。
社
業

を
拡
大
し
よ
う
に
も
、
企
業
ひ
し
め
く
東

京
で
無
名
の
零
細
ベ
ン
チ
ャ
ー
は
見
向
き

も
さ
れ
ず
、採
用
コ
ス
ト
ば
か
り
浪
費
し
、

経
営
者
と
し
て
の
自
信
も
失
い
か
け
て
い

た
。「
こ
の
ま
ま
で
は
つ
ぶ
れ
る
」。
窮
地

に
陥
っ
た
私
は
「
日
本
一
の
都
市
で
ダ
メ

な
ら
、真
逆
の
環
境
で
勝
負
し
よ
う
」
と
、

賭
け
に
出
た
。
２
０
１
２
年
、
東
京
で
の

採
用
を
諦
め
、
人
口
７
０
０
０
人
足
ら
ず

の
過
疎
が
進
む
故
郷
、
徳
島
県
美
波
町
に

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
設
立
し
た
。
サ

ー
フ
ィ
ン
や
釣
り
な
ど
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
メ
ッ
カ
で
あ
る
同
町

で
、
仕
事
も
遊
び
も
両
立
で
き
る
生
き
方

「
半
Ｘ
半
Ｉ
Ｔ
（
Ｘ
に
は
個
人
の
趣
味
が

入
る
）」
を
提
唱
し
た
の
で
あ
る
。
地
方

創
生
戦
略
が
ス
タ
ー
ト
す
る
以
前
。
東
京

の
Ｉ
Ｔ
企
業
が
過
疎
地
に
進
出
と
い
う
珍

現
象
？
は
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ

ら
れ
、
サ
ー
フ
ィ
ン
好
き
、
農
作
業
を
や

り
た
い
、
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
が
趣
味
、
そ
ん

な
若
者
が
次
々
と
集
ま
り
、
同
町
進
出
か

ら
わ
ず
か
な
間
に
社
員
数
が
３
倍
に
も
な

っ
た
。
都
市
で
抱
え
た
悩
み
を
過
疎
地
が

解
決
し
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

美
波
町
の
小
さ
な
集
落
に
突
如
現
れ
た

若
者
た
ち
に
、
地
域
の
方
た
ち
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
お
声
が
か
か
っ
た
。共
同
草
刈
り
、

お
祭
り
の
手
伝
い
、
消
防
団
へ
の
加
入
な

ど
、
都
市
部
か
ら
の
移
住
社
員
は
、
珍
し

さ
も
手
伝
い
、
楽
し
み
な
が
ら
地
域
活
動

に
参
加
し
た
と
こ
ろ
、「
お
前
た
ち
が
来

て
、
集
落
が
元
気
に
な
っ
て
き
た
！
」
と

喜
び
の
声
を
頂
い
た
。
気
を
良
く
し
た
私

た
ち
は
、翌
年
に
は
同
町
に
本
社
を
移
し
、

地
域
企
業
の
道
を
選
択
し
た
。

過
疎
地
こ
そ
日
本
の
最
先
端
だ

経
営
課
題
を
解
決
で
き
た
経
営
者
の

私
、
平
日
で
も
趣
味
と
仕
事
を
両
立
で
き

る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
手
に
し
た
社
員
、

そ
し
て
、
人
口
減
や
若
者
流
出
に
悩
む
過

疎
地
に
も
福
音
に
な
る
。「
こ
の
〝
三
方

良
し
〟
を
拡
げ
た
い
」
と
考
え
た
私
は
、

２
０
１
３
年
、
地
域
振
興
を
事
業
と
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
ベ
ン
チ
ャ
ー
（
株
）
あ
わ
え

を
設
立
し
た
。
自
ら
が
過
疎
地
で
営
み
、

人
口
減
少
社
会
下
で
発
症
す
る
課
題
を
美

波
町
の
地
方
創
生
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
し

て
官
民
協
働
で
解
き
、
そ
し
て
、
そ
の
処

方
箋
を
全
国
に
届
け
る
。
半
世
紀
で
人
口

が
半
減
し
た
急
速
な
過
疎
化
が
進
む
美
波

町
は
、
当
社
に
と
っ
て
、
日
本
の
最
先
端

で
あ
り
、
社
会
課
題
解
決
薬
を
開
発
す
る

研
究
所
に
し
て
臨
床
の
場
。
こ
こ
で
効
能

を
発
揮
し
た
処
方
箋
は
、
き
っ
と
全
国
で

必
要
と
さ
れ
る
。
そ
ん
な
予
感
を
持
っ
て

の
創
業
だ
っ
た
。

奪
い
合
わ
な
い
地
方
創
生

２
０
１
４
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
地
方
創

生
は
、
都
市
か
ら
地
方
へ
の
人
の
流
れ
を

創
出
す
る
こ
と
で
、
国
全
体
の
活
力
底
上

げ
を
目
指
し
て
い
る
。
地
方
創
生
推
進
交

付
金
な
ど
を
財
源
に
、
各
地
で
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
見
方

を
変
え
る
と
、
人
口
減
少
社
会
日
本
の
、

少
な
い
若
者
を
、
さ
ら
に
希
少
な
子
ど
も

ま
で
を
、
都
市
と
地
方
、
地
方
と
地
方
、

と
き
に
隣
町
ど
う
し
で
奪
い
合
っ
て
い
る

多
選
社
会
で
「
に
ぎ
や
か
な
過
疎
」
を
目
指
す

―
人
口
減
少
時
代
の
地
域
づ
く
り
―

●

吉
田
　
基
晴

株
式
会
社
あ
わ
え
代
表
取
締
役

移住者が責任者となって秋祭りの準備を進める

優
秀
賞

徳
島
県
美
波
町

株
式
会
社
あ
わ
え
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と
も
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
減
る
も
の

の
奪
い
合
い
の
先
に
、
果
た
し
て
明
る
い

結
果
は
あ
る
の
か
。
そ
う
し
た
疑
念
の
先

で
、
私
た
ち
が
た
ど
り
着
い
た
の
は
、「
奪

い
合
い
で
は
な
く
、
シ
ェ
ア
」
の
概
念
。

個
か
ら
見
れ
ば
、「
都
市
と
地
方
を
両
方

が
持
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
知
見
。
社
と
し
て

地
域
に
関
わ
り
価
値
創
造
（
生
産
活
動
）

に
取
り
組
み
、
個
と
し
て
も
地
域
活
動
に

参
加
し
て
く
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
彼
ら
を

美
波
町
が
占
有
す
る
必
要
は
な
い
。ま
た
、

徳
島
県
教
育
委
員
会
と
共
創
し
た
２
地
域

就
学
制
度
「
デ
ュ
ア
ル
ス
ク
ー
ル
」
で
も
、

住
民
票
の
異
動
な
し
に
、
都
市
部
の
児
童

生
徒
が
徳
島
県
の
小
中
学
校
に
一
定
期
間

通
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
子
ど

も
の
シ
ェ
ア
だ
。
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
在

宅
テ
レ
ワ
ー
ク
の
拡
大
は
、
地
域
づ
く
り

に
お
い
て
も
追
い
風
と
な
る
が
、
こ
の
デ

ュ
ア
ル
ス
ク
ー
ル
に
よ
り
家
族
で
の
多
地

域
関
与
が
可
能
に
な
る
。

こ
う
し
た
、
占
有
を
ゴ
ー
ル
と
し
な
い

地
方
創
生
施
策
の
結
果
、
美
波
町
に
は
20

社
を
超
え
る
都
市
部
か
ら
の
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
企
業
集
積
に
加
え
、
飲
食
店
の

出
店
も
相
次
ぐ
。
３
大
都
市
圏
か
ら
の
人

口
流
入
超
過
が
毎
年
の
よ
う
に
見
ら
れ
、

２
０
４
０
年
の
未
来
推
計
人
口
も
平
成
25

年
―
同
30
年
比
較
で
９
％
の
上
昇
が
見
ら

れ
る
に
至
っ
た
。
今
、
美
波
町
で
は
「
過
疎

化
が
進
ん
で
も
に
ぎ
や
か
な
町
」
を
目
指

し
〝
に
ぎ
や
か
そ
（
に
ぎ
や
か
な
過
疎
）〟

を
町
づ
く
り
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
定
め

た
。「
未
来
な
ん
て
変
え
ら
れ
る
」の
で
あ
る
。

に
ぎ
や
か
な
過
疎
を
全
国
に

「
過
疎
化
は
進
め
ど
、
内
外
か
ら
人
が

集
い
、
新
し
い
挑
戦
が
起
こ
る
に
ぎ
や
か

な
状
態
」
こ
れ
は
、美
波
町
だ
け
で
な
く
、

選
べ
る
」
よ
う
な
〝
多
選
社
会
〟
の
実
現
。

美
波
町
と
協
働
す
る
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
誘
致
で
は
、
本
社
の
移
転
や
、
事
業
所

登
記
、
社
員
の
住
民
票
の
異
動
を
問
わ
な

い
。
本
当
に
必
要
な
の
は
、
登
記
上
の
所

属
で
は
な
く
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
や
若
者

人
口
減
少
期
に
突
入
し
た
日
本
が
目
指
す

べ
き
姿
で
は
な
い
か
。
当
社
は
美
波
町
で

〝
創
薬
〟
し
た
人
口
減
少
社
会
下
の
地
域

づ
く
り
の
在
り
方
を
、
全
国
に
届
け
て
い

る
。
過
疎
地
や
中
山
間
地
域
で
も
可
能
な

企
業
誘
致
形
態
「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

誘
致
支
援
」
や
「
起
業
創
業
の
誘
発
・
促

進
支
援
」、
多
地
域
就
学
制
度
「
デ
ュ
ア

ル
ス
ク
ー
ル
」
で
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
・
ポ
リ

シ
ー
の
立
案
か
ら
候
補
者
と
の
出
会
い
、

進
出
後
の
フ
ォ
ロ
ー
に
ま
で
寄
り
添
う
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
施
策
推
進
を
財
源
面

で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
「
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
募
集
支
援
」
な
ど
の
各
種
サ
ー
ビ

ス
は
、
累
計
で
全
国
３
０
０
に
迫
る
自
治

体
に
提
供
す
る
に
至
っ
た
。

各
地
で
の
地
域
づ
く
り
の
実
践
ノ
ウ
ハ

ウ
が
、
当
社
を
通
じ
て
美
波
町
に
も
徳
島

県
に
も
還
元
さ
れ
、
ま
た
、
他
地
域
に
も

共
有
展
開
さ
れ
る
こ
と
は
、
国
全
体
の
効

果
的
な
地
方
創
生
に
も
寄
与
す
る
と
考
え

て
い
る
。

こ
れ
か
ら

当
社
は
２
０
２
１
年
に
、
デ
ュ
ア
ル
ス

ク
ー
ル
の
全
国
イ
ン
フ
ラ
化
な
ど
、
新
時

代
の
学
び
の
あ
り
方
を
創
造
す
る
「（
一

社
）
ミ
ラ
イ
の
学
校
」、
森
林
を
中
心
と

し
た
経
済
活
動
や
地
域
づ
く
り
を
進
め
る

「（
株
）
四
国
の
右
下
木
の
会
社
」
の
２
法

人
を
設
立
し
た
。
地
域
で
自
ら
の
実
践
で

創
っ
た
処
方
箋
を
、
こ
れ
か
ら
も
全
国
に

届
け
て
い
き
た
い
。

ほとんどが移住者である「四国の右下木の会社」メンバー 明治時代の古銭湯をリノベーションした本社

“にぎやかそ”のロゴマーク デュアルスクールで藍染体験をする子どもたち
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●

樋
口
　
純
子

身
延
山
覚
林
坊

世
界
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に

載
る
町
を
目
指
し
て

私
が
東
京
か
ら
身
延
に
嫁
い
で
き
た
の

は
30
年
前
。
嫁
ぎ
先
は
、
日
蓮
宗
総
本
山

身
延
山
久
遠
寺
の
お
膝
元
に
あ
る
宿
坊
の

一
軒
で
、
創
建
５
５
０
年
、
目
と
学
業
守

護
の
寺
「
覚
林
坊
」
で
す
。
そ
の
頃
は
、

バ
ブ
ル
崩
壊
直
後
で
し
た
が
、
ま
だ
身
延

に
は
た
く
さ
ん
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま

し
た
。
観
光
客
と
参
拝
団
体
の
お
食
事
や

お
参
り
の
お
世

話
、
同
居
し
修

行
す
る
沙
弥
た

ち
の
お
世
話
に

追
わ
れ
な
が

ら
、
３
人
の
子

ど
も
を
育
て
、

あ
っ
と
い
う
間

に
30
年
身
延
で

生
か
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

気
が
つ
け
ば

身
延
は
年
々
閑

散
と
し
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
門
前
町

も
か
つ
て
の
勢
い
を
失
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
身
延
に
若
者
が
帰
っ
て
き
て
く
れ

た
ら
…
…
お
客
様
が
戻
っ
て
く
れ
た
ら

…
…
と
考
え
だ
し
、「
身
延
を
世
界
中
の

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
載
る
町
に
し
た
い
」と
、

８
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
夢
に
向
か
っ
て
進
み

始
め
ま
し
た
。

「
自
我
寺
参
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」　

そ
の
私
が
考
え
る
身
延
の
ビ
ジ
ョ
ン
は

「
自じ

我が

寺じ

参さ
ん

」。
身
延
を
訪
れ
る
人
た
ち
に

そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ
ル
で
お
寺
参
り
を
楽

し
ん
で
も
ら
い
た
い
、
そ
ん
な
思
い
を
込

め
た
造
語
で
す
。
元
々
よ
そ
者
の
私
の
目

で
「
変
え
て
は
な
ら
な
い
と
こ
ろ
と
、
変

え
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
こ
ろ
」
を
精
査

し
、
訪
れ
る
人
も
私
た
ち
も
と
も
に
ハ
ッ

ピ
ー
に
な
り
、
子
ど
も
た
ち
が
自
慢
で
き

る
、
帰
っ
て
き
た
く
な
る
町
に
し
た
い
と

い
う
夢
に
向
か
っ
て
、
ま
ず
は
私
の
施
設

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
イ
を
始
め
ま
し
た
。

①
地
域
資
源
で
あ
る
湯
葉
や
、
あ
け
ぼ
の

大
豆
を
使
い
、
お
寺
で
の
ラ
ン
チ
「
お

て
ら
ん
ち
」
を
始
め
、
バ
ス
ツ
ア
ー
を

受
け
ま
し
た
。
デ
ザ
ー
ト
は
山
梨
の
廃

棄
フ
ル
ー
ツ
を
コ
ン
フ
ィ
チ
ュ
ー
ル
に

し
、
豆
乳
の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
の
ト
ッ

ピ
ン
グ
に
。

②
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
を
身
延
へ
集
客
し
、

２
０
１
９
年
に
は
ゲ
ス
ト
の
50
％
が
欧

米
系
外
国
人
に
な
り
ま
し
た
。
ワ
シ
ン

ト
ン
・
ポ
ス
ト
や
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ジ
オ

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
の
取
材
を
受
け
、
知
事

表
彰
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

③
こ
の
エ
リ
ア
な
ら
で
は
の
体
験
コ
ン
テ

ン
ツ
と
し
て
、
ヨ
ガ
、
お
茶
、
和
紙
す

き
、
ハ
ン
コ
彫
、
写
経
、
着
物
体
験
の

提
供
。

④
自
然
を
満
喫
で
き
る
フ
リ
ー
テ
ラ
ス
、

桜さ
く
ら

寺て
ら

栖す

を
作
り
ま
し
た
。

⑤
地
域
の
お
祭
り
を
宿
泊
客
に
楽
し
ん
で

も
ら
う
た
め
の
お
祭
り
体
験
の
提
供
。

⑥
県
内
外
、
国
外
の
大
学
生
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
・
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
の

受
け
入
れ
。

⑦
移
住
や
二
拠
点
居
住
の
ス
タ
ッ
フ
の
受

け
入
れ
と
活
躍
の
サ
ポ
ー
ト
。
彼
ら
の

考
え
方
や
ス
キ
ル
に
よ
っ
て
私
の
事
業

に
ス
ピ
ー
ド
と
躍
動
感
が
プ
ラ
ス
さ

れ
、〝
人
は
石
垣
〞
で
あ
る
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。

⑧
身
延
の
新
し
い
お
土
産
物
の
一
つ
と
し

て
寺じ

ビ
ー
ル
を
開
発
、
販
売
。

そ
し
て
、
50
歳
に
な
っ
て
株
式
会
社
を

つ
く
り
、
築
90
年
の
お
屋
敷
を
改
修
し
た

迎
賓
館
え
び
す
屋
を
運
営
。
今
は
地
域
唯

一
の
温
泉
復
活
に
向
け
て
動
き
出
そ
う
と

し
て
い
ま
す
。
は
じ
め
は
考
え
も
つ
か
な

か
っ
た
事
に
発
展
し
自
分
で
も
び
っ
く
り

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
が
未
来
の
子
ど
も
た
ち
の
仕
事

の
き
っ
か
け
や
、
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
ら
う

れ
し
い
で
す
。
世
界
中
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

に
載
る
町
に
な
る
日
ま
で
、
も
う
少
し
頑

張
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

―
創
建
５
５
０
年
の
宿
坊
か
ら
の

地
域
活
性
化
―

覚林坊のランチ「おてらんち」

築 90 年の屋敷を改修した迎賓館「えびす屋」

奨
励
賞

山
梨
県
身
延
町

樋
口
純
子
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キ
ャ
ッ
セ
ン
大
船
渡
の
設
立
ま
で

当
社
は
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た

大
船
渡
市
の
大
船
渡
駅
周
辺
地
区
（
以
下

「
駅
周
辺
地
区
」）
に
お
い
て
、
エ
リ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
担
う
ま
ち
づ
く
り
会
社
で
す
。

大
船
渡
市
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

津
波
で
被
災
し
た
市
街
地
の
再
編
に
際
し

て
、
買
い
上
げ
た
土
地
を
津
波
復
興
拠
点

区
域
（
以
下
「
拠
点
区
域
」）
と
し
て
整
備

し
、
駅
周
辺
地
区
の
中
心
部
に
地
場
資
本

を
中
心
と
し
た
商
業
業
務
施
設
を
誘
致
す

る
こ
と
で
、
震
災
以
前
の
よ
う
な
〝
歯
抜

け
商
店
街
〞
に
な
ら
な
い
街
の
あ
り
方
を

検
討
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
検
討
を
進
め

る
中
で
、
事
業
実
施
の
意
向
を
持
っ
た
企

業
や
共
同
体
６
者
と
市
、
商
工
会
議
所
、

市
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
パ
ー
ト
ナ
ー

で
あ
る
大
和
リ
ー
ス
株
式
会
社
は
、
ま
ち

づ
く
り
の
意
思
決
定
機
関
「
官
民
連
携
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
協
議
会
内
に
「
ま
ち
づ
く
り
会

社
設
立
準
備
室
」
を
設
置
。
市
や
商
工
会

議
所
、
大
和
リ
ー
ス
、
地
元
企
業
、
金
融

機
関
か
ら
の
出
資
を
受
け
、
民
間
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
か
し
や
す
い
形
態
で
株
式
会
社

キ
ャ
ッ
セ
ン
大
船
渡
を
設
立
し
ま
し
た
。

借
地
人
の
「
分
担
金
」
で

事
業
資
金
確
保

一
般
的
に
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

事
業
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
恒
常
的
な
事

業
資
金
の
捻
出
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま

す
。
当
拠
点
区
域
の
借
地
人
は
、
市
が
独

自
で
定
め
る
規
則
に
よ
り
、
地
代
の
減
額

を
受
け
る
代
わ
り
に
、
減
額
さ
れ
た
額
の

一
部
を
「
分
担
金
」
と
し
て
キ
ャ
ッ
セ
ン

大
船
渡
へ
拠
出
す
る
ほ
か
、
一
部
を
借
地

人
独
自
の
取
り
組
み
と
地
区
の
将
来
の
た

め
に
投
資
で
き
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

当
社
で
は
、
こ
の
仕
組
み
に
よ
り
各
借

地
人
か
ら
拠
出
さ
れ
る
「
分
担
金
」
を
エ

リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
原
資
と
し
、
駅
周

辺
地
区
の
建
物
、
サ
イ
ン
な
ど
の
景
観
の

統
一
を
図
り
、
そ
れ
ら
を
維
持
す
る
と
と

も
に
、
誘
客
や
販
売
促
進
活
動
等
を
通
じ

た
街
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

各
種
事
業
を
年
１
０
０
回
実
施

当
社
の
事
業
実
施
方
針
は
、
①
過
去
に

基
づ
き
未
来
を
予
測
す
る
②
縮
退
す
る
地

域
経
済
を
勘
案
し
機
能
を
置
き
換
え
て
い

く
③
ま
ち
の
文
化
を
次
世
代
へ
継
承
す
る

④
ア
イ
デ
ア
創
出
の
た
め
に
組
織
外
の
力

も
借
り
る
―
―
の
四
つ
で
す
。

そ
の
方
針
に
基
づ
き
、
年

１
０
０
回
程
度
、「
消
費
者
」

と
「
生
活
者
」
に
向
け
た
各

種
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

一
例
と
し
て
、
２
０
１
９

年
３
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
お

ふ
な
と
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

と
と
も
に
設
立
し
た
「
大
船

渡
ま
ち
も
り
大
学
」
と
い
う

学
び
の
場
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
ま
ち
の
次
世
代
の
担

い
手
等
を
育
成
し
て
い
く
た

め
の
も
の
で
、
設
立
当
初
は

参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
社
会

人
中
心
で
し
た
が
、
現
在
は

高
校
生
も
常
時
30
名
ほ
ど
参

画
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
意
識
に

基
づ
く
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
案
し
、

商
店
街
の
活
性
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生

な
ど
の
テ
ー
マ
に
応
じ
た
取
り
組
み
を
企

画
・
実
行
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
の
新
し
い
取
り
組
み
と
し

て
、
音
声
Ａ
Ｒ
（
利
用
者
の
位
置
情
報
に

応
じ
て
音
声
を
提
供
す
る
仕
組
み
）
の
技

術
を
活
用
し
て
避
難
訓
練
と
ま
ち
歩
き
を

行
な
う
体
験
型
ゲ
ー
ム
「
防
災
×
観
光
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
『
あ
の
日
』
〜
大
船
渡
か

ら
の
贈
り
物
」
の
リ
リ
ー
ス
を
準
備
中
で

す
（
２
０
２
２
年
６
月
正
式
リ
リ
ー
ス
予

定
）。
災
害
を
経
験
し
た
地
域
独
自
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
で
き
ま
す
。

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
大
船
渡

市
へ
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

官
民
連
携
で
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

―
復
興
ま
ち
づ
く
り
か
ら

そ
の
先
の
未
来
づ
く
り
へ
―

●

千
葉
　
隆
治

株
式
会
社
キ
ャ
ッ
セ
ン
大
船
渡

ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

エリアマネジメント事業資金（分担金）の仕組み

まちもり大学の様子大船渡駅前の全景

団
体
表
彰

岩
手
県
大
船
渡
市

株
式
会
社
キ
ャ
ッ
セ
ン
大
船
渡
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年
間
約
１
万
人
が

「
遠
野
の
暮
ら
し
」
体
感

「
遠
野
ら
し
さ
」
を
提
供
す
る

遠
野
市
（
２
０
２
２
年
１
月
現
在
、
人

口
２
万
５
５
２
６
人
）
は
、
典
型
的
な
寒

冷
地
の
中
山
間
地
域
に
あ
る
盆
地
で
あ

る
。
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
各
種
の
産
業

や
既
存
の
観
光
も
長
年
低
迷
が
続
い
て
い

る
。
そ
う
し
た
中
で
、『
遠
野
物
語
』
な

ど
の
伝
説
、
昔
話
に
代
表
さ
れ
る
「
遠
野

ら
し
い
暮
ら
し
ぶ
り
」
や
四
季
の
自
然
景

観
を
求
め
て
訪
れ
る
人
が
年
々
増
え
て
お

り
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
そ
の
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
て
い
る
。

遠
野
で
は
20
年
前
か
ら
地
元
の
人
の
魅

力
や
そ
の
暮
ら
し
ぶ
り
、
伝
統
文
化
等
を

活
用
し
た
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
官

民
協
働
か
つ
草
の
根
型
活
動
と
し
て
実
践

し
て
い
る
。
そ
の
推
進
を
担
う
団
体
と
し

て
２
０
０
３
年
度
に
特
定
非
営
利
活
動
法

人
遠
野
山
・
里
・
暮
ら
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
以
下
「
山
里
ネ
ッ
ト
」）
を
設
立
し
た
。

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
企
画
の
一

つ
は
、
遠
野
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の

合
宿
免
許
教
習
の
合
間
に
民
宿

な
ど
に
宿
泊
し
、
遠
野
を
体
感

で
き
る
タ
イ
プ
。
15
日
間
の
教

習
に
近
年
は
約
６
０
０
人
が
利

用
し
、
年
間
の
宿
泊
は
お
お
む

ね
９
０
０
０
人
・
泊
に
上
る
。

も
う
一
つ
は
、
県
の
制
度
に
基

づ
く
民
泊
で
、
現
在
約
１
０
０

軒
程
度
が
受
け
入
れ
、
年
間
平

均
２
０
０
０
人
・
泊
と
な
っ
て

い
る
。
主
に
小
中
学
校
の
教
育

旅
行
と
一
般
旅
行
客
が
対
象
で
あ
る
。

こ
う
し
た
機
運
の
高
ま
り
が
ビ
ジ
ネ
ス

化
を
促
し
、
起
業
し
た
農
家
民
宿
は
約
20

軒
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
も
増
え
て
い
る
。

何
よ
り
大
事
に
し
て
い
る
の
は
、
旅
行
者

と
の
交
流
を
通
じ
て
、
こ
こ
で
暮
ら
す
人

が
地
元
の
す
ば
ら
し
さ
に
気
づ
く
こ
と
、

そ
れ
が
地
域
の
フ
ァ
ン
を
広
げ
、
こ
の
地

域
の
未
来
を
育
て
る
い
ち
ば
ん
の
力
に
な

っ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

「
遠
野
の
旅
」
の

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
開
設

第
３
種
旅
行
業
の
免
許
を
有
す
る
山
里

ネ
ッ
ト
の
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
販

売
店
舗
「
遠
野
旅
の
産
地
直
売
所
」
を
遠

野
駅
前
に
２
０
１
９
年
９
月
に
開
設
し

た
。
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
町
場
の
暮
ら
し

ぶ
り
な
ど
を
体
感
・
体
験
す
る
「
ま
ち
ぶ

ら
」、
農
山
村
の
暮
ら
し
や
収
穫
体
験
、

馬
と
の
触
れ
合
い
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク

な
ど
を
体
験
す
る
「
さ
と
ぶ
ら
」、
農
家

の
暮
ら
し
を
体
感
す
る
「
農
家
民
宿
」、

そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
な

ど
の
造
成
、
販
売
、
宣
伝
な
ど
を
す
る
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
機
能
で
あ
る
。

そ
の
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
影
響
に
よ
る
旅
行
者
の
激
減
と

い
う
事
態
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

「
コ
ロ
ナ
禍
だ
け
ど
で
き
る
こ
と
」
を
モ

ッ
ト
ー
に
新
し
い
こ
と
に
も
取
り
組
み
、

①
地
元
の
人
が
地
元
で
楽
し
む
「
遠
野
市

民
限
定
超
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
②
リ

ピ
ー
タ
ー
と
の
縁
を
つ
な
ぐ
、
オ
ン
ラ
イ

ン
を
活
用
し
た
ツ
ア
ー
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
等
の
「
遠
野
旅
の
オ
ン
ラ
イ
ン
産
直
」

③
農
家
民
宿
や
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
の
開
業

支
援
や
体
制
強
化
―
―
な
ど
、
交
流
や
活

動
を
継
続
さ
せ
た
。

今
後
も
「
遠
野
を
体
感
す
る
こ
と
」
を

大
事
に
し
な
が
ら
、
農
山
村
の
暮
ら
し
や

文
化
、
歴
史
、
人
の
魅
力
を
体
感
す
る
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
通
し
た
地
域
づ

く
り
を
継
続
し
て
い
く
。

―
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
通
し
た

地
域
づ
く
り
―

●

田
村　

隆
雅

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
遠
野
山
・
里
・
暮
ら
し

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
任
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

コロナ禍でも好評のマウンテンバイクツアー

町場のちょっと変わった体験ができる「まちぶら」

農村の暮らしを体感する「農家民宿」

団
体
表
彰

岩
手
県
遠
野
市

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
遠
野
山
・
里
・
暮
ら
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
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「
そ
ば
」
を
核
と
し
た

地
域
お
こ
し
活
動

―
ふ
る
さ
と
を
守
り
、
つ
な
い
で
い
く
―

宝ほ
う

谷や

地
区
は
山
形
県
鶴
岡
市
の
櫛
引
地

域
に
あ
る
標
高
２
５
０
㍍
の
高
台
に
位
置

す
る
中
山
間
地
域
で
人
口
87
人
、
全
26
世

帯
の
小
さ
な
集
落
で
す
。
宝
谷
よ
り
上
に

集
落
は
な
く
、
目
的
が
な
け
れ
ば
外
の
人

は
訪
れ
な
い
、
静
か
で
の
ど
か
な
集
落
で

す
。そ

ば
栽
培
、

そ
の
き
っ
か
け
と
活
用

米
の
減
反
政
策
が
進
め
ら
れ
、
転
作
作

物
と
し
て
、
宝
谷
で
は
そ
ば
を
栽
培
す
る

農
家
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
一
方
で
、

立
地
の
不
便
さ
か
ら
農
地
を
放
棄
す
る
農

家
も
出
て
き
た
た
め
、
地
区
存
続
に
危
機

感
を
抱
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、

地
区
再
生
と
地
区
の
農
業
経
営
の
安
定
化

を
目
的
に
住
民
同
士
で
話
し
合
い
、
転
作

田
の
団
地
化
と
そ
ば
栽
培
の
本
格
化
を
決

定
し
、そ
ば
で
地
域
活
性
化
を
図
る
べ
く
、

個
人
単
位
の
農
業
か
ら
力
を
合
わ
せ
る
共

同
作
業
の
農
業
へ
と
転
換
し
て
い
き
ま
し

た
。年

々
、
そ
ば
の
作
付
面
積
も
増
え
、
宝

谷
で
と
れ
た
そ
ば
を
宝
谷
で
活
用
し
た
い

と
、
農
業
体
験
学
習
等
活
動
施

設
「
ふ
る
さ
と
む
ら
宝
谷
」
を

旧
櫛
引
町
が
開
設
し
、
翌
年
そ

ば
屋
も
併
設
し
ま
し
た
。
と
同

時
に
、
宝
谷
全
戸
が
加
入
す
る

「
ふ
る
さ
と
む
ら
宝
谷
運
営
管

理
組
合
」
を
設
立
し
、
集
落
ぐ

る
み
で
そ
の
管
理
・
運
営
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
集
落
内
の
就

労
と
雇
用
の
場
の
創
出
に
も
つ

な
が
り
ま
し
た
。
宝
谷
産
そ
ば

「
で
わ
宝
」
を
使
用
し
た
そ
ば
屋
の
運
営

を
主
に
、
そ
ば
の
加
工
か
ら
販
売
、
そ
ば

打
ち
体
験
、
宿
泊
施
設
や
キ
ャ
ン
プ
場
、

農
業
体
験
な
ど
、
豊
か
な
自
然
に
触
れ
な

が
ら
の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
楽
し
め

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
ば
の
花
咲
く
９
月
に

集
客
イ
ベ
ン
ト

当
初
、
地
区
内
だ
け
で
あ
っ
た
収
穫
祭

を
「
新
そ
ば
祭
り
」
に
切
り
換
え
、
地
域

内
に
人
を
呼
び
込
む
形
で
の
地
域
づ
く
り

を
展
開
し
ま
し
た
。
地
区
住
民
が
総
出
で

準
備
、
運
営
す
る
ほ
か
、
地
元
の
大
学
生

も
協
力
に
来
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、「
宝

谷
の
大
自
然
×
宝
谷
そ
ば
」
の
マ
ッ
チ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
、
そ
ば
の
豊
穣
祈
願
祭
、
宝

谷
そ
ば
「
お
花
見
カ
フ
ェ
」
を
、
一
面
そ

ば
の
花
畑
が
広
が
る
９
月
に
開
催
し
て
い

ま
す
。
花
畑
の
中
で
生
演
奏
を
聴
き
な
が

ら
、
そ
ば
粉
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
が
堪
能

で
き
る
と
好
評
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

今
後
の
展
望

そ
ば
を
核
と
し
、
地
域
活
性
化
に
地
区

住
民
が
一
体
と
な
り
取
り
組
み
、
20
年
が

経
過
し
ま
し
た
。

あ
の
時
決
断
し
、
継
続
し
て
取
り
組
ん

で
き
た
こ
と
が
「
宝
谷
」
と
い
う
地
名
を

広
め
、
新
た
な
人
た
ち
と
の
出
会
い
と
交

流
を
生
み
、
わ
ず
か
26
世
帯
の
小
集
落
に

年
間
５
０
０
０
人
も
の
方
が
足
を
運
ん
で

く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
こ
こ
で
し
か
で
き
な
い
活
動
、

こ
こ
で
し
か
味
わ
え
な
い
「
宝
谷
そ
ば
」

を
守
り
、
後
世
に
つ
な
ぎ
な
が
ら
、
そ
ば

の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、
全
国
展
開
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

四
季
折
々
の
自
然
の
恵
み
、
美
味
し
い

空
気
や
き
れ
い
な
水
、
高
台
か
ら
見
下
ろ

す
庄
内
平
野
の
眺
望
、
温
か
な
人
と
の
交

流
な
ど
、
素
晴
ら
し
い
〝
宝
〞
が
た
く
さ

ん
あ
る
宝
谷
で
、
全
国
の
皆
さ
ま
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

●

本
間
　
与
一

ふ
る
さ
と
む
ら
宝
谷

運
営
管
理
組
合
組
合
長

新そばまつりで行われる 200ｍの流しそば

そば刈り取り作業

お花見カフェでの「豊穣祈願音楽祭」

団
体
表
彰

山
形
県
鶴
岡
市

ふ
る
さ
と
む
ら
宝
谷
運
営
管
理
組
合
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市
民
文
化
を
リ
ー
ド
す
る

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
づ
く
り

文
化
創
造

ア
ト
リ
エ
ア
ミ
ー
ゴ
の
誕
生

平
成
10
年
、
県
の
施
設
で
あ
る
繊
維
工

業
試
験
場
が
入
間
市
に
移
管
さ
れ
、
新
た

に
文
化
施
設
を
つ
く
る
構
想
が
浮
上
し

た
。
折
し
も
、
入
間
市
で
は
市
民
の
間
に

各
分
野
の
創
造
意
欲
が
高
揚
し
、
練
習
・

稽
古
場
の
必

要
性
を
感
じ

て
い
た
時
で

あ
っ
た
。
市

民
参
加
で
施

設
を
つ
く
っ

て
い
こ
う
と

い
う
意
欲
が

高
ま
り
、
官

民
一
体
と
な

っ
て
「
ア
ミ

ー
ゴ
」
の
立

ち
上
げ
が
始

ま
っ
た
。

「
入
間
に
越
し
て
き
て
９
年
、
私
の
生

活
は
随
分
多
彩
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
ア
ミ
ー
ゴ
の
存
在
で
す
。
田
舎

の
友
達
に
自
慢
し
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ

の
研
究
努
力
に
感
謝
、
今
後
の
発
展
を
祈

っ
て
い
ま
す
」（
85
歳
男
性
）
こ
ん
な
手

紙
を
も
ら
っ
た
。
オ
ー
プ
ン
か
ら
20
年
、

地
域
に
根
差
し
た
施
設
に
育
っ
て
き
た
な

と
感
慨
無
量
だ
っ
た
。

当
初
、
施
設
管
理
は
市
が
行
い
、
文
化

事
業
の
企
画
運
営
は
市
民
が
中
心
と
な
り

運
営
し
た
。
市
民
か
ら
音
楽
、
ア
ー
ト
、

演
劇
な
ど
の
分
野
で
造
詣
の
深
い
方
を
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
募
っ
た
。
そ
れ
は
、

市
民
ニ
ー
ズ
を
い
ち
早
く
取
り
入
れ
、
質

の
高
い
企
画
を
立
て
、
市
民
文
化
を
リ
ー

ド
す
る
施
設
に
な
ら
な
く
て
は
と
考
え
た

か
ら
だ
。
事
業
内
容
も
公
演
、
体
験
、
学

習
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
幅
広
い
形
態
に

及
ん
だ
。
開
館
か
ら
６
年
後
に
は
81
人
の

市
民
ス
タ
ッ
フ
が
集
ま
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

入
間
市
文
化
創
造
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
立
ち

上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。「
自
分
の
ま
ち

は
自
分
た
ち
で
創
っ
て
い
く
！
」
と
い
う

市
民
自
治
の
意
識
が
芽
生
え
、
入
間
市
な

ら
で
は
の
地
域
文
化
の
香
り
の
す
る
表
現

活
動
の
場
が
で
き
つ
つ
あ
っ
た
。
２
０
０

８
年
か
ら
は
指
定
管
理
を
受
託
し
た
。

「
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
」
に

「
地
域
を
楽
し
く
し
よ
う
」「
住
み
続
け

た
い
ま
ち
を
創
ろ
う
」
と
い
う
思
い
を
20

年
以
上
抱
き
続
け
て
き
た
。
市
民
の
ニ
ー

ズ
は
常
に
変
化
し
て
い
る
。
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
や
ス
タ
ッ
フ
は
時
代
の
風
を
読
み
ニ
ー

ズ
を
探
り
、
常
に
自
信
を
も
っ
て
ア
イ
デ

ア
を
考
え
て
い
る
。
地
域
と
の
関
わ
り
は

特
に
重
要
だ
。
文
化
施
設
は
、
地
域
社
会

と
積
極
的
に
関
わ
り
を
持
っ
て
「
地
域
の

シ
ン
ボ
ル
」
と
な
り
、
地
域
に
「
な
く
て

は
な
ら
な
い
存
在
」
と
な
る
こ
と
が
大
切

だ
と
思
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
ア
ミ
ー

ゴ
は
、
地
域
に
住
む
人
、
企
業
、
学
校
、

団
体
と
連
携
し
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
の
後
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

は
文
化
施
設
に
と
っ
て
大
き
な
打
撃
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
を
バ
ネ
に
皆
で
新

し
い
企
画
を
出
し
合
っ
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活

用
し
た
ア
マ
ビ
エ
イ
ラ
ス
ト
の
募
集
と
展

示
、
ア
ー
ト
展
の
出
展
者
に
よ
る
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
ト
ー
ク
の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
配
信
な

ど
に
は
大
き
な
反
応
が
あ
り
、
公
募
事
業

に
は
海
外
か
ら
の
応
募
も
あ
っ
た
。
こ
れ

ら
の
成
果
は
今
後
の
事
業
展
開
に
大
い
に

役
立
っ
て
い
く
と
思
う
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
っ
て
、
多
く
の
人

が
家
族
を
第
一
に
考
え
、
身
近
な
地
域
に

関
心
を
寄
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
を

機
に
、
日
曜
野
菜
市
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
体
験
な
ど
日
常
的
に
楽
し

め
る
企
画
も
始
め
た
。「
ア
ミ
ー
ゴ
は
次

に
何
を
や
っ
て
く
れ
る
の
か
な
」
と
い
う

期
待
の
声
が
聞
こ
え
て
い
る
。

―
文
化
芸
術
で
住
み
続
け
た
い
と

思
え
る
ま
ち
に
―

●

水
村
　
雅
啓

特
定
非
営
利
活
動
法
人

入
間
市
文
化
創
造
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
理
事

秋まつりで丸太切り体験を楽しむ

子どものための打楽器ワークショップ

団
体
表
彰

埼
玉
県
入
間
市

特
定
非
営
利
活
動
法
人
入
間
市
文
化
創
造
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
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安
心
、
安
全
で

活
力
と
魅
力
の
あ
る
町
づ
く
り

―
立
ち
上
げ
た
14
の
団
体
が
活
動
展
開
―

そ
れ
は
子
供
の
一
言
か
ら

２
０
０
４
年
の
夏
休
み
、
親
子
で
ご
み

を
拾
い
な
が
ら
千
葉
港
ま
で
歩
く
イ
ベ
ン

ト
の
時
、
参
加
し
た
小
学
生
が
「
な
ん
で

大
人
は
道
路
に
タ
バ
コ
を
捨
て
る
の
？
」

と
親
に
尋
ね
た
と
い
う
。
そ
の
話
を
聞
い

た
私
は
、
と
て
も
恥
ず
か
し
く
思
っ
た
。

翌
日
か
ら
歩
道
に
捨
て
ら
れ
た
タ
バ
コ
の

吸
い
殻
を
拾
い
な
が
ら
思
索
を
重
ね
、「
火ひ

消け
し

処ど
こ
ろ」

と
い
う
容
器
を
考
案
し
、「
こ
こ
で

タ
バ
コ
の
火
を
消
し
て
く
だ
さ
い
」
と
書

い
て
設
置
し
た
の
が
半
年
後
。
す
る
と
散

乱
し
て
い
た
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
が
１
週
間

で
姿
を
消
し
、
歩
道
は
見
違
え
る
ほ
ど
き

れ
い
に
な
っ
た
。
き
れ
い
な
歩
道
を
見
て
、

「
こ
こ
の
町
は
い
い
人
が
多
い
に
違
い
な

い
」
と
い
っ
て
引
っ
越
し
を
し
て
き
た
人

ま
で
い
た
。
こ
の
活
動
は
新
聞
で
も
大
き

く
紹
介
さ
れ
、
以
来
、
堰
を
切
っ
た
よ
う

に
町
づ
く
り
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
時
一
緒

に
活
動
を
始
め
た
メ
ン
バ
ー
は
、
私
を
含

め
て
４
人
。
18
年
た
っ
た
今
、
活
動
に
参

加
す
る
人
は
４
０
０
人
に
ま
で
増
加
し
た
。

何
も
な
い
町
の
資
源
は
住
民
の
声

２
０
０
４
年
は
、
町
の
リ
ー
ダ
ー
が
一

新
し
大
き
な
転
機
に
な
っ
た
年
で
も
あ

る
。
50
年
以
上
前
に
埋
め
立
て
地
に
造
成

さ
れ
た
人
口
約
８
０
０
０
人
の
町
に
は
、

地
域
資
源
と
い
う
も
の
が
な
け
れ
ば
、
交

番
、
公
民
館
、
ス
ー
パ
ー
も
な
い
、
何
も

な
い
町
だ
っ
た
。
マ
ン
シ
ョ
ン
が
立
ち
並

ぶ
東
京
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
、
私
た
ち
の

先
輩
は
そ
ん
な
町
を
ふ
る
さ
と
に
し
よ
う

と
盆
踊
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
力
を
注
い

だ
。
そ
れ
か
ら
20
年
以
上
が
た
ち
高
齢
化

が
進
む
と
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
は
変
化
し
、

生
活
環
境
の
改
善
を
求
め
る
声
が
聞
か
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
一
世
代
が
一
斉
入

居
を
し
た
団
地
は
、
子
供
が
成
人
し
て
家

を
出
る
と
一
気
に
高
齢
化
が
進
む
。
現
在

18
あ
る
自
治
会
の
う
ち
６
割
が
高
齢
化
率

40
〜
60
％
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
の
活
動
を
次
々
と

立
ち
上
げ
て
き
た
。
そ
の
一
つ
が
利
用
希

望
者
を
訪
問
し
て
家
事
の
手
伝
い
を
す
る

「
安
心
サ
ポ
ー
ト
の
会
」
で
、
発
足
か
ら

12
年
た
っ
た
現
在
の
利
用
者
は
１
８
０

人
、
利
用
件
数
は
年
間
１
２
０
０
件
に
上

る
。
ま
た
、
９
年
前
に
買
い
物
で
困
っ
て

い
る
人
の
た
め
に
開
い
た
朝
市
は
通
算
４

５
０
回
を
数
え
、
今
も
多
く
の
人
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中

立
ち
上
げ
た
、
介
護
予
防
の
た
め
の
「
健

康
プ
ラ
ザ
」
は
人
気
の
事
業
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
活
動
に
住
民
か
ら
「
施
設
に
入

る
か
子
ど
も
の
と
こ
ろ
に
行
く
か
迷
っ
て

い
た
が
、
こ
の
町
で
ま
だ
頑
張
れ
そ
う
」

と
の
う
れ
し
い
声
も
い
た
だ
い
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
の
活
動
は
全
方

位
だ
。
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
役
立
つ
の

で
あ
れ
ば
、ど
ん
な
こ
と
も
い
と
わ
な
い
。

町
で
は
現
在
、
福
祉
、
環
境
、
防
災
、
防

犯
、
文
化
、
子
ど
も
な
ど
の
分
野
で
14
の

団
体
が
活
動
し
て
い
る
。
町
づ
く
り
の
松た

い

明ま
つ

を
引
き
継
ぐ
た
め
に
次
世
代
の
リ
ー
ダ

ー
育
成
を
め
ざ
し
て
、
現
役
世
代
主
体
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
共
同
作
業

の
場
を
設
け
た
。始
め
て
６
年
に
な
る
が
、

着
実
に
成
果
を
上
げ
、
地
域
で
も
頼
れ
る

存
在
に
成
長
し
て
い
る
。

安
全
、
安
心
の
町
づ
く
り
も
独
自
の
工

夫
を
し
て
い
る
。
特
に
防
災
の
分
野
で
は

減
災
を
念
頭
に
、
非
常
時
の
個
々
の
備
え
、

地
域
の
備
え
を
計
画
的
に
進
め
、
液
状
化

現
象
で
交
通
が
遮
断
さ
れ
た
時
の
た
め
に

航
空
会
社
と
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
食
料

や
防
災
物
資
の
輸
送
の
契
約
を
締
結
し
た
。

18
年
間
で
多
く
の
課
題
を
解
決
し
て
き

た
。
工
夫
を
凝
ら
し
努
力
を
す
れ
ば
必
ず

道
は
開
け
る
と
確
信
し
て
い
る
。

買い物の困難な住民でにぎわう朝市
「金曜ふれあい市」

災害に備えて立ち上げた常設の炊き出し委員会

共同作業で次世代リーダーを育成する

●

蟹
江　

将
生

幸
町
１
丁
目
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
会
長

団
体
表
彰

千
葉
県
千
葉
市

幸
町
１
丁
目
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
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廃
校
の
小
学
校
核
に

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

―
県
内
外
の
若
者
の
力
を
積
極
的
に
活
用
―

竹
田
地
区
と
ま
ち
づ
く
り
の
動
機

竹
田
地
区
は
、
福
井
県
の
北
部
、
石
川

県
と
の
県
境
に
位
置
す
る
坂
井
市
丸
岡
町

内
の
地
区
で
あ
り
、
坂
井
市
の
中
で
は
数

少
な
い
山
間
地
で
あ
る
。
昭
和
30
年
に
丸

岡
町
に
合
併
す
る
ま
で
は
、
竹
田
村
と
し

て
林
業
を
中
心
に
そ
の
歴
史
を
刻
ん
で
き

た
。
竹
田
村
か
ら
受
け
継
い
だ
こ
の
地
区

を
後
世
に
守
り
伝
え
よ
う
と
、
社
団
法
人

竹
田
文
化
共
栄
会
（
現
一
般
社
団
法
人
竹

田
文
化
共
栄
会
、
以
下
「
共
栄
会
」）
を

昭
和
39
年
に
設
立
し
、
竹
田
開
発
に
心
血

を
注
い
だ
。

し
か
し
、
少
子
高
齢
化
の
波
に
よ
り
、

年
々
竹
田
小
学
校
の
児
童
数
は
著
し
く
減

少
、
学
級
の
運
営
は
困
難
な
状
況
に
。
学

校
を
存
続
さ
せ
る
べ
く
あ
ら
ゆ
る
方
策
を

尽
く
し
た
が
、
結
果
は
、

休
校
や
む
な
し
と
い

う
、
地
区
住
民
自
ら
の

苦
渋
の
選
択
で
あ
っ
た
。

平
成
22
年
３
月
、
坂
井

市
に
休
校
を
申
し
入

れ
、
４
年
後
の
平
成
26

年
３
月
に
は
、
地
区
住

民
の
総
意
に
よ
り
廃
校

を
決
断
し
た
。

竹
田
が
元
気
に
な
る

多
様
な
取
り
組
み

休
校
後
、
地
区
は
想
像
以
上
の
衰
退
を

経
験
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。こ
の
こ
と
は
、

地
区
の
中
に
、
現
状
を
打
破
し
な
け
れ
ば

と
の
危
機
感
を
生
み
、
課
題
解
決
の
機
運

が
高
ま
っ
た
。

ま
ず
、校
舎
の
活
用
を
中
心
と
し
た「
竹

田
の
里
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定
に
乗
り

出
し
た
。
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
地
区
住

民
は
も
と
よ
り
学
識
経
験
者
、
福
井
県
内

各
大
学
の
支
援
を
得
て
こ
れ
を
ま
と
め
上

げ
た
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
こ
ど
も
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
」「
食
」「
福
祉
」。
運
営

方
針
は
、
住
民
が
参
加
で
き
、
雇
用
も
生

ま
れ
、
竹
田
全
体
が
潤
う
こ
と
。
竹
田
と

〝
ヨ
ソ
モ
ノ
〞
が
協
働
す
る
運
営
体
制
を

つ
く
る
こ
と
と
し
た
。

坂
井
市
と
の
密
接
な
連
携
に
よ
り
、
地

区
の
全
戸
が
加
入
す
る
共
栄
会
が
中
心
と

な
り
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
に
取
り
組
ん
だ
。
竹

田
小
学
校
を
廃
校
と
し
、
自
然
体
験
型
宿

泊
施
設
と
し
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
。「
竹

田
農
山
村
交
流
セ
ン
タ
ー
ち
く
ち
く
ぼ
ん

ぼ
ん
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
こ
の

ほ
か
、
旧
竹
田
保
育
園
を
活
用
し
た
レ
ス

ト
ラ
ン
の
オ
ー
プ
ン
や
、
プ
レ
ー
パ
ー
ク

開
設
な
ど
、
地
区
住
民
が
主
体
と
な
っ
て

取
り
組
み
、
こ
の
こ
と
が
、
地
区
全
体
の

元
気
と
自
信
に
つ
な
が
っ
た
。

ま
た
共
栄
会
は
、
ソ
フ
ト
面
で
も
市
と

連
携
し
て
若
者
の
力
を
積
極
的
に
受
け
入

れ
て
む
ら
づ
く
り
を
行
っ
て
き
た
。
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
、
ち
く
ち
く
ぼ
ん
ぼ
ん

の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
等
各
種
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
大
学
生
に
参
加
し
て
も

ら
う
ほ
か
、
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
や
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
受
け
入
れ
、
県
内
外

の
大
学
生
が
空
き
家
を
拠
点
に
独
自
の
目

線
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
・
実
行
す
る

竹
田
Ｔ
キ
ャ
ン
プ
と
い
う
取
り
組
み
も
受

け
入
れ
て
い
る
。

竹
田
を
次
世
代
に
つ
な
げ
る

取
り
組
み

ふ
る
さ
と
納
税
の
使
途
を
一
般
公
募
す

る
坂
井
市
寄
附
市
民
参
画
制
度
に
お
い
て

提
案
・
採
択
さ
れ
た
「
こ
ど
も
の
森
保
全

事
業
」
に
よ
り
、
木
の
お
も
ち
ゃ
で
遊
べ

る
木
育
ル
ー
ム
、
遊
び
場
と
な
る
ウ
ッ
ド

デ
ッ
キ
を
備
え
る
プ
レ
ー
パ
ー
ク
、
森
林

環
境
教
育
の
場
と
な
る
学
校
林
を
整
備
。

こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、「
こ
ど
も
の

森
運
営
委
員
会
」
が
共
栄
会
の
若
い
世
代

に
よ
り
組
織
さ
れ
、
整
備
し
た
施
設
の
運

営
を
通
じ
て
、
こ
ど
も
・
森
・
地
域
が
育

つ
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
活
動
を
行
っ
て

い
る
。

今
後
は
、
共
栄
会
の
若
い
世
代
が
中
心

と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
地
区
が
活
性
化
す
る
こ
と

で
ま
ち
づ
く
り
の
参
画
者
を
増
や
し
、
将

来
に
わ
た
り
継
続
で
き
る
体
制
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
き
た
い
。

●

大
川
　
貞
幸

一
般
社
団
法
人

竹
田
文
化
共
栄
会
常
任
理
事

竹田農山村交流センターちくちくぼんぼん

ふるさと納税で整備されたプレーパーク

団
体
表
彰

福
井
県
坂
井
市

一
般
社
団
法
人
竹
田
文
化
共
栄
会
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皆
さ
ん
は
「
地じ

歌か

舞ぶ

伎き

」
と
い
う
言
葉

を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。「
地
歌
舞
伎
」

と
は
、
地
元
の
素
人
役
者
に
よ
っ
て
演
じ

ら
れ
る
地
域
に
根
付
い
た
歌
舞
伎
で
す
。

素
人
役
者
と
は
い
え
、
芝
居
づ
く
り
は
真

剣
そ
の
も
の
で
、
客
席
の
涙
や
笑
い
を
誘

い
ま
す
。
ま
た
振
り
付
け
か
ら
化
粧
・
衣

裳
、
さ
ら
に
は
舞
台
の
道
具
に
い
た
る
ま

で
、
す
べ
て
自
分
た
ち
で
準
備
し
ま
す
。

役
者
と
観
客
が
一
体
と
な
っ
て
つ
く
り

上
げ
る
舞
台
、
多
彩
な
衣
装
や
太
夫
・
三

味
線
に
よ
る
舞
台
音
楽
な
ど
、
日
本
の
文

化
が
凝
縮
さ
れ
た
お
芝
居
で
あ
る
地
歌
舞

伎
は
、
多
く
の
人
々
を
魅
了
し
ま
す
。

30
以
上
の
保
存
団
体
を
擁
す

地
歌
舞
伎
大
国

全
国
に
地
歌
舞
伎
の
保
存
団
体
が
２
０

０
余
あ
る
中
で
、
岐
阜
県
に
は
30
を
超
え

る
保
存
団
体
が
存
在
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

県
内
各
地
に
は
９
棟
の
芝
居
小
屋
が
現
存

し
て
お
り
、
ど
の
芝
居
小
屋
も
大
き
く
、

存
在
感
が
あ
り
、
中
に
は
築
１
０
０
年
を

超
え
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
岐
阜
県
の
芝

居
小
屋
は
す
べ
て
公
民
館
と
し
て
の
役
割

を
持
っ
て
お
り
、
地
域
の
人
た
ち
に
よ
っ

て
守
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
岐
阜
県
は
全
国
有
数
の

「
地
歌
舞
伎
大
国
」
で
あ
り
、
江
戸
時
代

か
ら
伝
わ
る
演
目
や
振
り
付
け
が
今
な
お

地
域
の
人
々
に
よ
っ
て
大
切
に
受
け
継
が

れ
、
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
公
演
で

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
オ
ベ
ー
シ
ョ
ン

本
協
議
会
は
、
県
内
各
地
に
残
る
「
岐

阜
の
地
歌
舞
伎
」を
伝
承
し
て
い
く
た
め
、

平
成
６
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は

32
の
保
存
団
体
が
加
盟
し
、
親
子
歌
舞
伎

教
室
や
保
存
団
体
の
演
目
披
露
の
場
と
し

て
「
飛
騨
・
美
濃
歌
舞
伎
大
会
」
な
ど
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

加
え
て
近
年
で
は
、
岐
阜
県
と
協
力
し

て
、
海
外
公
演
や
特
別
公
演
に
も
出
演
し

て
い
ま
す
。

２
０
１
８
年
に
は
、
日
仏
交
流
１
６
０

周
年
記
念
行
事
「
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
２
０
１

８
」
の
企
画
と
し
て
、
海
外
公
演
を
行
い

ま
し
た
。
日
本
の
地
域
固
有
の
伝
統
文
化

が
フ
ラ
ン
ス
の
地
で
受
け
入
れ
ら
れ
る
の

か
不
安
は
あ
り
ま
し
た
が
、
公
演
が
終
わ

る
と
、
満
席
の
パ
リ
日
本
文
化
会
館
全
体

で
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
オ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起

こ
り
、
世
界
に
「
岐
阜
の
地
歌
舞
伎
」
を

発
信
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
あ
わ
せ
、
２
０
２
０
年
１

月
か
ら
は
、
県
内
の
保
存
団
体
が
順
次
演

目
を
披
露
す
る
リ
レ
ー
公
演
「
清
流
の
国

ぎ
ふ
２
０
２
０
地
歌
舞
伎
勢
揃
い
公
演
」

に
出
演
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
一

時
中
断
も
あ
り
ま
し
た
が
、
２
０
２
１
年

11
月
の
千
秋
楽
ま
で
、
全
13
公
演
、
28
演

目
を
や
り
き
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
各
公
演
の
入
場

整
理
券
は
配
布
開
始
か
ら
数
日
で
入
手
困

難
に
な
る
プ
ラ
チ
ナ
チ
ケ
ッ
ト
と
な
り
、

観
客
か
ら
は
「
プ
ロ
の
歌
舞
伎
に
ひ
け
を

と
ら
な
い
格
調
の
高
さ
を
感
じ
た
」「
10
代

か
ら
80
代
ま
で
、
世
代
を
超
え
た
役
者
に

よ
る
公
演
が
素
晴
ら
し
い
」
と
い
っ
た
声

を
い
た
だ
く
な
ど
、
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

魅
力
さ
ら
に
磨
き
未
来
へ

こ
れ
か
ら
も
、
長
い
時
を
超
え
て
先
人

か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
「
岐
阜
の
地
歌

舞
伎
」
を
大
切
に
守
り
育
て
、
そ
し
て
未

来
に
引
き
継
が
れ
る
よ
う
、
本
協
議
会
が

先
頭
に
立
っ
て
、取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

折
し
も
、
２
０
２
４
年
に
は
、
四
半
世

紀
ぶ
り
に
「
国
民
文
化
祭
」
が
岐
阜
県
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
国
内
最
大
の
文
化

の
祭
典
に
向
け
て
、
本
協
議
会
と
保
存
団

体
が
一
丸
と
な
り
、
地
歌
舞
伎
の
魅
力
を

さ
ら
に
磨
き
上
げ
、
発
信
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

地
歌
舞
伎
の
魅
力
を
世
界
に
発
信

―
住
民
手
作
り
の
舞
台
、

オ
リ
パ
ラ
関
連
公
演
も
―

●

小
栗
　
幸
江

岐
阜
県
地
歌
舞
伎
保
存
振
興
協
議
会
会
長

同公演の閉幕式典「幕切りの儀」

清流の国ぎふ 2020 地歌舞伎勢揃い
千秋楽公演（2021 年 11 月）

フランス・パリでの公演（2018年10月）

団
体
表
彰

岐
阜
県

岐
阜
県
地
歌
舞
伎
保
存
振
興
協
議
会
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地
区
の
伝
統
を
守
り
つ
つ

新
た
な
取
り
組
み

「
近
江
商
人
」
と

「
三
方
よ
し
」
発
祥
の
ま
ち

滋
賀
県
東
部
の
湖
東
平
野
に
位
置
す
る

五
個
荘
は
、
ま
ち
の
中
央
を
中
山
道
が
通

り
、
往
時
に
は
人
々
が
行
き
交
い
、
物
、
情

報
、
文
化
が
運
ば
れ
る
「
交
通
の
要
衝
」

で
し
た
。
そ
の
利
点
を
生
か
し
て
江
戸
時

代
後
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
多
く
の

近
江
商
人
が
輩
出
し
ま
し
た
。「
三
方
よ
し
」

の
精
神
と
と
も
に
五
個
荘
は
発
展
し
、
今

で
も
財
を
成
し
た
近
江
商
人
屋
敷
が
観
光

資
源
と
し
て
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
五
個
荘

地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
旧
五
個

荘
町
の
地
区
住
民
１
万
１
０
０
０
人
が
会

員
と
な
り
、
わ
が
ま
ち
五
個
荘
に
誇
り
を

持
ち
続
け
な
が
ら
安
心
し
て
住
み
続
け
ら

れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

住
民
の
意
向
基
に
多
彩
な
事
業

五
個
荘
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、

平
成
17
年
の
市
町
合
併
に
よ
り
「
五
個
荘

独
自
の
伝
統
や
文
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

失
わ
れ
る
」
と
い
う
危
機
感
か
ら
、
有
志

に
よ
る
住
民
説
明
会
、
意
見
交
換
会
、
各

自
治
会
で
の
戸
別
訪
問
が
行
わ
れ
、
地
区

住
民
の
賛
同
を
得
て
平
成
18
年
３
月
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
25
年
か
ら
は
五
個

荘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理

者
と
な
り
生
涯
学
習
事
業
に
も
力
を
注
い

で
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

２
０
２
１
年
度
は
約
１
万
６
０
０
０
人
の

方
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し

ま
し
た
。
す
べ
て
の
地
区
住
民
が
五
個
荘

地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
一
員
と
し
て

主
体
的
に
地
域
の
課
題
に
対
応
し
、
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
住
民

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
基
に
、
安
心
安
全
、

環
境
、
歴
史
文
化
、
地
域
福
祉
、
情
報
誌

の
５
つ
の
事
業
部
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

「
安
心
安
全
事
業
部
」
で
は
総
合
防
災

訓
練
や
研
修
会
を
開
催
し
災
害
に
耐
え
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

「
環
境
事
業
部
」
で
は
生
ご
み
減
量
化
に

取
り
組
み
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
を

広
め
10
年
間
で
東
近
江
市
の
ご
み
償
却
費

用
約
６
０
０
０
万
円
を
削
減
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。「
歴
史
文
化
事
業
部
」
で

は
地
元
企
業
か
ら
協
賛
金
協
力
を
得
て

「
中
山
道
灯
り
路
」
を
開
催
、
中
山
道
と

近
江
商
人
を
Ｐ
Ｒ
し
て
き
ま
し
た
。「
地

域
福
祉
事
業
部
」
で
は
「
歌
声
喫
茶
ぴ
ー

ち
く
パ
ー
ク
」
を
開
催
、
参
加
者
の
リ
ク

エ
ス
ト
曲
を
ピ
ア
ノ
の
生
演
奏
に
合
わ
せ

て
歌
う
人
気
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。「
情
報
誌
事
業
部
」
で
は
情

報
誌
「
Ｇ
Ｏ
！
ま
ち
協
」
を
発
刊
、
ま

ち
の
話
題
や
行
事
を
伝
え
地
区
住
民
の
羅

針
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。

五
個
荘
町
時
代
か
ら
続
い
て
い
る
「
て

ん
び
ん
の
里
ふ
れ
あ
い
広
場
」
は
地
区
最

大
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
商
工
会
、各
種
団
体
、

行
政
と
協
働
し
、
五
個
荘
中
央
公
園
で
模

擬
店
、
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
を
開
催
し
、
今
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活

性
化
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

「
２
０
３
０
年
プ
ラ
ン
」

ま
ち
づ
く
り
は
終
わ
り
の
な
い
も
の
で

す
。「
第
一
次
五
個
荘
地
区
ま
ち
づ
く
り

２
０
１
０
プ
ラ
ン
」
を
見
直
し
、
再
度
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、「
第
二
次

五
個
荘
地
区
ま
ち
づ
く
り
２
０
３
０
プ
ラ

ン
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
今
後
は
地
域
福

祉･

防
災
減
災
の
取
り
組
み
の
強
化
と
歴

史
、
文
化
、
自
然
を
活
か
し
た
事
業
を
展

開
し
、
地
域
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
五
個
荘

の
個
性
に
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
な
が
ら
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

―
五
つ
の
事
業
部
で

住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動
―

●

田
島
　
宏

五
個
荘
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

事
務
局
長

歌声喫茶ぴーちくパーク

防災訓練での炊き出し

てんびんの里ふれあい広場

団
体
表
彰

滋
賀
県
東
近
江
市

五
個
荘
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
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●

前
田
　
昇

特
定
非
営
利
活
動
法
人

む
き
ば
ん
だ
応
援
団
事
務
局
長

残
っ
た
弥
生
の
大
集
落

妻む

木き

晩ば
ん

田だ

遺
跡
は
、
鳥
取
県
西
部
の
米

子
市
淀
江
町
と
大
山
町
に
広
が
る
日
本
最

大
級
の
弥
生
の
集
落
で
す
。
日
本
海
を
見

下
ろ
す
里
山
の
上
に
、
約
２
０
０
０
年
前

の
ム
ラ
と
墓
地
が
あ
り
、
そ
の
面
積
は
約

１
７
０
㌶
に
お
よ
び
ま
す
。１
９
９
５
年
、

県
の
リ
ゾ
ー
ト
計
画
（
ゴ
ル
フ
場
建
設
）

に
伴
う
発
掘
調
査
で
見
つ
か
り
ま
し
た
。

こ
の
遺
跡
を
保
存
す
る
か
、
し
な
い
か
、

大
き
く
揺
れ
ま
し
た
。
97
年
か
ら
の
保
存

運
動
に
新
た
な
風
を
吹
き
込
も
う
と
、
99

年
２
月
発
足
さ
せ
た
の
が
む
き
ば
ん
だ
応

援
団
で
す
。
同
年
４
月
に
西
尾
邑
次
知
事

（
当
時
）
の
判
断
に
よ
っ
て
全
面
保
存
が

決
定
さ
れ
、
遺
跡
の
活
用
に
市
民
も
参
画

し
応
援
し
よ
う
と
、
今
日
ま
で
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
養
成

「
む
き
ば
ん
だ
や
よ
い
塾
」

遺
跡
の
保
存
決
定
後
、
ま
ず
取
り
組
ん

だ
の
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
養
成
講
座
。

現
在
ま
で
、
毎
月
１
回
、
多
彩
な
講
師
を

迎
え
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
受
講
生
の
有

志
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
が

結
成
さ
れ
、
史
跡
公
園
と
し
て
公
開
さ
れ

た
遺
跡
の
魅
力
を
発
信
す
る
強
力
な
担
い

手
と
し
て
活
躍
中
で
す
。
昨
年
か
ら
は
、

コ
ロ
ナ
感
染
予
防
の
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
受
講
も
可
能
に
し
て
い
ま
す
。

豊
か
な
里
山
の
楽
し
み

「
む
き
ば
ん
だ
を
歩
く
会
」

む
き
ば
ん
だ
遺
跡
は
動
植
物
の

宝
庫
、
地
元
の
人
に
は
、
豊
か
な

里
山
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し

た
。
古
代
人
の
暮
ら
し
を
身
近
に

感
じ
ら
れ
る
点
が
、
壮
大
な
景
観

と
と
も
に
、
他
に
は
な
い
こ
の
遺

跡
の
魅
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
毎
月
１
回
開
催
し
て
い
る
の

が
植
物
観
察
会
の
「
む
き
ば
ん
だ

を
歩
く
会
」。
遺
跡
内
の
樹
木
に

木
札
を
付
け
た
り
、
会
員
の
創
作
に
よ
る

「
花
カ
ル
タ
」
や
「
植
物
カ
レ
ン
ダ
ー
」

な
ど
、
訪
れ
た
人
へ
い
ろ
い
ろ
な
楽
し
み

方
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

歴
史
文
化
の
担
い
手
づ
く
り

Ｗ
ｅ
ｂ「
全
国
子
ど
も
考
古
学
教
室
」

日
本
全
国
に
は
、
約
46
万
カ
所
の
遺
跡

が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、
ぜ
ひ

身
近
に
あ
る
遺
跡
に
ナ
マ
で
触
れ
て
ほ
し

い
の
で
す
が
、
忙
し
い
学
校
の
授
業
で
体

験
で
き
る
機
会
は
ご
く
限
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
一
昨
年
、
子
ど
も
た
ち
が

地
元
の
歴
史
へ
興
味
を
深
め
て
い
く
こ
と

を
願
っ
て
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
立
ち
あ
げ

ま
し
た
。（https://kids-kouko.com

/

、

協
力
＝
キ
ッ
ズ
考
古
学
研
究
所
）

全
都
道
府
県
の
協
力
者
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
遺
跡
の
資
料
を
も
と
に
、
小
学
生
に
も

分
か
り
や
す
く
解
説
、
イ
ラ
ス
ト
も
加
え

て
楽
し
く
学
べ
る
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

大
人
に
と
っ
て
も
考
古
学
の
入
門
編
と
し

て
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

第
２
回
と
な
っ
た
「
子
ど
も
新
聞
コ
ン

ク
ー
ル
」
に
は
、
全
国
か
ら
３
０
０
点
も

の
応
募
が
あ
り
、
専
門
家
が
う
な
る
力
作

が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
、
そ
の

展
示
会
を
各
地
巡
回
中
で
す
。
Ｗ
ｅ
ｂ
サ

イ
ト
の
運
用
に
は
多
額
の
資
金
が
必
要
で

す
が
、
ふ
る
さ
と
の
歴
史
へ
の
誇
り
を
感

じ
、
や
が
て
そ
の
担
い
手
と
な
る
子
ど
も

た
ち
の
輝
く
顔
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
誇
り
を
守
り
育
て
た
い

―
遺
跡
の
保
存
活
用
に
市
民
参
画
―

Web「全国子ども考古学教室」

22 年間で迎えた講師は 100人近く

妻木晩田遺跡から日本海を望む

団
体
表
彰

鳥
取
県
米
子
市

特
定
非
営
利
活
動
法
人
む
き
ば
ん
だ
応
援
団
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●

日
高
　
弘
之

特
定
非
営
利
活
動
法
人

江
の
川
鐵
道
理
事
長

廃
線
決
定
後
に
再
結
集

島
根
県
江
津
市
と
広
島
県
三
次
市
を
結

ぶ
Ｊ
Ｒ
三
江
線
の
廃
線
が
決
定
し
た
２
０

１
６
年
秋
、
三
江
線
の
存
続
を
願
っ
て
活

動
を
続
け
て
き
た
沿
線
９
団
体
代
表
が

「
三
江
線
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
結
成
し

た
。「
鉄
道
が
な
く
な
っ
て
も
地
域
が
な

く
な
る
わ
け
で
は
な
い
」を
合
い
言
葉
に
、

三
江
線
を
大
切
に
思
っ
て
活
動
し
て
き
た

目
標
を
、
廃
線
後
は
地
域
振
興
に
切
り
替

え
、
再
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
２
０
１
８

年
３
月
ま
で
運
行
し
た
三
江
線
に
全
国
の

人
々
が
訪
れ
た
が
、
そ
の
中
に
は
私
た
ち

の
活
動
に
賛
同
し
、
協
力
を
申
し
出
る
人

た
ち
も
相
次
い
だ
。
廃
線
に
至
る
過
程
で

つ
な
が
っ
た
人
た
ち
が
集
ま
り
、
廃
線
後

の
２
０
１
８
年
５
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
江
の

川
鐵
道
は
誕
生
し
た
。

邑
南
町
と
Ｊ
Ｒ
の
協
力

活
動
の
主
な
舞
台
と
な
っ
て
い
る
島
根

県
邑
南
町
に
は
、
地
上
20
㍍
の
ホ
ー
ム
ま

で
１
１
６
段
の
階
段
を
登
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
宇
都
井
駅
が
あ
る
。
特
異
な
景
観

か
ら
、
鉄
道
フ
ァ
ン
に
「
天
空
の
駅
」
と

し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
。
廃
線
跡
は
放
置

す
れ
ば
、
町
の
一
角
が
荒
れ
果
て
て
し
ま

う
負
の
遺
産
に
な
り
か
ね
な
い
。
跡
地
を

活
用
し
、
鉄
道
を
敷
こ
う
と
努
力
し
て
き

た
先
人
達
の
思
い
を
後
世
に
伝
え
る
活
動

を
通
じ
て
、
私
た
ち
は
こ
の
廃
線
跡
が
、

地
域
の
新
し
い
「
交
流
装
置
」
に
な
る
と

考
え
た
。
邑
南
町
は
こ
の
資
産
を
地
域
振

興
に
生
か
し
た
い
と
い
う
私
た
ち
の
願
い

を
聞
き
入
れ
Ｊ
Ｒ
西
日
本
か
ら
無
償
譲
渡

し
て
も
ら
い
、
２
０
２
１
年
４
月
に
宇
都

井
駅
と
口
羽
駅
の
跡
地
を
「
三
江
線
鉄
道

公
園
」
と
し
て
、
一
部
を
一
般
開
放
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

廃
線
と
い
う

地
域
資
源

江
の
川
鐵
道
の
活
動

は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ト

ロ
ッ
コ
型
車
両
を
走
ら

せ
る
こ
と
が
中
心
で
、

乗
り
物
好
き
の
家
族
連

れ
や
鉄
道
フ
ァ
ン
を
地

域
に
呼
び
込
み
、
人
口

減
少
や
高
齢
化
に
悩
む

地
域
に
再
び
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
こ
と

だ
。
２
０
１
８
年
秋
か
ら
社
会
実
験
の
形

で
週
末
を
中
心
に
年
間
20
〜
30
日
程
度
運

行
。
口
羽
駅
や
宇
都
井
駅
を
中
心
に
２
キ

ロ
ほ
ど
の
コ
ー
ス
で
、
２
０
２
１
年
は
中

国
地
方
最
大
の
川
、
江
の
川
に
架
か
る
鉄

橋
を
渡
る
こ
と
が
で
き
、
乗
客
に
は
雄
大

な
景
観
を
楽
し
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
。

関
係
人
口
と
共
に
地
域
づ
く
り

江
の
川
鐵
道
は
、
町
内
有
志
の
ほ
か
島

根
・
広
島
両
県
を
中
心
に
町
外
の
「
関
係

人
口
」
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
三

江
線
や
鉄
道
が
好
き
で
、
ト
ロ
ッ
コ
を
走

ら
せ
て
地
域
を
盛
り
上
げ
た
い
と
い
う
思

い
を
共
有
し
、
楽
し
み
な
が
ら
運
行
を
続

け
る
。
高
齢
化
が
進
む
地
域
住
民
だ
け
で

は
継
続
的
な
事
業
は
難
し
い
と
考
え
た
私

た
ち
は
、
三
江
線
や
鉄
道
に
愛
着
を
持
つ

人
々
と
、
廃
線
に
至
る
過
程
に
さ
ま
ざ
ま

な
思
い
を
共
有
し
な
が
ら
関
係
を
構
築
。

関
係
人
口
の
方
に
は
運
行
支
援
な
ど
「
か

か
わ
り
し
ろ
」
を
提
供
し
な
が
ら
、
共
に

活
動
に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

２
０
２
１
年
末
に
は
ふ
る
さ
と
納
税
を

活
用
し
、
ト
ロ
ッ
コ
型
車
両
を
増
や
す
た

め
の
資
金
８
１
５
万
円
の
寄
付
を
頂
い

た
。全
国
の
皆
さ
ま
か
ら
の
応
援
を
力
に
、

ト
ロ
ッ
コ
の
増
強
と
共
に
、
枕
木
交
換
作

業
の
体
験
、
鉄
道
遺
構
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ

ズ
ム
、
廃
線
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
ア
イ
デ

ア
を
凝
ら
し
て
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
こ

う
と
意
気
込
ん
で
い
る
。

廃
線
跡
を
地
域
の
新
し
い
価
値
に
転
換

―
関
係
人
口
と
共
に
楽
し
み
、
集
う
場
づ
く
り
―

トロッコ列車を囲むNPOメンバー

トロッコ列車に手を振る住民

「天空の駅」として知られる宇都井駅と、
眼下に広がる谷あいの集落を彩るイルミネーション

団
体
表
彰

島
根
県
邑
南
町

特
定
非
営
利
活
動
法
人
江
の
川
鐵
道
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●

大
井
　
健
史

エ
ー
ゼ
ロ
株
式
会
社

ロ
ー
カ
ル
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
チ
ー
ム

ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
育
成
し

地
域
に
新
た
な
市
場
、
経
済
を
創
出

―
ス
ク
ー
ル
開
催
、最
終
選
考
通
過
者
を
支
援
―

地
域
に
と
っ
て
の

Ａ
０
層
を
目
指
し
て

森
の
土
の
表
面
に
あ
る
腐
葉
土
層
を
、

森
林
生
態
学
で
は
「
Ａ
０
層
」
と
言
う
。

Ａ
０
層
は
生
命
を
育
む
た
め
の
大
切
な
層

で
あ
る
。
地
域
に
と
っ
て
の
Ａ
０
層
の
よ

う
な
会
社
と
し
て
地
域
経
済
を
醸
し
て
い

き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
２
０
１
５
年

に
エ
ー
ゼ
ロ
株
式
会
社
（
以
下
「
エ
ー
ゼ

ロ
」）
が
設

立
さ
れ
た
。

現
在
は
、
ふ

る
さ
と
納
税

事
業
、
関
係

人
口
創
出
事

業
、
自
然
資

本
事
業
、
建

築
不
動
産
事

業
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
事

業
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

今
回
紹
介
す
る
「
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ

ー
育
成
事
業
」
も
そ
の
一
つ
。
エ
ー
ゼ
ロ

の
拠
点
が
あ
る
西
粟
倉
村
、
北
海
道
厚
真

町
を
中
心
に
、
地
域
資
源
を
活
用
し
、
地

域
に
新
た
な
市
場
や
経
済
を
創
出
す
る
事

業
の
発
掘
・
育
成
を
行
っ
て
き
た
。
２
０

１
６
年
に
は
西
粟
倉
村
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ

テ
ィ
ッ
ク
が
中
心
と
な
り
「
ロ
ー
カ
ル
ベ

ン
チ
ャ
ー
協
議
会
」
が
発
足
。
取
り
組
み

は
全
国
各
地
に
広
が
っ
て
い
る
。

な
ぜ
「
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
」

な
の
か

西
粟
倉
村
は
、
岡
山
県
の
北
東
部
に
あ

る
人
口
約
１
４
０
０
人
の
小
さ
な
村
。
平

成
の
大
合
併
を
拒
み
、
自
立
の
道
を
選
ん

だ
。村
の
存
続
に
向
け
て
、「
約
50
年
前
に
、

子
や
孫
の
た
め
に
と
、
木
を
植
え
た
人
々

の
想
い
。
そ
の
想
い
を
大
切
に
し
て
、
立

派
な
百
年
の
森
林
に
育
て
上
げ
て
い
く
。

そ
の
た
め
に
あ
と
50
年
、
村
ぐ
る
み
で
挑

戦
を
続
け
よ
う
と
決
意
す
る
」と
い
う『
百

年
の
森
林
構
想
』
を
２
０
０
８
年
に
掲
げ

た
こ
と
で
、
そ
の
想
い
に
共
感
し
た
移
住

者
が
集
ま
り
は
じ
め
る
。
そ
の
後
、
地
元

出
身
者
や
移
住
者
の
双
方
か
ら
新
し
い
企

業
・
事
業
が
立
ち
上
が
り
、
多
く
の
雇
用

が
生
ま
れ
た
。

地
域
か
ら
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
増
や

す
こ
と
、
地
域
に
移
住
し
て
起
業
す
る
人

を
増
や
す
こ
と
が
、
地
域
の
未
来
を
切
り

拓
く
一
つ
の
手
段
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。
そ
ん
な
思
い
で
、
２
０
１
５
年
か
ら

は
起
業
家
の
発
掘
・
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

あ
る
「
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル

（
以
下
Ｌ
Ｖ
Ｓ
）」
を
開
催
し
て
い
る
。

Ｌ
Ｖ
Ｓ
の
参
加
者
に
は
、
合
宿
形
式
の

一
次
選
考
、
最
終
選
考
と
そ
の
間
に
あ
る

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
期
間
を
経
て
、
自
身

の
思
い
を
明
確
化
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
も
ら

う
。
事
業
を
継
続
し
て
い
く
に
は
、
本
気

で
好
き
な
こ
と
で
な
い
と
難
し
い
。
だ
か

ら
こ
そ
、
選
考
に
あ
た
っ
て
最
も
大
事
に

し
て
い
る
の
は
「
本
気
と
覚
悟
」。
プ
ロ

グ
ラ
ム
内
で
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
起
業
家
の
育

成
に
長
け
た
方
々
、
役
場
職
員
、
エ
ー
ゼ

ロ
の
ス
タ
ッ
フ
な
ど
が
メ
ン
タ
ー
と
な

り
、
エ
ン
ト
リ
ー
者
に
対
し
て
「
な
ぜ
そ

の
事
業
を
や
り
た
い
の
か
」「
な
ぜ
そ
の

地
域
で
や
り
た
い
の
か
」
を
徹
底
的
に
掘

り
下
げ
て
い
く
。
最
終
選
考
を
通
過
し
た

起
業
家
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
が
適

用
さ
れ
、
３
年
間
は
事
業
資
金
の
補
助
が

あ
る
ほ
か
、
役
場
や
エ
ー
ゼ
ロ
か
ら
の
サ

ポ
ー
ト
も
受
け
ら
れ
る
。

西
粟
倉
村
で
は
Ｌ
Ｖ
Ｓ
を
通
じ
て
、
森

林
管
理
・
整
備
、
帽
子
屋
、
革
職
人
、
助

産
所
な
ど
11
の
事
業
が
創
出
さ
れ
た
。
地

域
全
体
で
は
こ
の
15
年
で
売
上
規
模
が
20

億
円
以
上
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
は
一
例

で
あ
り
、
日
本
全
国
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
可

能
性
が
眠
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
今
後

は
こ
の
事
業
を
通
じ
て
現
在
拠
点
が
な
い

他
地
域
に
も
展
開
し
、
日
本
各
地
の
地
域

の
可
能
性
を
発
掘
し
続
け
て
い
き
た
い
。

西粟倉村は面積の約 93％が森林に囲まれている

西粟倉村のローカルベンチャースクールで
メンターと対話する起業者

団
体
表
彰

岡
山
県
西
粟
倉
村

エ
ー
ゼ
ロ
株
式
会
社
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●

櫛
野
　
展
正

ク
シ
ノ
テ
ラ
ス
主
宰

な
ん
だ
か
わ
か
ら
な
い
け
ど
、

気
に
な
っ
て
し
ょ
う
が
な
い
も
の

ク
シ
ノ
テ
ラ
ス
と
は

２
０
２
１
年
１
月
23
日
か
ら
４
月
11
日

ま
で
、
京
都
市
京
セ
ラ
美
術
館
で
『
平
成

美
術　

う
た
か
た
と
瓦デ
ブ
リ礫
１
９
８
９

－

２
０
１
９
』
展
が
開
催
さ
れ
た
。
平
成
年

間
の
現
代
美
術
を
振
り
返
る
企
画
展
で
、

日
本
を
代
表
す
る
14
組
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

グ
ル
ー
プ
が
紹
介
さ
れ
た
が
、
２
万
匹
以

上
の
昆
虫
の
死
骸
で
制
作
さ
れ
た
「
昆
虫

千
手
観
音
像
」
な
ど
、
会
場
の
中
で
も
ひ

と
き
わ
異
彩
を
放
っ
て
い
た
の
が
「
ク
シ

ノ
テ
ラ
ス
」
だ
っ
た
。

ク
シ
ノ
テ
ラ
ス
と
は
、
２
０
１
６
年
に

広
島
県
福
山
市
で
オ
ー
プ
ン
し
た
ア
ー
ト

ス
ペ
ー
ス
の
こ
と
を
指
し
て
お
り
、
独
学

で
衝
動
の
お
も
む
く
ま
ま
に
、
気
の
遠
く

な
る
よ
う
な
時
間
と
手
間
を
費
や
し
て
創

作
に
没
頭
す
る
人
々
を
こ
れ
ま
で
４
０
０

人
以
上
発
掘
し
、
展
覧
会
や
、
表
現
者
の

自
宅
・
ア
ト
リ
エ
を
訪
問
す
る
ツ
ア
ー
の

開
催
な
ど
を
通
じ
て
、「
な
ぜ
人
は
表
現

す
る
の
か
」
を
問
い
続
け
て
き
た
。

例
え
ば
、
福
山
市
内
の
デ
ザ
イ
ン
会
社

で
常
務
取
締
役
を
務
め
る
ス
ギ
ノ
イ
チ
ヲ

さ
ん
は
、
ガ
ム
テ
ー
プ
や
絵
の
具
な
ど
の

安
価
な
材
料
を
使
っ
て
、
独
力
で
著
名
人

の
顔
に
扮ふ

ん

装そ
う

し
、
２
０
１
７
年
１
月
か
ら

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
へ
の
投
稿
を
ひ
そ
か
に

続
け
て
い
る
。
漫
画
家
や
政
治
家
、俳
優
、

芸
人
な
ど
、
こ
れ
ま
で
模
倣
し
た
人
物
は

６
５
０
人
を
超
え
て
お
り
、
２
０
２
１
年

１
月
か
ら
半
年
間
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
美

術
館
で
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
に
も
出
展
。

そ
の
模
様
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム

ズ
で
も
大
き
く
紹
介
さ
れ
た
。
同
じ
く
福

山
市
在
住
で
81
歳
に
な
る
城
田
貞
夫
さ
ん

は
、
自
動
車
の
塗
装
業
を
経
て
、
42
歳
か

ら
福
山
市
内
に
ス
ナ
ッ
ク
「
ジ
ル
バ
」
を

開
店
。
独
学
で
身
近
な
素
材
を
使
っ
た
カ

ラ
ク
リ
人
形
や
ひ
と
り
芝
居
用
の
舞
台
セ

ッ
ト
、
木
彫
り
人
形
な
ど
多
彩
で
エ
ロ
ス

あ
ふ
れ
る
作
品
を
つ
く
り
続
け
て
い
る
。

ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
・ア
ー
ト
の
魅
力

こ
う
し
た
表
現
は
、「
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー・

ア
ー
ト
」
と
呼
ば
れ
、
美
術
の
世
界
で
も

大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
る
。
ア
ウ
ト
サ

イ
ダ
ー
・
ア
ー
ト
と
は
、
既
存
の
美
術
や

文
化
的
継
承
の
系
譜
と
は
無
縁
の
文
脈
に

よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
我
流
の
芸
術
作
品
の

こ
と
を
指
し
て
い
る
。
近
年
で
は
、
障
害

の
あ
る
人
の
芸
術
表
現
が
、
ア
ウ
ト
サ
イ

ダ
ー
・
ア
ー
ト
の
一
部
と
し
て
注
目
を
集

め
て
い
る
が
、
ス
ギ
ノ
さ
ん
や
城
田
さ
ん

の
よ
う
な
市
井
の
人
た
ち
の
表
現
は
、
障

害
が
な
い
が
ゆ
え
に
既
存
の
福
祉
制
度
の

枠
組
み
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
少
な

く
、
そ
の
存
在
や
表
現
は
世
の
中
か
ら
無

視
さ
れ
が
ち
で
、
社
会
的
に
広
く
認
知
さ

れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
。
し
か
し
、
ア

ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
・
ア
ー
ト
の
つ
く
り
手
は
、

決
し
て
特
別
な
存
在
で
は
な
い
の
だ
。

２
０
０
０
年
代
以
降
、
地
域
で
芸
術
祭

が
興
隆
し
て
き
た
よ
う
に
現
代
美
術
は
都

市
か
ら
地
方
へ
と
広
が
り
を
見
せ
、
生
活

に
根
付
い
た
表
現
を
芸
術
家
た
ち
も
求
め

る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、
誰
で
も
容
易
に

表
現
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
現
在
、
こ
う

し
た
ア
マ
チ
ュ
ア
の
表
現
者
た
ち
が
生
み

出
す
作
品
は
、
現
代
社
会
を
表
す
も
の
と

し
て
、
重
要
性
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い

る
と
言
え
る
。
一
見
す
る
と
、
そ
れ
ら
は

芸
術
と
は
認
識
さ
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
こ
う
し
た
「
な
ん
だ
か
わ
か
ら
な
い

け
ど
、気
に
な
っ
て
し
ょ
う
が
な
い
も
の
」

の
中
に
こ
そ
、
現
代
を
読
み
解
く
ヒ
ン
ト

が
隠
さ
れ
て
い
る
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

―
４
０
０
人
以
上
の

ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
紹
介
―スギノイチヲさんによる

ヒッチコックの模倣

城田貞夫さんによるカラクリ人形芝居

団
体
表
彰

広
島
県
福
山
市

ク
シ
ノ
テ
ラ
ス
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●

平
野
　
拓
也

地
域
協
同
組
合
無
茶
々
園
理
事

伊
予
か
ん
有
機
栽
培
の

実
験
園
地
を
作
る

無
茶
々
園
は
１
９
７
４
年
に
地
元
農
業

後
継
者
グ
ル
ー
プ
の
小
さ
な
取
り
組
み
と

し
て
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
環
境

汚
染
が
社
会
的
に
注
目
さ
れ
は
じ
め
た
時

期
で
あ
り
、
か
ん
き
つ
産
地
の
農
家
に
と

っ
て
は
生
産
過
剰
と
価
格
低
迷
に
苦
し
ん

で
い
た
頃
で
す
。
当
時
珍
し
か
っ
た
有
機

栽
培
の
実
験
園
地
で
伊
予
か
ん
の
栽
培
を

し
た
と
こ
ろ
、思
い
の
ほ
か
反
響
が
あ
り
、

安
全
な
食
べ

物
を
求
め
る

消
費
者
や
団

体
と
の
接
点

を
得
て
、
販

売
機
能
を
持

っ
た
生
産
者

団
体
と
し
て

歩
み
は
じ
め

る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

私
た
ち
の

住
ん
で
い
る

愛
媛
県
西
予

市
明
浜
町
は
、
宇
和
海
に
面
し
て
小
さ
な

入
り
江
が
連
な
る
リ
ア
ス
式
海
岸
。
起
伏

が
多
く
平
地
が
少
な
い
た
め
、
急
斜
面
を

開
墾
し
て
段
々
畑
を
築
き
、
小
さ
な
集
落

で
農
業
と
漁
業
を
中
心
と
し
た
営
み
を
行

っ
て
き
た
地
域
で
す
。
効
率
的
な
農
作
業

は
望
め
な
い
条
件
で
す
が
、
戦
後
は
段
々

畑
に
苗
木
を
植
え
て
か
ん
き
つ
産
地
と
し

て
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
無
茶
々
園
は
実
験

園
と
し
て
生
ま
れ
て
以
来
、
環
境
保
全
型

農
業
と
直
販
・
産
直
を
通
じ
て
、
こ
の
田

舎
か
ら
存
在
意
義
を
発
信
す
る
と
と
も
に

生
産
販
売
の
事
業
を
拡
げ
て
い
ま
す
。

事
業
と
運
動
を
両
輪
と
し
て

し
か
し
、
か
ん
き
つ
の
有
機
栽
培
だ
け

を
ゴ
ー
ル
に
し
て
き
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
広
く
地
球
環
境
を
見
据
え
た
エ
コ

ロ
ジ
カ
ル
な
取
り
組
み
を
地
域
の
暮
ら
し

や
営
み
に
落
と
し
こ
み
、
持
続
力
の
あ
る

地
域
を
作
っ
て
ゆ
く
運
動
だ
と
と
ら
え
て

い
ま
す
。

地
域
の
環
境
を
良
く
す
る
に
は
、
山

（
畑
）
だ
け
で
は
な
く
目
の
前
に
広
が
る

海
も
大
事
で
す
。
地
元
の
漁
業
者
と
連
携

し
て
水
産
物
の
販
売
と
と
も
に
環
境
維
持

活
動
を
行
い
、
地
域
の
農
業
者
と
漁
業
者

が
共
存
す
る
組
織
に
な
り
ま
し
た
。

農
業
後
継
者
の
減
少
を
見
据
え
て
20
年

以
上
前
か
ら
農
業
体
験
や
新
規
就
農
の
取

り
組
み
を
は
じ
め
、
新
規
就
農
者
だ
け
で

経
営
す
る
農
業
法
人
を
作
り
ま
し
た
。

商
品
開
発
で
は
、
捨
て
ら
れ
て
い
た
加

工
用
か
ん
き
つ
の
皮
か
ら
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
オ
イ
ル
を
抽
出
し
、
こ
の
オ
イ
ル
を
使

っ
た
コ
ス
メ
の
商
品
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。

過
疎
化
、
高
齢
化
が
進
む
地
域
に
不
可

欠
な
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
福
祉
事
業
所
を
開

設
し
、
農
業
団
体
が
運
営
す
る
福
祉
施
設

と
し
て
地
域
住
民
に
も
多
く
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
や
問
題
意

識
を
も
と
に
新
し
い
事
業
を
作
り
、
数
多

く
の
失
敗
も
経
験
し
な
が
ら
も
、
い
ま
で

は
農
業
者
や
漁
業
者
の
ほ
か
に
も
１
０
０

人
以
上
の
ス
タ
ッ
フ
が
参
画
す
る
グ
ル
ー

プ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

い
ま
持
続
可
能
性
を
高
め
る
こ
と
が
世

界
的
な
目
標
と
な
る
な
か
、
環
境
省
の
地

域
環
境
共
生
圏
、
農
林
水
産
省
の
み
ど
り

の
食
糧
シ
ス
テ
ム
戦
略
な
ど
新
た
な
政
策

も
打
ち
出
さ
れ
、
私
達
の
取
り
組
み
も
持

続
可
能
性
の
一
つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
認
め

ら
れ
て
き
た
の
か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

高
齢
化
や
農
業
後
継
者
不
足
、
温
暖
化

な
ど
地
域
の
課
題
は
尽
き
る
こ
と
が
な

く
、
都
会
と
の
バ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
ま

だ
ま
だ
大
き
な
落
差
が
存
在
し
て
い
ま

す
。
実
験
園
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
原
点
を

忘
れ
ず
に
新
た
な
種
を
ま
き
、
運
動
や
事

業
自
体
が
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
と
な

っ
て
、
こ
の
田
舎
で
自
立
し
て
豊
か
に
暮

ら
し
て
い
く
よ
う
に
取
り
組
み
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

持
続
可
能
な
田
舎
の
モ
デ
ル
に

―
か
ん
き
つ
の
有
機
栽
培
か
ら
―

西予市明浜町狩浜の段々畑

廃校になった小学校を拠点にしています

団
体
表
彰

愛
媛
県
西
予
市

地
域
協
同
組
合
無
茶
々
園
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●

萩
野
　
和
徳

株
式
会
社
山
の
く
じ
ら
舎

代
表
取
締
役
社
長

地
域
の
歴
史
と
文
化
を
守
り
、

工
芸
産
地
を
興
す

山
の
く
じ
ら
舎
は
、
高
知
県
東
部
に
位

置
す
る
安
芸
市
で
県
産
材
を
使
っ
た
「
木

の
お
も
ち
ゃ
」
を
製
造
販
売
し
て
い
る
。

起
業
す
る
以
前
、
私
は
大
阪
の
新
聞
社
に

勤
め
て
い
た
が
、
収
入
が
あ
っ
て
も
忙
殺

さ
れ
て
過
ぎ
る
毎
日
に
疑
問
を
感
じ
、
両

親
の
故
郷
で
あ
る
安
芸
市
で
職
人
的
な
仕

事
を
し
な
が
ら
田
舎
暮
ら
し
を
し
た
い
と

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

大
工
や
農
業
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
転
々
と

し
な
が
ら
１
年
が
過
ぎ
た
こ
ろ
、
妻
・
陽

子
の
友
人
か
ら
「
安
心
し
て
子
ど
も
に
持

た
せ
ら
れ
る
木
の
お
も
ち
ゃ
が
ほ
し
い
」

と
相
談
を
受
け
て
お
も
ち
ゃ
を
製
作
し

た
。
す
る
と
、
予
想
を
超
え
る
反
響
が
あ

り
、
２
０
０
１
年
に
会
社
を
立
ち
上
げ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

早
く
か
ら
ネ
ッ
ト
販
売
に
注
力
し
、
間

も
な
く
夫
婦
二
人
で
は
追
い
つ
け
な
い
ほ

ど
の
注
文
が
入
る
よ
う
に
な
る
。
新
た
に

職
人
を
雇
用
す
る
に
あ
た
り
、
私
は
地
元

の
女
性
た
ち
が
働
け
る
場
所
に
し
た
い
と

考
え
た
。

当
社
が
つ
く
る
木
の
お
も
ち
ゃ
に
は
、

「
我
が
子
を
想
っ
て
つ
く
る
」
よ
う
な
丁

寧
な
手
作
業
が
必
要
だ
。
性
別
や
経
験
で

は
な
く
、
愛
情
を
持
っ
て
仕
事
に
取
り
組

ん
で
く
れ
る
人
に
来
て
も
ら
え
る
よ
う
、

就
労
時
間
も
休
暇
も
各
家
庭
の
事
情
に
合

わ
せ
て
自
由
に
決
め
ら
れ
る
雇
用
形
態
と

し
、
も
の
づ
く
り
の
経
験
が
な
く
て
も
個

人
の
特
性
を
生
か
し
て
仕
事
が
で
き
る
分

業
体
制
を
確
立
し
た
。
す
る
と
、
子
育
て

中
の
女
性
や
、
も
の
づ
く
り
を
し
た
い
女

性
が
集
ま
っ
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

彼
女
た
ち
は
経
歴
も
人
格
も
優
秀
だ
が
、

い
ず
れ
も
「
働
き
た
い
け
ど
、
地
元
に
働

け
る
場
所
が
な
か
っ
た
」
と
言
っ
て
い
た
。

働
き
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
彼
女

た
ち
は
能
力
も
意
欲
も
発
揮
し
、
製
品
の

品
質
レ
ベ
ル
を
高
く
維
持
す
る
こ
と
が
で

き
て
い
る
。
何
よ
り
各
家
庭
の
子
ど
も
た

ち
が
、
自
身
の
母
親
が
誇
ら
し
く
働
く
姿

を
感
じ
と
れ
る
こ
と
は
、
ふ
る
さ
と
の
未

来
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

地
域
の
誇
り
を
守
り

地
域
の
未
来
に
つ
な
げ
る

私
は
、
人
々
が
そ
の
地
に
住
み
続
け
る

に
は
、
そ
の
地
の
歴
史
・
文
化
・
自
然
と

い
っ
た
「
誇
り
」
を
守
ら
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。
田
舎
が
単
な
る
食

料
と
資
源
の
生
産
地
と
な
っ
て
し
ま
え

ば
、
人
々
は
地
元
に
住
む
意
味
を
失
い
、

地
域
消
滅
の
道
が
待
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
２
０
１
７
年
よ
り
文
化
財
保
護

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
。
国
の
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ

れ
て
い
る
「
安
芸
市
土ど

居い

廓か

中ち
ゅ
う」
に
建
つ

民
家
を
保
護
・
修
繕
し
、
社
宅
や
シ
ェ
ア

オ
フ
ィ
ス
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
。
修
繕
に
は
厳
し
い
基
準
が
あ

り
容
易
で
は
な
い
が
、
先
人
た
ち
が
積
み

上
げ
た
町
並
み
を
保
存
す
る
こ
と
や
、
伝

統
の
技
術
を
持
っ
た
職
人
た
ち
に
実
践
の

場
を
提
供
し
、
技
術
を
次
世
代
へ
継
承
し

て
い
く
こ
と
は
意
義
の
あ
る
こ
と
だ
と
考

え
て
い
る
。

ま
た
、
森
林
率
全
国
一
位
（
84
％
）
を

誇
る
高
知
県
に
お
い
て
、
間
伐
材
や
端
材

の
活
用
は
大
変
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

２
０
１
９
年
よ
り
木
を
使
っ
た
ノ
ベ
ル
テ

ィ
グ
ッ
ズ
の
製
造
を
始
め
た
。
林
業
に
直

接
関
わ
ら
な
い
企
業
に
も
木
を
使
っ
て
も

ら
い
、
環
境
保
全
の
取
り
組
み
を
波
及
さ

せ
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
。
現
在
、

大
手
企
業
を
含
む
30
社
以
上
か
ら
依
頼
を

受
け
て
い
る
。

さ
ら
に
新
事
業
と
し
て
、
全
国
の
職
人

の
技
を
集
め
た
ペ
ッ
ト
用
祭
壇
を
商
品
化

す
る
予
定
だ
。
今
後
は
日
本
が
誇
る
さ
ま

ざ
ま
な
伝
統
工
芸
の
技
を
継
承
し
、
各
地

の
ふ
る
さ
と
を
守
る
一
翼
を
担
っ
て
い
き

た
い
。

―
木
の
お
も
ち
ゃ
か
ら

古
民
家
再
生
・
活
用
へ
―

高知県産材を活用した、
木製玩具「ままごとセット」

間伐材を利用した、木製のノベルティ

「土居廓中」の古民家再生物件

団
体
表
彰

高
知
県
安
芸
市

株
式
会
社
山
の
く
じ
ら
舎
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●

高
橋
　
邦
男

一
般
財
団
法
人
こ
ゆ
地
域
づ
く
り
推
進
機
構

執
行
理
事

国
産
ラ
イ
チ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や

起
業
家
支
援

一
般
財
団
法
人
こ
ゆ
地
域
づ
く
り
推
進

機
構
（
以
下
「
こ
ゆ
財
団
」）
は
、
宮
崎

県
新
富
町
が
２
０
１
７
年
４
月
に
設
立
し

た
地
域
商
社
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
希
少

価
値
の
高
い
国
産
ラ
イ
チ
を
１
粒
１
０
０

０
円
で
ブ
ラ
ン
ド
化
し
た
ほ
か
、
町
内
の

農
家
か
ら
独
自
に
集
荷
・
発
送
す
る
野
菜

セ
ッ
ト
の
販
売
、
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
通
じ
た
起
業
家
の
移
住
促
進
と
い
っ
た

取
り
組
み
を
続
け
て
い
る
。
ラ
イ
チ
は
町

の
知
名
度
向
上
と
関
係
人
口
増
加
に
寄
与

し
た
と
し
て
２
０
２
０
年
に
グ
ッ
ド
デ
ザ

イ
ン
賞
を
受
賞
し
た
ほ
か
、
野
菜
セ
ッ
ト

を
返
礼
品
と
し
て
取
り
入
れ
た
ふ
る
さ
と

納
税
は
２
０
２
０
年
ま
で
の
４
年
間
で
累

計
55
億
円
の
寄
付
を
記
録
し
て
い
る
。
人

材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
受
講
が
き
っ
か
け
で

移
住
者
も
増
加
し
て
お
り
、
起
業
や
新
規

事
業
開
発
が
進
行
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
新
富
町
や
こ

ゆ
財
団
だ
か
ら
で
き
る
と
い
う
も
の
で
は

な
い
。
目
の
前
に
あ
る
ヒ
ト
モ
ノ
コ
ト
を
生

か
し
、
失
敗
を
恐
れ
ず
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

れ
ば
ど
ん
な
地
域
で
も
実
践
可
能
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
そ
の
実
践
の
背
景
に
あ
る

「
三
つ
の
大
切
な
こ
と
」
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
た
い
。

常
識
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と

一
つ
は
、
常
識
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と

で
あ
る
。
こ
ゆ
財
団
は
、
新
富
町
役
場
が

立
案
し
、
旧
観
光
協
会
を
発
展
的
に
解
体

し
た
上
で
、
町
職
員
を
出
向
さ
せ
る
か
た

ち
で
新
法
人
と
し
て
設
立
し
た
。
で
き
な

い
理
由
を
並
べ
れ
ば
き
り
が
な
い
と
こ
ろ

で
、
町
は
「
ど
う
や
っ
た
ら
で
き
る
か
」

と
い
う
考
え
方
を
と
っ
た
。
ふ
る
さ
と
納

税
の
活
用
や
、
町
職
員
の
出
向
な
ど
は
、

他
に
な
い
特
別
な
手
法
で
も
な
い
。
制
約

が
多
い
こ
と
が
常
識
と
な
っ
て
い
る
行
政

で
も
、
工
夫
を
凝
ら
せ
ば
新
た
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
は
十
分
に
可
能
だ
と
い
え
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

小
さ
な
経
験
を

積
み
上
げ
て
い
く
こ
と

二
つ
目
は
、
小
さ
な
経
験
を
積
み
上
げ

て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
ま
ち
づ
く
り
組
織

の
設
立
や
運
営
に
際
し
て
キ
ー
マ
ン
不
在

を
訴
え
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
が
、
そ

れ
は
出
向
職
員
や
旧
観
光
協
会
職
員
で
編

成
し
た
こ
ゆ
財
団
も
同
様
で
あ
っ
た
。
当

初
は
販
路
開
拓
か
ら
イ
ベ
ン
ト
集
客
に
至

る
ま
で
な
か
な
か
成
果
が
出
ず
、
商
品
開

発
な
ど
は
現
在
も
試
行
錯
誤
中
で
あ
る
。

そ
れ
が
か
え
っ
て
、
誰
か
一
人
の
能
力
に

よ
ら
ず
、
ま
ず
や
っ
て
み
よ
う
と
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
こ
と
で
小
さ
な
経
験
が
積
み
上

が
り
、
チ
ー
ム
の
文
化
に
な
っ
て
い
る
。

多
様
な
人
材
や

企
業
と
か
か
わ
る
こ
と

三
つ
目
は
、
多
様
な
人
材
や
企
業
と
か

か
わ
る
こ
と
で
あ
る
。
新
富
町
は
人
口
１

万
６
５
０
０
人
の
小
さ
な
町
で
、
高
校
や

大
学
も
な
い
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
人
材
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ

て
町
内
外
の
方
々
が
交
わ
る
場
を
つ
く
っ

た
。
結
果
的
に
こ
れ
が
企
業
と
の
連
携
協

定
や
本
社
転
入
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
な

ど
の
移
住
者
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

な
い
モ
ノ
・
な
い
コ
ト
を
〝
余
白
〞
と
捉

え
て
多
様
な
人
材
や
企
業
と
か
か
わ
れ

ば
、
地
域
の
可
能
性
は
無
限
に
広
が
る
。

こ
ゆ
財
団
は
、
新
富
町
中
心
部
に
あ
る

拠
点
を
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ィ
ー
ル
ド
」
と

呼
ん
で
い
る
。
ビ
ジ
ョ
ン
「
世
界
一
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
や
す
い
ま
ち
」
の
も
と
、
多
様

な
人
材
や
企
業
が
ゆ
る
や
か
に
集
い
、
互

い
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
支
え
合
う
豊
か
な
畑

（
フ
ィ
ー
ル
ド
）
を
、
こ
れ
か
ら
も
耕
し

つ
づ
け
て
い
き
た
い
。

―
稼
い
で
人
材
育
成
に
再
投
資
す
る

地
域
商
社
―商店街で開催している朝市

多様な人材や企業との接点となる
人材育成塾

2017 年設立時のメンバー

団
体
表
彰

宮
崎
県
新
富
町

一
般
財
団
法
人
こ
ゆ
地
域
づ
く
り
推
進
機
構
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●

鈴
木
　
颯

上
山
市
市
政
戦
略
課

ク
ア
オ
ル
ト
推
進
室
主
事

「
79
・
４
％
」
―
―
こ
の
数
値
は
、
上

山
市
民
の
「
ク
ア
オ
ル
ト
」
の
認
知
度
で

あ
る
（
令
和
２
年
度
調
査
）。
ク
ア
オ
ル

ト
は
ド
イ
ツ
語
で
「
健
康
保
養
地
・
療
養

地
」
を
意
味
す
る
。
上
山
市
は
平
成
20
年

度
か
ら
、
市
民
の
健
康
増
進
と
交
流
人
口

の
拡
大
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
目
的

に
、
健
康
・
観
光
・
環
境
の
三
つ
を
柱
に

〝
心
と
体
が
う
る
お
う
ま
ち
〞
づ
く
り
を

展
開
す
る
上
山
型
温
泉
ク
ア
オ
ル
ト
事
業

を
進
め
て
い
る
。

誰
で
も
楽
し
く
気
軽
に
取
り
組
め
る

総
合
的
な
健
康
づ
く
り

本
市
で
は
、
心
臓
病
の
リ
ハ
ビ
リ
や
高

血
圧
の
治
療
と
し
て
ド
イ
ツ
で
行
わ
れ
る

運
動
療
法
を
取
り
入
れ
た
「
ク
ア
オ
ル
ト

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
が
で
き
る
。
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
大
学
の
鑑
定
を
受
け
た
８
コ
ー
ス

を
含
む
20
コ
ー
ス
を
整
備
し
て
お
り
、
専

門
ガ
イ
ド
が
付
き
、
予
約
な
し
で
参
加
で

き
る
「
毎
日
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
は
じ
め
、

誰
で
も
気
軽
に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
め

る
環
境
を
充
実
さ
せ
て
き
た
。

ま
た
、
四
季
折
々
の
地
元
食
材
を
生
か

し
た
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
富
ん
だ
食
事
、
良

質
の
温
泉
な
ど
、
健
康
づ
く
り
に
大
切
な

「
運
動
・
栄
養
・
休
養
」
を
提
供
し
、
地
域

資
源
を
生
か
し
た
楽
し
み
な
が
ら
実
践
で

き
る
総
合
的
な
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
る
。

昨
年
度
は
、
新
た
に
Ｉ

Ｃ
Ｔ
（
活
動
量
計
）
を
活

用
し
た
「
か
み
の
や
ま
健

康
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
を
開

始
し
た
。
市
内
37
カ
所
に

読
み
取
り
端
末
を
設
置

し
、
健
康
行
動
に
応
じ
て

ポ
イ
ン
ト
を
付
与
。
貯
め

た
ポ
イ
ン
ト
は
市
内
商
店

街
等
の
商
品
券
に
交
換
で
き
る
。
ま
た
、

定
期
的
に
測
定
会
や
教
育
講
演
会
を
開
催

し
、
実
施
効
果
の
見
え
る
化
・
ヘ
ル
ス
リ

テ
ラ
シ
ー
の
向
上
を
行
っ
て
お
り
、
参
加

者
の
国
民
健
康
保
険
医
療
費
の
削
減
に
つ

な
が
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
成
果
が
現
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
地
域
の
健
康
づ
く
り

を
市
民
自
身
が
担
う「
健
康
マ
イ
ス
タ
ー
」

を
育
成
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
用

し
た
健
康
情
報
の
発
信
な
ど
市
民
力
を
生

か
し
た
健
康
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

健
康
経
営
支
援
を
切
り
口
に

誘
客
促
進

最
近
、
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
、
企
業
に
お

い
て
も
健
康
に
配
慮
し
た
経
営
や
働
き
方

改
革
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
本

市
は
平
成
27
年
度
か
ら
宿
泊
型
新
保
健
指

導
事
業
を
開
始
し
、
平
成
28
年
度
か
ら
は

首
都
圏
３
社
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
す

る
な
ど
、
い
ち
早
く
企
業
等
の
健
康
経
営

支
援
に
着
目
し
た
誘
客
を
促
進
し
て
き
た
。

現
在
、
蔵
王
高
原
坊
平
を
中
心
に
、
民

間
組
織
が
主
体
と
な
り
、
森
林
資
源
を
生

か
し
た
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
な
ど
を

行
い
、
心
と
体
の
健
康
づ
く
り
に
関
す
る

研
修
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
誘
致
へ

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
今
年

度
は
、
山
形
県
内
６
社
と
東
北
初
の
「
健

康
経
営
相
互
応
援
協
定
」
を
締
結
し
、
従

業
員
の
健
康
づ
く
り
や
研
修
の
受
け
入
れ

を
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、
今
後

は
、
隣
県
、
首
都
圏
と
段
階
的
に
提
案
活

動
を
強
化
し
、
導
入
企
業
を
増
や
し
て
い

く
。今

年
15
年
目
を
迎
え
る
ク
ア
オ
ル
ト
事

業
は
、
さ
ら
な
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
向

け
て
既
に
あ
る
地
域
資
源
に
磨
き
を
か

け
、
予
防
に
重
点
を
置
い
た
総
合
的
な
健

康
づ
く
り
や
ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
を
意
識
し

た
企
業
の
健
康
経
営
支
援
な
ど
に
取
り
組

む
。
ま
た
、
ク
ア
オ
ル
ト
×
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と

い
う
新
た
な
視
点
も
加
え
、〝
心
と
体
が

う
る
お
う
〞
小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と
光
る

ま
ち
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
創
り
上

げ
て
い
く
考
え
だ
。

〝
心
と
体
が
う
る
お
う
ま
ち
〞づ
く
り

―
上
山
型
温
泉
ク
ア
オ
ル
ト
事
業
の
推
進
―

公認心理師による
コミュニケーションスキルトレーニング

健康ポイント事業での測定会

年間を通してガイド付きで行う
クアオルト健康ウォーキング

地
方
自
治
体
表
彰

山
形
県
上
山
市

山
形
県
上
山
市
・
上
山
市
温
泉
ク
ア
オ
ル
ト
協
議
会
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●

中
村
　
英
明

日
南
町
長

守
り
、
育
て
、
受
け
継
ぐ
、

持
続
可
能
な
林
業
の
ま
ち

―
Ｊ

－

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
財
源
で
取
り
組
み
―

変
わ
り
ゆ
く
山
村
の
姿

中
国
山
地
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
日

南
町
は
、
山
陰
・
山
陽
を
結
ぶ
Ｊ
Ｒ
伯
備

線
の
要
路
で
あ
り
な
が
ら
、
少
子
高
齢
化

に
よ
り
人
口
減
少
が
止
ま
ら
な
い
典
型
的

な
過
疎
・
中
山
間
地
域
で
あ
る
。
人
口
４

４
０
０
人
、
高
齢
化
率
51
％
、
人
口
最
少

県
の
鳥
取
県
の
中
に
お
い
て
、
一
番
高
齢

化
率
の
高
い
町
で
あ
る
。

古
く
か
ら
森
の
恵
み
を
生
か
し
た
「
た

た
ら
製
鉄
」
に
よ
り
雇
用
と
所
得
を
確
保

し
て
き
た
が
、
安
価
な
洋
鉄
に
シ
ェ
ア
を

奪
わ
れ
製
鉄
は
途
絶
え
る
こ
と
と
な
っ

た
。
戦
後
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
な
ど
が
植
林

さ
れ
、
現
在
は
そ
れ
ら
の
多
く
が
伐
期
を

迎
え
、
鳥
取
県
の
素
材
生
産
量
の
約
３
分

の
１
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
人
口
流
出
や
高
齢
化
と
い
っ
た

社
会
背
景
も
あ
り
、
町
の
主
要
産
業
で
あ

る
林
業
の
再
編
は
一
刻
の
猶
予
も
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
る
。

企
業
、
地
域
住
民
と
連
携
し
た

森
づ
く
り

日
南
町
で
は
、
恵
ま
れ
た
森
林
を
資
源

と
し
て
活
用
し
、
持
続
可
能
な
森
林
整
備

の
財
源
と
す
る
た
め
、
町
有
林
の
一
部
を

対
象
に
、
６
６
０
４
㌧
の
Ｊ

－

ク
レ
ジ
ッ

ト
を
取
得
し
た
。
地
球
温
暖
化
対
策
や
脱

炭
素
と
い
っ
た
環
境
意
識
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や

Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営
と
い
っ
た
企
業
の
意
識
変
化

も
追
い
風
と
な
り
、
令
和
３
年
度
に
は
約

１
２
０
０
万
円
の
財
源
確
保
を
見
込
ん
で

い
る
。
企
業
と
の
仲
介
は
、
地
元
企
業
と

の
結
び
つ
き
の
強
い
山
陰
合
同
銀
行
や
鳥

取
銀
行
な
ど
が
担
う
。
こ
う
し
た
地
域
金

融
機
関
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
販
売
戦
略

は
、
全
国
の
優
良
事
例
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
る
。

ま
た
、
道
の
駅
に
ち
な
ん
日
野
川
の
郷

は
、
全
国
初
の
二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
な

い
「
環
境
貢
献
型
道
の
駅
」
と
し
て
運
営

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
道
の
駅
で
使
用
す

る
電
気
や
ガ
ス
等
を
二
酸
化
炭
素
排
出
量

に
換
算
し
、
町
が
所
有
す
る
Ｊ

－

ク
レ
ジ

ッ
ト
で
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
す
る
こ

と
で
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
、

道
の
駅
で
販
売
す
る
す
べ
て
の
商
品
に
１

品
１
円
を
付
与
し
（
寄
付
型
オ
フ
セ
ッ
ト

商
品
）、
お
客
様
が
買
い
物
を
す
る
こ
と

で
間
接
的
に
森
林
保
全
の
取
り
組
み
に
参

画
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
る
。

30
年
先
見
据
え
た

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

林
業
の
担
い
手
不
足
解
消
の
た
め
、
全

国
初
と
な
る
町
営
で
の
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー

を
平
成
31
年
４
月
に
開
校
し
た
。
そ
の
特

徴
は
、
学
生
を
全
国
か
ら
募
集
し
、
就
職

先
を
町
内
に
限
定
し
て
い
な
い
こ
と
。
例

え
ば
日
南
町
の
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
で
学
ん

だ
後
、
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
に
戻
り
、
林

業
従
事
者
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
を
可
能

と
し
て
い
る
。
全
国
の
林
業
事
業
体
で
人

材
が
不
足
し
、
経
営
が
継
続
で
き
な
い
事

例
も
多
く
、
こ
う
し
た
課
題
に
対
応
す
べ

く
、
日
南
町
で
学
ん
だ
こ
と
を
全
国
に
持

ち
帰
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
フ
ォ
レ
ス
ト

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
、
日
本
林
業
の
発

展
に
寄
与
し
て
ほ
し
い
と
の
願
い
も
あ
る
。

令
和
元
年
７
月
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農

林
業
を
基
軸
と
し
た
「
第
一
次
産
業
を
元

気
に
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
〜
に
ち
な
ん
チ
ャ
レ

ン
ジ
２
０
３
０
」
を
テ
ー
マ
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
未
来
都
市
に
選
定
さ
れ
た
。
日
本
が
直

面
す
る
過
疎
・
少
子
高
齢
化
と
い
っ
た
課

題
に
正
面
か
ら
立
ち
向
か
い
、
日
南
町
で

「
日
本
の
30
年
後
の
姿
を
創
る
」
と
い
う
自

負
を
持
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た
め
、

産
学
金
官
の
多
様
な
パ
ー
ト
ナ
ー
、
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
連
携
し
、
新
た
な
経
済

循
環
を
促
す
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い

る
。
緩
や
か
な
人
口
減
少
と
持
続
可
能
性

を
両
立
さ
せ
る
町
民
総
活
躍
の
「
創
造
的

過
疎
の
ま
ち
づ
く
り
」
へ
の
挑
戦
は
続
く
。

平井伸治鳥取県知事も同席して
行われたＪ－クレジット

売買契約調印式（中海テレビ提供）

全国から学生を受け入れる
林業アカデミーの入学式

SDGsの理念を発信する
日南町役場庁舎のアンブレラスカイ

地
方
自
治
体
表
彰

鳥
取
県
日
南
町

鳥
取
県
日
南
町
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マ
ガ
ン
と
共
生
す
る
農
業
の
物
語
　

東
京
に
住
ん
で
い
た
私
が
大
崎
耕
土
と

出
会
っ
た
き
っ
か
け
は
一
枚
の
ハ
ガ
キ
だ

っ
た
。
転
勤
の
挨
拶
状
の
そ
の
ハ
ガ
キ
に

は
朝
日
を
あ
び
た
沢
山
の
鳥
が
羽
ば
た
い

て
い
た
。
そ
の
光
景
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
２

０
１
０
年
の
春
、
初
め
て
宮
城
県
大
崎
市

を
訪
ね
た
。
マ
ガ
ン
は
４
０
０
０
㌔
離
れ

た
シ
ベ
リ
ア
か
ら
飛
来
す
る
渡
り
鳥
で
、

か
つ
て
は
全
国
に
飛
来
し
て
い
た
が
、
１

９
７
０
年
代
初
頭
に
は
数
千
羽
に
ま
で
減

少
し
た
。
そ
の
後
、
最
後
の
越
冬
地
だ
っ

た
宮
城
県
北
部
で
は
、狩
猟
が
自
粛
さ
れ
、

野
鳥
保
護
団
体
や
行
政
、
市
民
が
協
力
し

て
保
護
す
る
態
勢
を
作
っ
た
。
冬
の
間
、

田
ん
ぼ
に
水
を
張
っ
て
疑
似
湖
沼
と
す
る

「
ふ
ゆ
み
ず
た
ん
ぼ
」
も
開
始
さ
れ
、
２

０
０
５
年
に
「
蕪か

ぶ

栗く
り

沼ぬ
ま・

周
辺
水
田
」
は
、

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ
れ
た
。
同
条

約
の
名
称
に
「
水

田
」
が
付
い
た
の

は
世
界
で
初
め
て

だ
。水
田
は
湿
地
、

生
物
多
様
性
の
ホ

ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
で

あ
る
と
、
大
崎
市

か
ら
世
界
に
発
信

し
た
。
現
在
で
は

10
万
羽
を
超
え
る
マ
ガ
ン
が
蕪
栗
沼
を
ね

ぐ
ら
と
し
、
日
中
は
大
崎
耕
土
で
エ
サ
を

つ
い
ば
ん
で
い
る
。

心
動
か
さ
れ
た
こ
の
物
語
を
書
い
た

『
ア
グ
リ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
』（
学

芸
出
版
社
）
は
２
０
１
１
年
２
月
に
出
版

さ
れ
、
翌
３
月
に
東
日
本
大
震
災
が
起
き

た
。
５
月
に
新
幹
線
が
復
旧
す
る
や
大
崎

市
を
再
訪
し
、
市
の
関
係
者
と
会
い
、
東

京
に
住
む
自
分
に
ど
ん
な
応
援
が
で
き
る

か
意
見
交
換
し
た
。
生
き
も
の
と
共
生
す

る
農
業
・
地
域
づ
く
り
を
首
都
圏
に
住
ん

で
い
る
人
に
伝
え
る
こ
と
で
、
震
災
復
興

を
応
援
し
よ
う
と
考
え
た
。
最
初
に
企
画

し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
「
蕪
栗
沼
ふ
ゆ
み

ず
た
ん
ぼ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
総
務
省
・

緑
の
分
権
改
革
調
査
事
業
を
活
用
し
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
務
め
、
映

像
、
絵
本
の
制
作
、
仙
台
で
の
マ
ル
シ
ェ
、

首
都
圏
で
の
イ
ベ
ン
ト
等
を
手
掛
け
た
。

大
崎
耕
土
世
界
農
業
遺
産
　

大
崎
市
は
２
０
０
６
年
に
市
町
村
合
併

を
し
た
が
、
市
全
域
で
共
有
で
き
る
価
値

観
が
必
要
だ
っ
た
。
そ
れ
が
「
世
界
農
業

遺
産
」
だ
っ
た
の
だ
と
思
う
。
大
崎
市
お

よ
び
周
辺
の
４
町
は
２
０
１
７
年
、「
持

続
可
能
な
水
田
農
業
を
支
え
る
大
崎
耕
土

の
伝
統
的
水
管
理
シ
ス
テ
ム
」
と
し
て
東

北
初
の
世
界
農
業
遺
産
に
Ｆ
Ａ
Ｏ
（
国
連

食
糧
農
業
機
関
）に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
た
。

当
時
、
私
は
農
林
水
産
省
「
世
界
農
業
遺

産
等
専
門
家
会
議
」
委
員
を
務
め
て
い
た

が
、
認
定
後
の
地
域
を
応
援
す
る
こ
と
は

認
め
ら
れ
て
お
り
、
総
務
省
・
地
域
力
創

造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
を
活
用
し
、
同
市

の
農
業
遺
産
の
活
用
法
を
考
え
た
。
２
０

２
０
年
度
に
は
一
般
社
団
法
人
み
や
ぎ
大

崎
観
光
公
社
に
協
力
し
、
観
光
庁
の
誘
客

多
角
化
事
業
を
活
用
し
「
大
崎
耕
土
世
界

農
業
遺
産
で
学
ぶ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ツ
ー
リ
ズ

ム
」
に
取
り
組
ん
だ
。
都
市
部
の
女
性
、

外
国
人
、
企
業
を
対
象
に
し
た
オ
ン
ラ
イ

ン
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、
大
学
生

を
対
象
と
し
た
テ
キ
ス
ト
「
大
崎
耕
土
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
ク
エ
ス
ト
」
を
制
作
し
た
。
今
年

度
は
同
志
社
大
学
や
武
蔵
野
大
学
の
学
生

を
対
象
に
、
農
業
遺
産
認
定
地
域
で
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
を
学
ぶ
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
し
た
。

地
域
外
か
ら
地
域
と
関
わ
る
こ
と

近
年
「
関
係
人
口
」
が
注
目
さ
れ
て
い

る
が
、
私
自
身
、
大
崎
地
域
の
関
係
人
口

で
あ
る
と
思
う
。
そ
の
地
域
が
大
切
に
し

て
き
た
価
値
観
に
心
動
か
さ
れ
、
そ
の
価

値
観
を
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
で
伝
え
て
き

た
。
特
に
農
業
に
お
け
る
生
物
多
様
性
の

素
晴
ら
し
さ
を
教
え
て
く
れ
た
大
崎
市
の

関
係
者
の
皆
さ
ま
に
は
心
よ
り
感
謝
を
申

し
上
げ
た
い
。
現
在
は
京
都
に
住
み
、
同

志
社
大
学
総
合
政
策
科
学
研
究
科
ソ
ー
シ

ャ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
の
教
員

を
し
て
い
る
が
、
今
後
も
、
生
き
も
の
と

共
生
す
る
農
業
や
、
食
文
化
を
支
え
る
風

土
の
価
値
を
伝
え
て
い
き
た
い
。

渡
り
鳥
に
魅
せ
ら
れ
て

―
世
界
農
業
遺
産
・

大
崎
耕
土
に
通
っ
た
10
年
間
―

●

大
和
田
　
順
子

同
志
社
大
学
教
授

日の出と共に飛び立つマガン

SDGs 学習テキスト
「大崎耕土SDGs クエスト」表紙

個
人
表
彰

宮
城
県
大
崎
市

大
和
田
順
子
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３
０
０
年
先
を
見
据
え
た

榧
の
森
づ
く
り

―
荒
地
を
整
備
し
、「
幻
の
木
」復
活
を
決
意
―

独
特
の
香
り
と
光
沢
、

古
代
か
ら
重
用

榧か
や

の
木
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
か
つ
て

は
日
本
各
地
の
山
里
に
自
生
し
、
我
々
の

生
活
の
中
で
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
た

が
、
今
で
は
目
に
す
る
こ
と
が
難
し
く
、

「
幻
の
木
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。

榧
は
イ
チ
イ
科
の
常
緑
針
葉
高
木
で
、

一
年
中
、
緑
の
葉
を
輝
か
せ
る
美
し
い
木

で
あ
る
。
た
だ
、
30
㌢
伸
び
る
の
に
３
〜

４
年
、
直
径
１
・
１
㍍
ほ
ど
の
成
木
に
な

る
ま
で
に
３
０
０
年
か
か
る
と
い
わ
れ

る
。
し
か
し
、
成
長
が
遅
い
分
、
木
目
は

き
め
細
か
く
、
独
特
の
香
り
と
光
沢
が
あ

る
。
さ
ら
に
堅
牢
性
・
耐
水
性
に
優
れ
、

古
代
よ
り
家
や
寺
社
、船
な
ど
の
建
造
物
、

彫
刻
な
ど
木
工
品
の
材
料
と
し
て
重
用
さ

れ
て
き
た
。
な
か
で
も
、
榧
の
碁
盤
は
最

高
級
品
と
さ
れ
て
い
る
。

私
は
大
の
囲
碁
好
き
で
あ
る
。
自
慢
め

い
て
恐
縮
だ
が
、
囲
碁
ア
マ
６
段
で
日
本

棋
院
高
知
支
部
長
を
務
め
、
碁
盤
を
収
集

し
て
い
た
。
や
が
て
、
集
め
る
だ
け
で
は

飽
き
足
ら
ず
、
榧
の
原
木
を
買
い
集
め
て

は
碁
盤
作
り
に
熱
中
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

原
木
が
な
か
な
か
手
に
入
り
に
く
い
。
こ

ん
な
素
晴
ら
し
い
木
が
、
日
本
の
山
や
市

場
か
ら
消
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
知

っ
て
、
な
ん
と
し
て
も
榧
の
木
の
存
在
と

価
値
を
守
り
、
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら

い
、
使
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
っ
た
。

こ
う
し
て
、「
幻
の
木
」
の
復
活
を
心
に

誓
い
、
３
０
０
年
先
を
見
据
え
た
榧
の
森

づ
く
り
と
い
う
夢
に
向
か
っ
て
、
た
っ
た

一
人
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

夢
は
「
榧
の
森
が
広
が
る

ふ
る
さ
と
の
山
」

ま
ず
植
樹
す
る
山
を
買
う
こ
と
か
ら
始

め
た
。
そ
れ
も
、
人
の
手
が
入
ら
な
く
な

っ
て
荒
れ
た
放
棄
地
。
こ
の
荒
れ
地
を
整

備
し
て
、
自
分
で
育
て
た
苗
木
を
30
万
本

以
上
植
え
て
き
た
。
そ
の
中
で
無
事
に
育

っ
て
い
る
の
は
３
割
ほ
ど
で
あ
る
。

周
り
の
雑
草
が
伸
び
た
ら
、
す
ぐ
枯
れ

る
。
明
る
く
日
が
差
す
場
所
で
な
い
と
成

長
で
き
な
い
か
ら
だ
。
そ
の
た
め
雑
草
に

埋
も
れ
な
い
よ
う
、
頻
繁
に
草
刈
り
に
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

最
大
の
難
敵
は
、
山
に
棲
む
野
生
動
物

た
ち
。
香
ば
し
い
実
は
野
ネ
ズ
ミ
に
、
柔

ら
か
い
苗
木
は
ウ
サ
ギ
に
食
べ
ら
れ
る
。

や
っ
と
育
ち
始
め
た
若
木
は
イ
ノ
シ
シ
や

シ
カ
の
大
好
物
。
ま
さ
に
植
え
て
は
食
べ

ら
れ
、
食
べ
ら
れ
て
は
植
え
る
と
い
う
、

終
わ
り
の
な
い
競
争
で
あ
る
。と
は
い
え
、

成
木
ま
で
３
０
０
年
と
い
う
長
い
歳
月
を

考
え
れ
ば
、
１
年
く
ら
い
の
失
敗
は
ど
う

と
い
う
こ
と
は
な
い
。子
ど
も
と
同
じ
で
、

手
が
か
か
る
ほ
ど
か
わ
い
い
と
思
っ
て
い

る
。今

は
、
高
知
県
の
香
美
市
で
約
30
㌶
の

山
に
植
樹
し
て
い
る
。
失
敗
は
数
々
あ
る

が
、
そ
れ
で
も
植
え
た
榧
の
木
は
少
し
ず

つ
着
実
に
育
っ
て
い
る
。碁
盤
を
は
じ
め
、

大
き
な
製
品
が
で
き
る
ま
で
に
は
２
０
０

年
以
上
か
か
る
。
今
は
収
穫
し
た
果
実
か

ら
香
水
や
食
用
油
、
木
屑
か
ら
線
香
な
ど

を
商
品
化
し
な
が
ら
、
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通

じ
て
榧
の
木
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
る
と

こ
ろ
だ
。

成
木
に
な
る
ま
で
３
０
０
年
。
生
き
て

い
る
間
に
榧
の
大
木
が
林
立
す
る
森
を
目

に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
で
も
い

い
と
思
う
。
こ
の
30
年
間
、
子
ど
も
や
孫

た
ち
、
社
員
た
ち
も
山
か
ら
土
ま
み
れ
に

な
っ
て
帰
っ
て
く
る
私
の
姿
を
見
て
き
て

い
る
。
き
っ
と
私
の
夢
を
引
き
継
い
で
く

れ
る
だ
ろ
う
。

３
０
０
年
後
の
ふ
る
さ
と
の
山
々
に
、

世
代
を
つ
な
い
で
育
て
た
榧
の
木
た
ち
が

緑
の
森
と
な
っ
て
広
が
る
光
景
を
想
像
す

る
だ
け
で
、
十
分
に
幸
せ
な
人
生
だ
と
思

っ
て
い
る
。

●

前
川
　
穎
司

榧
工
房
か
や
の
森
　

株
式
会
社
高
知
前
川
種
苗
会
長

荒地を整備し、榧の苗木を植栽する

榧の森の頂上

榧の森の全体風景

個
人
表
彰

高
知
県
香
美
市

前
川
穎
司
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ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞

令
和
３
年
度

酒屋。奥にフレンチレストラン、ガラス工房等がある
桝田酒造店5代目当主・桝田隆一郎（p８-９）優秀賞デュアルスクールの活用で、親子で地方の暮らしや学びを体感

できる

株式会社あわえ（p10-11）優秀賞

覚林坊のランチ「おてらんち」
身延山覚林坊・樋口純子（p12）奨励賞

市民が気軽に集まれる大船渡の中心市街
株式会社キャッセン大船渡（p13）団体表彰

上
勝
町
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
分
別
す
る
家
族

徳
島
県
上
勝
町
（
ｐ
６-

７
）

最
優
秀
賞
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